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豪雪で名高い新潟県十日町市松之山地区。この地帯は棚田
の風景でも有名で、稲穂がたれさがる頃の光景もまた見事で
あったが、雪に覆われた銀世界の映像を描き出せて心地よい
ものだった。
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其
の
七
十
六

「猫ちぐら」づくり

静
か
な
農
村
の
新
潟
県
関
川
村
に｢

猫
ち
ぐ
ら｣

づ
く
り
の
名
人
・

横
山
ノ
ブ
さ
ん
（
90
歳
）
を
訪
ね
る
と
開
口
一
番
「
60
歳
の
時
か
ら

ね
す
、
孫
に
手
が
掛
ら
な
く
な
っ
た
の
で
始
め
た
な
す
」
と
歯
切
れ

の
良
い
方
言
が
心
地
よ
く
響
く
。
ワ
ラ
仕
事
で
一
番
大
切
な
の
は
と

水
を
向
け
る
と
「
ワ
ラ
の
選
別
や
ワ
ラ
打
ち
、
そ
れ
と
猫
の
出
入
り

口
を
作
る
ぐ
み
編
み
だ
す
な
」
と
語
る
。
黙
々
と
手
編
み
仕
事
に
精

を
出
す
姿
は
美
し
い
の
一
語
に
尽
き
る
。
完
成
ま
で
一
週
間
を
要
す

る
と
い
う
。
幼
少
時
、
学
校
の
勉
強
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
ワ
ラ
仕

事
に
な
じ
ん
で
い
た
の
で
「
こ
の
年
に
な
っ
て
役
立
っ
た
な
す
」
と

微
笑
む
。
今
で
は
村
一
番
の
名
人
と
謳
わ
れ
、
生
き
る
喜
こ
び
が
溢

れ
て
い
る
。「
猫
ち
ぐ
ら
」
の
由
来
は
、
昔
、
子
供
用
と
し
て
赤
ち

ゃ
ん
を
入
れ
農
作
業
を
行
っ
た
「
つ
ぐ
ら
」
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
出
さ

れ
た
。
現
在
は
猫
の
マ
イ
ホ
ー
ム
と
親
し
ま
れ
、
珍
重
さ
れ
る
伝
統

的
民
芸
品
と
し
て
名
を
馳
せ
、
全
国
か
ら
注
文
が
相
次
い
で
い
る
。

原
料
は
ワ
ラ
の
み
だ
が
、
人
間
の
手
で
編
み
出
す
温
も
り
が
何
と
も

微
笑
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。　

　
　
　

 　
（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 
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高
校
時
代
、
日
本
に
興
味
を
持
っ
た
オ
ラ
は
17
歳
で
ア
メ
リ
カ

か
ら
交
換
留
学
生
と
し
て
来
日
し
、
奈
良
県
五
條
市
で
１
年
間
暮

ら
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
文
部
省
（
当
時
）
の
制
度
で
山

形
県
初
の
英
語
教
師
と
な
っ
て
山
形
弁
を
マ
ス
タ
ー
し
、
今
で
は

日
本
で
暮
ら
し
て
30
年
以
上
。
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
や
講
演
で
、
こ
れ

ま
で
合
併
前
を
含
め
て
延
べ
２
７
０
０
以
上
の
市
町
村
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

田
園
の
景
観
、
お
寺
や
神
社
、
春
の
お
花
見
、
夏
の
お
祭
り
や

花
火
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
温
泉
と
、
四
季
が
楽
し
め
ま
す
。
そ
し

て
、
日
本
酒
…
…
日
本
で
好
き
な
も
の
は
、
数
え
き
れ
ね
え
ほ
ど

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
特
に
農
業
の
風
景
は
印
象
深
く
、
小
さ
な

棚
田
や
段
々
畑
で
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
や
、
農
家
の
お
母
さ
ん
の

も
ん
ぺ
や
か
っ
ぽ
う
着
な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
も
が
、
他
の

国
に
は
な
い
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
日
本

の
田
舎
は
、“
古
き
よ
き
”
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、“
新
し
き
よ
き
”

を
も
取
り
入
れ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

山
形
に
い
た
時
は
、
２
１
０
の
中
学
高
校
を
一
人
で
担
当
し
て

た
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
県
内
を
あ
ち
こ
ち
出
張
し
て
ま
し
た
。

ど
こ
も
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
な
の
に
地
元
の
人
た
ち
は
「
な
ん
も

ね
ん
だ
（
何
も
な
い
ん
だ
）」
と
言
う
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
外
か
ら

来
た
人
に
は
分
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
田
舎
は
今
も
多
い
け
ど
、

謙
遜
ば
か
り
で
な
く
、
地
元
の
良
さ
を
少
し
で
も
自
慢
し
、
宣
伝

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
一
つ
一
つ
の
市
町
村
で
は
発
信
力
が
弱
い
。「
ま
と

ま
っ
て
宣
伝
し
な
い
と
」
と
オ
ラ
は
前
か
ら
よ
く
言
っ
て
い
ま
し

た
。
宣
伝
下
手
で
も
市
町
村
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
手
を
組
め
ば
、

田
舎
の
良
さ
を
分
か
り
や
す
く
外
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

交
換
留
学
の
仲
間
は
半
分
が
田
舎
、
半
分
が
都
会
に
滞
在
し
ま

し
た
。
今
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
ま
す
が
、
都
会
組
は
ほ
と
ん
ど

日
本
に
戻
ら
な
い
の
に
、
田
舎
組
は
オ
ラ
の
よ
う
に
日
本
に
暮
ら

す
者
も
い
れ
ば
、
ま
た
日
本
に
来
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。
海
外

か
ら
来
る
旅
行
者
も
、
最
初
は
東
京
や
京
都
な
ど
の
都
会
に
行
く

け
ど
、「
次
は
田
舎
に
行
き
た
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

自
分
た
ち
で
田
舎
を
宣
伝
す
る
時
は
、「
多
少
不
便
か
も
し
れ

な
い
け
ど
」
と
正
直
に
言
え
ば
い
い
。「
な
ん
も
ね
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
て
、
立
派
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
。（
談
）

1 巻頭言 観光文化232号 January 2017

自信を持って、田舎の魅力を発信しよう！
山形弁研究家　　ダニエル・カール
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政
府
は
、
近
年
、
地
方
創
生
、
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
、
国
を
挙
げ
た
観
光
推
進
の

た
め
の
政
策
を
掲
げ
、
具
体
的
な
事
業
な

ど
を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
３
月
30
日
に
は
、「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
（
表
１
）」

が
策
定
さ
れ
、
観
光
を
日
本
の
基
幹
産
業

へ
と
成
長
さ
せ
、「
観
光
先
進
国
」
に
挑

戦
し
て
い
く
覚
悟
が
示
さ
れ
た
。

　
「
観
光
が
日
本
経
済
、
地
方
振
興
に
重

要
で
あ
り
、
観
光
政
策
は
、
国
家
政
策
の

中
軸
的
な
総
合
政
策
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」

の
推
進
に
大
き
く
傾
注
す
る
極
め
て
野
心

的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
方
部

に
お
い
て
も
、諸
施
策（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

環
境
整
備
、
受
入
体
制
づ
く
り
な
ど
）
を

講
じ
る
こ
と
で
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に

集
中
す
る
外
国
人
旅
行
者
を
地
方
に
分

散
化
さ
せ
れ
ば
、あ
ま
ね
く
地
域
が
潤
う
」

と
い
う
考
え
方
に
立
脚
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、

地
方
部
で
も
観
光
振
興
、
特
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
推
進
に
よ
る
地
域
振
興
へ
の
期

待
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
実
行
ま
た
は
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
進
め

る
こ
と
に
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
意
義
を

見
い
だ
す
の
か
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
十
分
な
検
証
が

行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

　

特
に
、
過
疎
地
域
や
中
山
間
地
域
と
い

っ
た
、い
わ
ゆ
る「
条
件
不
利
地
域
」で
は
、

人
的
・
資
金
的
リ
ソ
ー
ス
が
限
定
的
で
あ

り
、
効
果
的
な
施
策
に
集
中
投
資
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
当
財
団
で
は
、
地
域
に
お
け

る
観
光
の
意
義
を
再
考
す
る
上
で
の
基
礎

的
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
２
０
１
６

年
（
平
成
28
年
）
10
月
に
全
国
の
市
区
町

村
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
を
行
っ
た（
調

査
概
要
は
７
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
本
調
査
で

表1   明日の日本を支える観光ビジョン

条
件
不
利
地
域
は

イ
ンバ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か1

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
地
域
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

吉
谷
地  

裕

①訪日外国人旅行者数
・2020年：4,000万人
・2030年：6,000万人

②地方部（三大都市圏以外）での外国人延べ宿泊者数
・2020年：7,000万人泊
・2030年：1億3,000万人泊

※訪日外国人旅行＞日本人国内旅行＞日本人海外旅行
※インバウンド重視

＋
2016年は「東北観光復興元年」。2020年までに東北6県の
外国人宿泊者数を2015年の3倍の150万人泊に引き上げる。

地方創生の掛け声のもと、東京一極集中を是正し、地方の人口減少に歯止めをかけ、日本全体の活力向上を目的とした施策が、
日本全国で展開されている。そうした中、地域活性化の手段として観光、その振興に取り組む地域も少なくない。過疎化や高齢
化が顕著な農山村においても、旅行者の価値観の変化などを背景に、農山村の風景や農業、田舎の暮らしそのものを活かした
取り組みが、さらに進展しつつある。また、国内のみならず、海外でも日本の農山村の魅力が注目され、多くの外国人が農山村を
訪れるようになった。本特集は、地方自治体アンケート調査、先進事例へのヒアリング調査などから、農山村が観光に取り組む
意味と効果の検証を試み、農山村の価値を高める方法、その際に留意すべきことなどを考察するものである。
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3 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

は
、
全
国
の
条
件
不
利
地
域
が
、
観
光
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
課
題
や
懸
念
が
あ
る
の
か
を

聞
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結
果
を
読
み

解
き
な
が
ら
、
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

条
件
不
利
地
域
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、「
条
件
不
利
地
域
」
に
焦

点
を
当
て
て
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
明

確
な
定
義
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
国
が
、
地
理
的
条
件

な
ど
が
不
利
な
地
域
を
指
定
し
て
振
興

を
図
る
「
地
域
振
興
立
法
５
法
」
の
指
定

を
受
け
て
い
る
地
域
を「
条
件
不
利
地
域
」

と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
（「
特
定
農
山

村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の

た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

〔
通
称
：
特
定
農
山
村
法
〕」「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」「
山
村
振
興
法
」

「
半
島
振
興
法
」「
離
島
振
興
法
」
の
５
法

を
指
す
）。

　
「
地
域
振
興
立
法
５
法
」
の
適
用
が
あ

る
市
区
町
村
は
、
全
市
区
町
村
（
区
部
は

市
部
と
の
重
複
を
含
む
）の
６
割
に
及
ぶ
。

こ
れ
ら
の
地
域
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

適
用
地
域
の
96
・
５
％
が
人
口
減
少
局
面

に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
１
）。

　

な
お
、「
地
域
振
興
立
法
５
法
」
の
適

用
団
体
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
に

つ
い
て
、
合
併
等
が
行
わ
れ
た
市
区
町
村

は
、
合
併
等
後
の
市
区
町
村
と
し
て
取
り

扱
っ
た
。

諸
課
題
の
重
要
性（
優
先
度
）

　

は
じ
め
に
、
各
市
区
町
村
に
お
け
る
諸

課
題
に
つ
い
て
、
重
要
性
へ
の
認
識
を
幅

広
く
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
行

政
施
策
は
、
地
域
の
諸
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
「
手
段
」
で
あ
り
、
観
光
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

諸
課
題
の
重
要
性
（
図
２
）
を
全
体
傾

向
で
見
る
と
、「
人
口
や
年
齢
構
成
に
関

す
る
課
題
」が
８
割
弱
を
占
め
て
お
り
、「
雇

用
や
税
収
に
関
す
る
課
題
」
が
７
割
弱
と

続
い
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
と
そ
の
他

地
域
で
比
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、

条
件
不
利
地
域
で
は
、
よ
り
重
要
な
課
題

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

課
題
解
決
に
お
け
る

「
観
光
振
興
へ
」の
期
待
の
程
度

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
解
決
に
お
け
る

「
観
光
振
興
」
へ
の
期
待
（
図
３
）
を
見

る
と
、
観
光
振
興
に
よ
る
解
決
が
最
も
期

待
さ
れ
て
い
る
の
は
「
雇
用
や
税
収
に
関

す
る
課
題
」
で
５
割
弱
、「
社
会
イ
ン
フ

ラ
に
関
す
る
課
題
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
関
す
る
課
題
」「
人
口
や
年
齢
構
成
に

関
す
る
課
題
」
が
２
～
３
割
弱
、「
福
祉

や
教
育
に
関
す
る
課
題
」
は
１
割
弱
で
あ

っ
た
。
観
光
を
通
じ
た
経
済
効
果
や
雇
用

効
果
な
ど
へ
の
期
待
が
比
較
的
高
い
一

方
、
最
も
重
要
性
が
高
い
課
題
（
図
２
）

で
あ
る
「
人
口
や
年
齢
構
成
に
関
す
る
課

題
」
へ
の
期
待
は
限
定
的
で
あ
る
と
読
み

取
れ
る
。

　

条
件
不
利
地
域
で
は
、「
雇
用
や
税
収

に
関
す
る
課
題
」
に
お
け
る
期
待
が
よ
り

高
い
が
（
50
・
７
％
）、
人
口
減
少
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
条
件
不
利
地
域
に

お
い
て
も
「
人
口
や
年
齢
構
成
に
関
す
る

図1   人口増減の傾向

図2   諸課題の重要性

■増加　■減少

■高  ■中  ■低  ■無回答
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向
き
、
３
割
強
が
横
ば
い
と
回
答
し
て
お

り
、
お
お
む
ね
横
ば
い
か
ら
上
向
き
の
傾

向
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
条
件
不

利
地
域
で
は
、
現
状
お
よ
び
今
後
の
見
通

し
が
よ
り
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
度

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
度
（
図
６
）

を
見
る
と
、「
重
要
で
あ
る
」が
４
割
強
で
、

「
重
要
で
は
な
い
」
の
１
割
強
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、

よ
り
重
要
度
が
高
く
、
５
割
以
上
が
重
要

で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

な
お
、
全
般
に
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
の
回
答
が
多
く
、
特
に
条
件
不
利
地

域
以
外
で
は
５
割
を
占
め
て
い
る
。

実
施
し
て
い
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
施
策

　

実
施
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
施

策
（
図
７
）
を
見
る
と
、
情
報
発
信
が
５

割
強
と
最
も
多
く
、
次
い
で
受
入
環
境
整

備
が
５
割
弱
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
３
割

強
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、

全
般
に
よ
り
多
く
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て

課
題
」
へ
の
「
観
光
振
興
」
へ
の
期
待
は

「
中
」
が
最
多
で
あ
り
、
必
ず
し
も
高
い

と
は
い
え
な
い
（
図
３
の
条
件
不
利
地
域

の
傾
向
）。

課
題
解
決
に
お
け
る

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」

へ
の
期
待
の
程
度

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」
へ
の
期

待
（
図
４
）
を
見
る
と
「
観
光
振
興
」
と

同
様
に
、「
雇
用
や
税
収
に
関
す
る
課
題
」

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
課
題
」
に
お

け
る
期
待
が
高
い
。
条
件
不
利
地
域
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
よ
り
期
待
が
高

い
傾
向
が
あ
る
。

　

前
項
の
「
観
光
振
興
」
へ
の
期
待
と
比

較
す
る
と
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」

へ
の
期
待
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
景
況
感

　

市
区
町
村
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
景
況
感
（
図
５
）
を
見
る
と
、「
昨
年

と
比
べ
た
今
年
の
現
状
」
で
は
４
割
弱
が

上
向
き
、
３
割
強
が
横
ば
い
、「
今
年
と
比

べ
た
来
年
の
見
通
し
」
で
は
３
割
強
が
上

図6   インバウンド観光の重要度
■重要である  ■どちらとも言えない  ■重要ではない  ■無回答

図5   市区町村におけるインバウンド観光の景況感
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5 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

お
り
、
情
報
発
信
が
６
割
弱
、
受
入
環

境
整
備
が
５
割
強
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
施
策
な
ど
の
具
体
（
Ｆ
Ａ
）
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
整
理
す
る
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

整
備
や
Wi-

Fi
の
整
備
と
い
っ
た
受
入
環

境
整
備
の
他
、
Ａ
Ｇ
Ｔ
訪
問
・
商
談
会
、

展
示
会
参
加
と
い
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
な
ど

の
情
報
発
信
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て

地
域
に
生
じ
て
い
る
好
影
響
や

期
待
さ
れ
る
事
項
の
有
無

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て
地
域

に
生
じ
て
い
る
好
影
響
や
期
待
さ
れ
る
事

項
の
有
無
（
図
８
）
を
見
る
と
、「
あ
る
」

が
４
割
弱
で
「
な
い
」
の
２
割
弱
を
上
回
っ

て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、
よ
り
好

影
響
や
期
待
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
い
。

　

好
影
響
や
期
待
さ
れ
る
事
項
の
具
体

に
つ
い
て
、
回
答
（
Ｆ
Ａ
）
か
ら
キ
ー
ワ

ー
ド
を
整
理
す
る
と
、
地
域
内
消
費
・
経

済
波
及
効
果
の
拡
大
、観
光
産
業
の
振
興
、

地
域
活
性
化
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
地
域
の
認
知
度
向
上
な
ど
が
多
く

挙
げ
ら
れ
た
他
、
少
数
回
答
と
し
て
、
住

民
が
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
、

文
化
交
流
、
国
際
交
流
、
外
国
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
郷
土
文
化
や
祭
り

の
維
持
・
伝
承
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
全
般
に
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
の
回
答
が
多
く
、
特
に
条
件
不
利
地

域
以
外
で
は
５
割
弱
を
占
め
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て

地
域
に
生
じ
て
い
る
課
題
や

懸
念
さ
れ
る
事
項
の
有
無

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て
地
域

に
生
じ
て
い
る
課
題
や
懸
念
さ
れ
る
事
項

の
有
無
（
図
９
）
を
見
る
と
、「
あ
る
」
が

４
割
弱
で
「
な
い
」
の
２
割
弱
を
上
回
っ

て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、
よ
り
課

題
や
懸
念
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
い
。

　

課
題
や
懸
念
さ
れ
る
事
項
の
具
体
に
つ

い
て
、
回
答
（
Ｆ
Ａ
）
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド

を
整
理
す
る
と
、
外
国
人
受
入
体
制
の
弱

さ
（
案
内
板
整
備
、
人
材
育
成
他
）
や
、

経
済
負
担
の
増
加
、
生
活
環
境
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
治
安
な
ど
へ
の
影
響
の
他
、
言

語
・
マ
ナ
ー
・
文
化
の
違
い
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
へ
の
不
安
な
ど
が
多
く
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
少
数
回
答
と
し
て
は
、
宿

泊
施
設
な
ど
の
受
入
格
差
の
拡
大
、
地
域

イ
メ
ー
ジ
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
へ
の
影
響
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、本
項
目
に
お
い
て
も
全
般
に「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
の
回
答
が
多
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
意
向

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
今
後
の
取
り

組
み
意
向
（
図
10
）
を
見
る
と
、「
あ
る
」

が
６
割
弱
で
、「
な
い
」
の
１
割
強
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は

「
あ
る
」
が
７
割
弱
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
地
域
の
４
割
と
の
差
が
見
ら
れ
た
。

調
査
結
果
の
全
体
像
と
考
察

―
―
観
光
推
進
に
経
済
効
果
を
期
待
、

そ
の
他
の
課
題
へ
の
期
待
は
比
較
的
低
い

　

本
調
査
の
結
果
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
と
、

地
域
課
題
の
重
要
性
と
し
て
は
、「
人
口
や

年
齢
構
成
に
関
す
る
課
題
」
が
８
割
弱
を

図７   実施しているインバウンド関連施策
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占
め
る
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
次

い
で
「
雇
用
や
税
収
に
関
す
る
課
題
」
が

７
割
弱
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
観

光
振
興
」
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
へ
の

期
待
は
、
特
に
、「
雇
用
や
税
収
に
関
す

る
課
題
」
に
お
い
て
高
い
一
方
、「
人
口
や

年
齢
構
成
に
関
す
る
課
題
」
や
そ
の
他
の

課
題
に
お
い
て
は
よ
り
限
定
的
で
あ
っ
た
。

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
は
よ
り

経
済
面
に
特
化
し
て
期
待

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」
に
お
い
て

も
同
様
の
傾
向
で
あ
る
が
、「
観
光
振
興
」

へ
の
期
待
と
比
較
す
る
と
そ
の
度
合
い
は

低
い
。

　

好
影
響
や
期
待
さ
れ
る
事
項
は
経
済

面
に
特
化
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
効
果
は

少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

生
じ
て
い
る
課
題
や
懸
念
さ
れ
る
事
項

で
は
、
受
入
体
制
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

さ
や
費
用
負
担

の
増
加
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
他
、
生
活
環

境
へ
の
影
響
や
マ
ナ
ー
・
文
化
の
違
い
に

起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
不
安
材
料
と

な
っ
て
い
た
。

―
―
条
件
不
利
地
域
で
は
観
光
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
効
果
や
期
待
と
と
も
に
、
課

題
や
懸
念
度
合
い
も
高
い

　

条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
好
影
響
や

期
待
さ
れ
る
事
項
・
生
じ
て
い
る
課
題
や

懸
念
さ
れ
る
事
項
は
、
全
体
傾
向
と
類
似

し
て
い
る
が
、
観
光
振
興
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
振
興
へ
の
期
待
が
よ
り
高
い
傾
向

が
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
度
、

効
果
や
期
待
、
課
題
や
懸
念
の
有
無
、
今

後
の
取
り
組
み
意
向
に
つ
い
て
も
、
い
ず

れ
も
そ
の
他
地
域
よ
り
も
「
あ
る
」
と
す

る
回
答
が
多
い
。
特
に
経
済
効
果
や
雇
用

効
果
の
側
面
か
ら
、
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
推
進
に
よ
る
効
果
を
期
待
し
て
お

り
、
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
課
題
感
や
懸
念
も
強
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
受
入
体
制
な
ど
を
整
備

す
る
た
め
に
新
た
な
費
用
負
担
が
課
題

視
さ
れ
て
お
り
、
生
活
環
境
や
景
観
へ
の

影
響
、
マ
ナ
ー
や
言
語
な
ど
の
問
題
も
懸

念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
の
意
義
や

効
果
、
課
題
な
ど
が
見
極
め
切
れ
て
い
な
い

　

注
目
さ
れ
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
重
要
度
、
効
果
や
期
待
、
課
題
や
懸
念

の
有
無
、
今
後
の
取
り
組
み
意
向
に
つ
い

て
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
と
す
る

回
答
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
地
域
が
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
の
効
果
、
課
題
な
ど

に
つ
い
て
十
分
に
見
極
め
き
れ
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

地
域
が
観
光
に
取
り
組
む
意
義
を

改
め
て
問
う
こ
と

　

本
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
観

光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る
地
域
課

題
の
解
決
へ
の
期
待
は
経
済
面
な
ど
限
定

的
で
あ
り
、
万
能
薬
と
も
特
効
薬
と
も
捉

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
全
般
に
お
け
る
「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
や
「
中
」
程
度
と
い
っ
た

回
答
の
多
さ
か
ら
は
、
観
光
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
見
極
め
切
れ
て
い
な

い
現
状
が
浮
か
ぶ
。
本
調
査
で
焦
点
を
当

て
た
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
も
、
そ
の

他
の
地
域
と
比
較
し
て
期
待
・
課
題
共
に

大
き
い
も
の
の
、
概
し
て
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。

昨
今
、
国
を
挙
げ
て
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
振
興
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
を
広
め
、
地
に
足
の
着
い

た
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
が

観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組
む

意
義
（
何
の
た
め
に
取
り
組
む
の
か
、
ど

ん
な
効
果
を
期
待
す
る
の
か
、
何
を
失
い

た
く
な
い（
守
る
べ
き
）か
等
）に
つ
い
て
、

改
め
て
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

よ
し
や
ち　

ゆ
た
か
）

図10   インバウンド観光への今後の取り組み意向

図8  インバウンド観光に関連して地域に生じ
ている好影響や期待される事項の有無
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図9  インバウンド観光に関連して地域に生じ
ている課題や懸念される事項の有無

合計
（n=230）

条件不利地域
（n=142）

その他地域
（n=88）

0％　 20％　  40％　  60％　  80％　  100％

■ある  ■どちらとも言えない  ■ない  ■無回答

37.4

43.0

28.4

44.8

43.7

46.6

17.4

13.4

23.9

0.4

0.0

1.1

38.3

39.4

36.4

45.2

47.9

40.9

15.7

12.7

20.5

0.9

0.0

2.3

57.0

66.9

40.9

31.7 11.3

28.9

36.4 22.7

4.2

02_09_232_特集01.indd   6 2017/01/11   午後1:28



7 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

■調査内容

■回答団体の概要　※全団体の団体数は平成27年国勢調査に基づく（市部と区部は個別に回答を依頼したことから総計は市部と区部が重複する）

市区町村における観光の現状と課題に関する実態調査　実施概要

都道府県 全団体 回答団体 回答率

北海道 189 34 18.0%

青森県 40 4 10.0%

岩手県 33 12 36.4%

秋田県 25 6 24.0%

宮城県 40 5 12.5%

山形県 35 3 8.6%

福島県 59 8 13.6%

茨城県 44 2 4.5%

栃木県 25 5 20.0%

群馬県 35 4 11.4%

埼玉県 73 10 13.7%

千葉県 60 11 18.3%

東京都 63 12 19.0%

神奈川県 61 5 8.2%

山梨県 27 3 11.1%

長野県 77 8 10.4%

新潟県 38 2 5.3%

富山県 15 2 13.3%

石川県 19 1 5.3%

福井県 17 2 11.8%

静岡県 45 8 17.8%

愛知県 70 8 11.4%

岐阜県 42 6 14.3%

三重県 29 3 10.3%

全団体 回答団体 回答率

回答団体数 1,917 230 12.0%

全団体 回答団体 回答率

北海道地方 189 34 18.0%

東北地方 232 38 16.4%

関東地方 361 49 13.6%

中部地方 350 40 11.4%

近畿地方 278 18 6.5%

中国地方 119 8 6.7%

四国地方 95 7 7.4%

九州地方 293 36 12.3%

総計 1,917 230 12.0%

全団体 回答団体 回答率

市部 791 91 11.5%

うち区部 198 5 2.5%

町部 745 112 15.0%

村部 183 22 12.0%

総計 1,917 230 12.0%

地域振興立法5法の適用状況別の回答団体数・回答率
全団体 回答団体 回答率 備考

地域振興立法5法適用無 803 88 11.0%

地域振興立法5法適用有 1,114 142 12.7%

特定農山村地域 641 84 13.1% ※ 1

過疎地域 797 106 13.3% ※ 2

  2 条 1 項適用 616 86 14.0%

33 条 1 項適用 30 3 10.0%

33 条 2 項適用 151 17 11.3%

振興山村 732 89 12.2% ※ 3

半島地域 194 22 11.3% ※ 4

離島地域 112 11 9.8% ※ 5

総計 1,917 230 12.0%

※1 平成19年国土数値情報特定農山村地域　第1.1版より抽出
※2 過疎地域市町村等（平成28年4月1日）より抽出
※3 振興山村（平成28年4月1日現在）より抽出
※4 半島振興対策実施地域（平成25年4月1日現在）より抽出
※5 離島振興対策実施地域（平成27年7月13日現在）より抽出

（※1～5について、市町村合併があったものは、JTBFが独自に市町村合併後の自治体に置換）

調査名 地域の観光に関する実態調査 調査目的 全国市区町村における観光振興への意識（期待、懸念など）を把握する

調査方法

・全国市区町村の観光振興に関する意
識（期待、懸念など）を抽出

※全国市区町村の観光部署担当者に
対し、調査依頼状および調査票を郵
送配布（※ JTBF『旅行年報 2016』に
添付）・郵送回収（平成28年10月7日
発送、11月4日締め切り）

・市区町村の状況（各地域課題の重要
度／地域振興立法 5 法への適用状況
／観光入込数／インバウンド観光の
景況感他）ごとの観光振興への意識

（期待、懸念など）を整理
・市区町村の状況別の観光振興への

意識（期待、懸念など）を分析

調査内容

・
・
・
 

・
・
 

・
 

・
 

・
・

各地域課題の重要度（※ 3 段階　低・中・高）
観光振興による各地域課題解決への期待度（※ 4 段階　期待なし・低・中・高）
インバウンド観光振興による地域課題解決への期待度（※ 4 段階　期待なし・
低・中・高）
インバウンド観光への景況感（※ 3 段階　下向き・横ばい・上向き／分からない）
インバウンド観光の重要度（※ 3 段階　重要ではない・どちらとも言えない・
重要である）
地域に生じている好影響や期待される事項の有無（※ 3 段階　ある・どちら
とも言えない・ない）
地域に生じている課題や懸念される事項の有無（※ 3 段階　ある・どちらと
も言えない・ない）
実施しているインバウンド関連施策（FA）
インバウンド観光への今後の取り組み意向（※ 3 段階　ある・どちらとも言
えない・ない）

都道府県 全団体 回答団体 回答率

滋賀県 19 2 10.5%

京都府 37 3 8.1%

大阪府 74 2 2.7%

兵庫県 50 4 8.0%

奈良県 39 2 5.1%

和歌山県 30 2 6.7%

鳥取県 19 1 5.3%

島根県 19 1 5.3%

岡山県 31 3 9.7%

広島県 31 3 9.7%

山口県 19 0 0.0%

香川県 17 4 23.5%

愛媛県 20 3 15.0%

徳島県 24 0 0.0%

高知県 34 0 0.0%

福岡県 74 8 10.8%

佐賀県 20 2 10.0%

長崎県 21 2 9.5%

熊本県 50 7 14.0%

大分県 18 2 11.1%

宮崎県 26 3 11.5%

鹿児島県 43 5 11.6%

沖縄県 41 7 17.1%

総計 1,917 230 12.0%

ど
う
か
に
つ
い
て
、
見
極
め
切
れ
て
い
な

い
現
状
が
浮
か
ぶ
。
本
調
査
で
焦
点
を
当

て
た
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
も
、
そ
の

他
の
地
域
と
比
較
し
て
期
待
・
課
題
共
に

大
き
い
も
の
の
、
概
し
て
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。

昨
今
、
国
を
挙
げ
て
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
振
興
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
を
広
め
、
地
に
足
の
着
い

た
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
が

観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組
む

意
義
（
何
の
た
め
に
取
り
組
む
の
か
、
ど

ん
な
効
果
を
期
待
す
る
の
か
、
何
を
失
い

た
く
な
い（
守
る
べ
き
）か
等
）に
つ
い
て
、

改
め
て
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

よ
し
や
ち　

ゆ
た
か
）

市区町村別の回答団体数・回答率

地方別の回答団体数・回答率

全体の回答団体数・回答率 都道府県別の回答団体数・回答率
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●
佐
々
木
文
明
氏
（
藤
里
町
町
長
）

　

藤
里
町
が
観
光
や
交
流
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）

に
秋
田
市
内
で
開
催
さ
れ
た
秋
田
県
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
全
県
の
市
町
村
か
ら
関
係
者
が
集
ま

り
、
全
国
の
先
進
事
例
を
参
考
に
内
発
型
の
産

業
づ
く
り
と
誘
客
に
取
り
組
む
方
針
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
１
９
９
０
年
代
に
か
け
て
は
、
町
の

事
業
課
、
さ
ら
に
は
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）

か
ら
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の（
株
）藤
里
開
発
公
社

を
中
心
と
し
て
羊
肉
を
中
心
と
し
た
畜
産
事
業

や
ワ
イ
ン
づ
く
り
、
ま
い
た
け
作
り
、
温
泉
開

発
な
ど
の
観
光
開
発
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に
白
神
山
地

が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か

け
て
は
地
域
の
自
然
や
食
の
資
源
を
活
用
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藤
里
町
で
は
町
民
自
ら
が
観

光
事
業
に
携
わ
る
「
株
式
会
社
藤
里
町
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
政
主
導
で
内

発
的
な
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
き

ま
し
た
。
た
だ
今
思
う
と
、
そ
こ
に
や
や
偏
り

す
ぎ
て
い
た
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

も
っ
と
地
域
外
か
ら
の
活
力
導
入
、
具
体
的
に

は
企
業
誘
致
な
ど
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
と
人
口
維
持
は
同

列
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
人
口
を
維
持
す
る

の
は
難
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
「
土
着
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
も
言
え

る
よ
う
な
、
仕
事
を
持
っ
て
移
住
し
て
来
て
く

れ
る
人
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
外
か
ら
移
住
し
た
人
の
多
く
か
ら
藤

里
町
は
住
み
や
す
い
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
町
内
の
全
戸
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
も
敷
設
済
み
で
す
。
さ
ら
に
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
が
全
線
開
通
さ
れ
れ
ば

交
通
の
利
便
性
も
大
き
く
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
中
で
ガ
イ
ド
、
土
産
品
製
造
、
宿
泊
業

と
い
っ
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
産
業
が
活
性

化
す
れ
ば
、
他
の
地
域
か
ら
若
者
も
移
住
し
よ

う
と
考
え
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
（
談
）。

●
中
川
ツ
ヨ
氏
（
く
ま
げ
ら
の
会
）

●
小
林
幸
一
氏
（
同
）

　

も
と
も
と
町
内
の
空
き
古
民
家
を
活
用
し

て
、
田
舎
料
理
を
出
す
農
家
民
宿
が
で
き
な
い

か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
当
時
町
の
職
員
で
あ

っ
た
佐
々
木
町
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に

は
建
物
の
所
有
者
と
条
件
で
折
り
合
い
が
付
か

ず
断
念
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
廃
校
を
利
用

し
た
宿
泊
拠
点
と
し
て
「
い
や
し
の
宿
清
流
荘
」

が
町
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
そ
こ
を
拠
点
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
前
に
も
、
東
北
産
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー（
現　

東
北
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
で
農
協
の
婦
人

部
や
地
元
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
３
年
間
ほ
ど

研
修
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
事
業
が

始
ま
っ
た
時
点
で
は
自
分
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど

積
極
的
に
取
り
組
む
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
３
年
間
の
事
業
の
中
で
参
加
す
る

仲
間
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
最
後
ま
で
参
加
し
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
理
由
は
ひ
と
え
に
お
客
さ
ん
の
反
応
が

嬉
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち

が
普
段
食
べ
て
い
る
も
の
を
提
供
し
て
お
客
さ

ん
が
こ
れ
だ
け
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
う
少
し
や
っ
て
み
て
も
良
い
な
、
と
い
う
感

覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
事
業
で
儲
け
る
と
い
う
こ

と
は
そ
れ
ほ
ど
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

も
そ
も
大
き
く
儲
け
ら
れ
る
事
業
で
は
な
く
、

現
在
の
収
支
は
受
け
入
れ
る
回
ご
と
に
赤
字
に

な
っ
た
り
黒
字
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
年
間
を

通
す
と
収
支
ト
ン
ト
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
課
題
は
活
動
を
引
き
継
い
で
く
れ
る

後
継
者
の
問
題
で
す
。
現
在
実
質
的
に
活
動
し

て
い
る
会
の
メ
ン
バ
ー
は
５
人
ほ
ど
、
高
齢
化

も
進
み
体
力
的
に
も
き
つ
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
実
際
、
今
年
の
夏
に
は
受
入
の
希
望
が
連

続
し
、
や
む
な
く
断
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
が
も
っ
と
多
け
れ
ば
、
予
約

な
し
で
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
も
や
っ
て
み
た
い
と
は
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。（
談
）

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

菅
野
正
洋

総面積 282.13k㎡

人口 3,508人（2016年11月現在）

産業別
就業者数

製造業（300人）、医療・福祉（231人）、
卸売業・小売業（196人）、農業（199
人）、建設業（194人）など

主な
アクセス
方法

飛行機 •大館能代空港～車で30分
•秋田空港～車で1時間半

JR •JR二ツ井駅～路線バスで
30分

自動車

•二ツ井白神IC～国道7号
線・県道317号線を経由し
25分

•大館南IC～国道7号線・県
道317号線を経由し60分

観光資源

•白神山地世界遺産センター、岳岱自然観
察教育林、小岳、藤里駒ケ岳、田苗代湿
原、峨瓏大滝親水公園などの自然体験

•湯元 和みの湯、「白神の恵」体験
工房、清水岱里山林体験交流施設な
どの観光施設

観光客数 61,204人（2015年度）

資料：平成22年国勢調査結果、秋田県観光統計および藤里町ウェブサイトなど

図　秋田県藤里町の概要

青森

盛岡

釜石自動車道

八戸自動車道

N

東北自動車道

秋田自動車道

秋田

日本海東北自動車道

藤里町藤里町

地
域
か
ら
の
声
1
秋
田
県
藤
里
町
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9 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

総面積 299.43k㎡

人口 17,195人（2016年11月現在）

産業別
就業者数

農業（1,795人）、卸売業・小売業（1,215人）、製造業
（1,107人）、医療・福祉（1,024人）、建設業（959人）など

主な
アクセス
方法

飛行機

•羽田空港～松山空港　約1時間20分、伊丹
空港～松山空港　約50分
•松山空港～内子インター口[シャトルバス]
約50分

JR
•東京駅～岡山駅　約3時間20分、新大阪駅
～岡山駅　約45分
•岡山駅～松山駅　約2時間40分

高速バス

•東京駅～松山駅[ドリーム高松・松山号]
約12時間20分

•新宿駅～内子[オレンジライナーえひめ]
約13時間

•大阪駅～松山駅[松山エクスプレス大阪号]
約5時間50分

•大阪（梅田）～内子[オレンジライナーえひ
め]約6時間

観光資源

•木蝋資料館 上芳我邸、文化交流ヴィラ高橋邸、道の駅
内子フレッシュパークからり、商いと暮らし博物館、本芳
我家住宅、大村家住宅、内子座などの内子町中心エリア
•泉谷の棚田、屋根付き橋、石畳清流園などの美しい村の風景
•五十崎凧博物館、大洲和紙などの伝統文化
•小田深山渓谷、桜めぐりなどの美しい自然

観光客数 110万人（2013年度）
資料：平成22年国勢調査結果、第2期内子町総合計画および内子町ウェブサイトなど

図　愛媛県内子町の概要

高知

高松

徳島

松山

徳島自動車道

松山自動車道

高知自動車道

高松自動車道

内子町内子町

N

●
中
岡
紀
子
氏

　（
内
子
町
役
場  

町
並
・
地
域
振
興
課  

主
幹
）

　

今
の
内
子
町
に
お
い
て
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
と
い
っ
た
課
題
に
対

し
て
観
光
、
ひ
い
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
は

そ
れ
ら
の
課
題
に
直
接
的
に
は
影
響
、
あ
る
い

は
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
愛
媛
県
内
の
一
大
宿
泊
拠
点
で
あ
る

道
後
温
泉
か
ら
Ｊ
Ｒ
特
急
で
25
分
と
い
う
立
地

を
活
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
帰
り
観
光
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
確
か

に
飲
食
店
は
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
限

定
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
が
地
域
に
来
訪
す
る
事

で
地
域
住
民
に
誇
り
や
自
信
と
い
っ
た
も
の
が

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
商
業
の
生な

り
わ
い業

と
は
直
結
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
た
だ
そ
の
中
で
も

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
を
重
要
施
策
と
し
て
捉
え

て
今
後
も
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
る
の
は
、

そ
れ
で
も
何
か
し
ら
手
を
打
っ
て
お
か
な
い
と

地
域
の
将
来
が
な
い
と
い
う
危
機
感
を
背
景
と

し
た
一
種
の
「
投
資
」
だ
か
ら
で
す
。

　

実
感
と
し
て
内
子
町
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
は
増
え
て
い
る
と
は
感
じ
ま
す
し
、
事
業
者

か
ら
も
そ
の
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の

「
投
資
」
を
行
う
の
は
行
政
で
あ
り
、
実
際
に

は
民
間
の
事
業
者
自
身
で
す
の
で
、
今
後
の
地

方
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
が
不
確
実

な
中
で
は
、「
必
ず
儲
か
る
か
ら
積
極
的
に
や
り

ま
し
ょ
う
」
と
断
定
的
に
な
れ
な
い
の
も
事
実

で
す
。

　

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
の
方
向
性
と
し

て
は
、
単
に
人
数
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

古
民
家
を
活
用
し
た
滞
在
型
で
、
１
人
当
た
り

の
消
費
単
価
が
大
き
い
富
裕
層
を
お
招
き
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
（
談
）。

●
山
本
真
二
氏

　（
内
子
町
役
場  

産
業
振
興
課  

課
長
）

　

全
国
的
に
見
て
農
産
物
の
直
売
所
の
数
は
こ

こ
７
～
８
年
で
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け
て
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」
全
体
の
売
り
上
げ

は
数
年
前
に
は
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後

経
営
努
力
に
よ
り
持
ち
直
し
、
前
年
度
は
創
業

以
来
最
高
の
７
億
６
０
０
０
万
円
を
達
成
し
ま

し
た
。
愛
媛
県
の
中
で
も
10
位
以
内
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　
「
か
ら
り
」
内
の
直
売
所
単
体
の
売
り
上
げ

は
約
４
億
円
で
、
出
荷
す
る
農
家
１
戸
当
た
り

で
見
る
と
約
１
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

農
家
も
複
数
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
農
家
数
が
減
少
し
平
均

年
齢
も
上
昇
し
て
い
る
（
約
67
歳
）
の
は
事
実

で
す
。
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
主
な
要
因
で

あ
り
、
行
政
も
Ｉ
タ
ー
ン
で
就
農
を
希
望
す
る

人
に
支
援
を
行
う
な
ど
、
何
と
か
農
家
の
数
を

維
持
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
の
出
荷
者
で
組
織
さ
れ
る
「
か
ら
り

直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会
」
の
初
代
会
長
で

あ
り
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
な
っ
た
野
田
文
子

氏
は
既
に
70
歳
に
近
く
な
り
、
名
誉
会
長
の
役

に
退
き
ま
し
た
が
、
現
在
も
加
工
品
の
製
造
販

売
に
取
り
組
む
な
ど
、
一
生
産
者
と
し
て
精
力

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
協
議
会
の
会
長
も
同
じ
く
女
性
で
す

し
、
協
議
会
の
構
成
員
も
７
割
が
女
性
で
、
地
域

の
農
家
の
女
性
の
活
躍
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
年
ほ
ど
前
に
地
域
の
農
家
に
対
し
て
「
中

山
間
地
域
の
将
来
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
時
で
７
割
が
「
や

り
方
に
よ
っ
て
は
明
る
い
」
と
答
え
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
比
率
は
現
在
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
野
田

氏
を
初
め
と
し
た
成
功
事
例
が
身
近
に
あ
る
た

め
、
後
か
ら
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
い
う
人
に

と
っ
て
は
目
指
す
べ
き
目
標
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
談
）

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

菅
野
正
洋

地
域
か
ら
の
声
2
愛
媛
県
内
子
町
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前
任
の
弘
前
大
学
に
お
い
て
、
青
森
県

津
軽
地
域
の
過
疎
山
村
の
研
究
を
進
め
、

都
市
と
農
山
漁
村
、
さ
ら
に
は
首
都
圏
と

津
軽
の
交
流
を
目
指
し
て
「
津
軽
学
」
の

運
動
に
加
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
首
都
大
学

東
京
准
教
授
の
山
下
祐
介
氏
に
、
農
山

村
の
魅
力
、
地
方
と
中
央
、
農
村
と
都

市
と
の
関
係
性
、
観
光
開
発
の
課
題
、
交

流
観
光
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
寄

稿
い
た
だ
い
た
。

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
は

儲
か
ら
な
い

　

平
成
26
年
秋
に
始
ま
っ
た
地
方
創
生

（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
）。
28
年
度

に
は
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
鍛
え
る
べ
く

そ
の
本
格
施
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
な
か

で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
が
観

光
だ
。

　

だ
が
、
観
光
は
地
方
に
と
っ
て
本
当
に

稼
げ
る
普
遍
的
な
手
段
な
の
だ
ろ
う
か
。

観
光
振
興
は
地
方
を
救
う
も
の
な
の
か
。

　

た
し
か
に
観
光
客
が
一
人
で
も
増
え
れ

ば
、
そ
の
ぶ
ん
地
方
に
落
ち
る
お
金
の
量

が
増
え
、
経
済
は
潤
う
。
し
か
し
、
例
え

ば
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
考
え

た
と
き
、
観
光
振
興
は
地
域
が
率
先
し
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
な
の
か
は
疑
問
に
思

え
る
。

　

あ
る
地
域
で
お
母
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
が
、
埋
も
れ
た
郷
土
料
理
に
付
加
価
値

を
付
け
、
絶
品
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た

と
し
よ
う
。そ
れ
が
地
域
で
評
判
に
な
り
、

ロ
ー
カ
ル
放
送
を
経
て
全
国
放
送
で
紹
介

さ
れ
た
。
そ
れ
を
見
て
、
次
の
休
暇
の
家

観
光
振
興
は
地
方
を
救
う
か

―
―
交
流
か
ら
始
ま
る
観
光
と
こ
の
国
の
ち
か
ら

族
旅
行
先
に
悩
ん
で
い
た
東
京
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
Ａ
氏
が
行
き
先
を
そ
こ
に
決
め
た

と
す
る
。

　

た
し
か
に
Ａ
氏
の
家
族
が
そ
こ
に
旅
行

し
、
そ
の
料
理
を
味
わ
っ
た
こ
と
で
、
家

族
４
人
、
１
食
７
５
０
円
と
し
て
計

３
０
０
０
円
が
そ
の
地
域
に
落
ち
た
。
お

母
さ
ん
た
ち
は
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た

こ
と
を
喜
び
、
お
客
さ
ん
も
思
っ
た
以
上

の
料
理
と
お
も
て
な
し
に
感
激
、「
来
年

も
ま
た
来
る
」
と
次
の
販
路
が
開
拓
さ
れ

て
、
人
々
の
交
流
が
始
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、

た
し
か
に
こ
こ
に
悪
い
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。
だ
が
、
私
に
は
ど
う
も
次
の
こ
と

が
引
っ
か
か
る
。

　

こ
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
稼
ぎ
３
０
０
０

円
に
対
し
、
Ａ
氏
一
家
が
東
京
か
ら
こ
の

地
に
来
る
ま
で
の
交
通
費
、
そ
の
日
の
宿

泊
代
、
さ
ら
に
は
そ
の
間
の
、
例
え
ば
朝
、

新
幹
線
に
乗
る
と
き
に
駅
で
購
入
し
た
飲

み
物
や
弁
当
代
、
帰
り
の
駅
の
土
産
物
屋

で
購
入
し
た
土
産
の
品
々
の
代
金
な
ど
を

考
え
る
と
、
こ
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
努
力

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
Ａ
氏
ら
は
こ
れ
ら

の
お
金
を
落
と
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
入
っ
た
金
額
は

微
々
た
る
も
の
だ
。
報
道
し
た
メ
デ
ィ
ア

も
一
見
、
観
光
客
を
善
意
で
つ
な
い
だ
よ

う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ス
ポ
ン

サ
ー
か
ら
制
作
費
を
も
ら
っ
て
い
る
。
む

し
ろ
こ
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
お
か
げ
で
番

組
が
で
き
た
と
さ
え
い
え
よ
う
。
要
す
る

に
言
い
た
い
こ
と
は
こ
う
だ
。

　

観
光
開
発
は
た
し
か
に
経
済
を
潤
す
。

だ
が
そ
こ
で
生
じ
た
利
益
の
多
く
は
、
必

ず
し
も
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
た
人
に
で

は
な
く
、
観
光
の
基
盤
を
な
す
、
交
通
会

社
や
旅
行
会
社
、
要
す
る
に
観
光
イ
ン
フ

ラ
事
業
者
に
落
ち
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
は
基
本
的

に
は
儲
か
ら
な
い
、
儲
か
っ
て
も
そ
ん
な

に
大
き
な
金
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
生

じ
た
経
済
の
ほ
と
ん
ど
は
外
に
と
ら
れ
て

し
ま
う
。
な
ら
ば
地
方
は
こ
れ
以
上
観
光

開
発
は
す
る
な
、と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

2

首
都
大
学
東
京
　
准
教
授
　

山
下  

祐
介
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商
業
観
光
で
は
な
く

交
流
観
光
を

　

そ
も
そ
も
観
光
と
は
何
か
。
何
の
た
め

の
観
光
振
興
な
の
か
。
こ
の
と
こ
ろ
の
地

方
創
生
で
は
や
た
ら
と
「
稼
ぐ
」
が
強
調

さ
れ
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
観
光
は「
稼
ぐ
」

た
め
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

観
光
は
楽
し
む
も
の
だ
。
旅
行
者
が
楽

し
み
、
ま
た
受
け
入
れ
る
側
も
楽
し
む
こ

と
が
基
本
だ
。
な
ぜ
な
ら
観
光
は
、
産
業

で
あ
る
前
に
交
流
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

交
流
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

楽
し
ん
だ
結
果
、
経
済
も
ま
た
潤
う
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
は
あ
く

ま
で
楽
し
む
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
観

光
本
来
の
姿
を
忘
れ
、
お
金
を
落
と
す
相

手
と
し
て
だ
け
観
光
客
を
と
ら
え
は
じ
め

た
ら
、
そ
の
と
た
ん
に
そ
の
観
光
は
衰
退

す
る
だ
ろ
う
。
誰
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は

行
き
た
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
周
到
に
実
利
を
企
ん
で
観
光

を
企
画
す
る
こ
と
は
可
能
だ
し
、
そ
う
し

た
成
功
事
例
も
あ
る
。
だ
が
地
方
創
生
で

や
る
べ
き
は
、
そ
う
し
た
商
業
観
光
で
は

な
い
は
ず
だ
。
地
方
と
中
央
の
、
農
村
と

都
市
の
交
流
観
光
こ
そ
を
目
指
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
い
や
、
そ
れ
で
も
観
光
で

そ
の
地
域
に
着
実
に
お
金
が
落
ち
る
の
な

ら
ま
だ
良
い
の
だ
。
今
見
た
よ
う
に
、
お

金
が
欲
し
く
て
人
を
呼
ん
で
も
、
そ
の
お

金
は
地
方
に
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
な
い
。
旅

行
者
が
投
資
し
た
お
金
の
ほ
と
ん
ど
は
他

所
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
で
も
な
お
観
光
が
大
切
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
楽
し
み
、
喜
び
が
、
こ
の
国
に

と
っ
て
、
あ
る
い
は
地
方
や
地
域
に
と
っ

て
必
要
だ
か
ら
だ
。「
訪
れ
て
み
た
い
場

所
が
あ
る
」
―
―
こ
れ
が
都
会
の
人
々
の

生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。
逆
に
「
こ
の
地

域
は
訪
れ
る
価
値
の
あ
る
場
所
だ
」
が
、

そ
の
地
域
に
と
っ
て
の
誇
り
に
な
り
、
活

力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
。
そ
し
て
今

の
日
本
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
こ
の
国

が
今
、
楽
し
い
国
で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
。

私
た
ち
が
取
り
戻
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
は
楽
し
む
こ
と
だ
。
そ
の
意
味
で
観
光

振
興
は
必
要
だ
し
、
進
め
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

バ
ラ
ン
ス
を
損
ね
れ
ば

観
光
は
力
を
失
う

　

要
す
る
に
ど
う
も
、
今
回
の
地
方
創
生

に
始
ま
る
稼
ぐ
た
め
の
観
光
開
発
は
、
こ

う
し
た
観
光
の
本
質
を
見
失
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
必
要
な
の
は
こ
う
い
う
こ
と

だ
。
観
光
イ
ン
フ
ラ
産
業
と
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
は
、
観
光
の
両
輪
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
回
の
地
方
創
生
が
目
指
す
観

光
が
、
中
央
か
ら
地
方
へ
、
都
市
か
ら
農

山
漁
村
へ
と
向
か
う
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

一
般
に
イ
ン
フ
ラ
は
中
央
が
、
コ
ン
テ
ン

ツ
は
地
方
が
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

問
題
は
、
こ
の
二
つ
の
関
係
が
ど
う
も

対
等
で
な
い
こ
と
だ
。
地
方
が
中
央
に
追

い
立
て
ら
れ
て
や
ら
さ
れ
て
い
る
図
式
な

の
で
あ
る
。
冒
頭
に
、
地
方
創
生
で
期
待

さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
が
観
光
だ
と
書

い
た
が
、
実
態
は
ど
う
も
違
う
。
地
方
に

は
儲
け
は
少
な
い
の
に
、
中
央
に
煽
ら
れ

競
争
さ
せ
ら
れ
て
い
る
感
じ
な
の
で
、
地

方
に
は
本
当
の
や
る
気
が
出
て
こ
な
い
。

こ
の
こ
と
で
現
場
は
と
て
も
ギ
ク
シ
ャ
ク

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

交
流
観
光
は
、
中
央
と
地
方
の
、
都
市

と
村
落
の
お
互
い
の
適
切
な
交
流
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
調

整
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
そ

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

　
一
つ
は
観
光
業
界
全
体
の
経
済
の
調
整

で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
に
は
ど
う

し
た
っ
て
一
定
の
努
力
が
必
要
だ
し
資
金

も
い
る
。
今
や
外
国
人
も
増
え
、
日
本
人

の
目
も
肥
え
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

も
の
で
は
人
々
は
満
足
し
な
く
な
っ
て
い

る
。
豊
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
だ
。
そ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
の
負
担
を
全
て
地

域
の
人
々
や
自
治
体
に
ゆ
だ
ね
、
し
か
も

そ
れ
を
中
央
で
は
「
ち
ゃ
ん
と
作
れ
な
い

な
ら
、
こ
ち
ら
は
手
を
引
き
ま
す
よ
」
と

い
わ
ん
ば
か
り
の
歪
ん
だ
関
係
に
な
り
つ

つ
は
な
い
か
。
中
央
と
地
方
が
対
等
の
関

係
に
戻
り
、
地
方
の
観
光
文
化
醸
成
が

着
実
に
成
り
立
つ
よ
う
な
お
金
の
巡
り
を

し
っ
か
り
と
確
立
し
て
、
持
続
可
能
な
観

光
業
界
へ
と
体
制
を
改
め
る
こ
と
が
必
要

だ
。
今
の
ま
ま
で
は
観
光
業
界
は
地
方
を

搾
取
し
、
あ
と
は
抜
け
殻
だ
け
が
残
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
業
界
そ
の
も
の
が

持
続
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
が
大
切
な

こ
と
の
も
う
一
つ
は
、
都
市
住
民
の
暮
ら

し
の
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
首
都
圏
・
大

都
市
圏
の
中
・
低
所
得
者
層
に
、
も
っ
と
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経
済
活
動
以
外
の
自
由
な
時
間
を
与
え

る
べ
き
だ
。
国
民
に
余
裕
を
持
っ
て
休
ん

で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
観
光
産
業
は
成
り

立
た
な
い
。
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
も
、
そ

の
消
費
も
、
も
っ
と
多
く
の
国
民
の
参
加

が
必
要
だ
。
外
国
人
を
呼
ぶ
前
に
、
自
国

民
の
需
要
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
、
観
光
地

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
先
、
生
き
残
れ
ま
い
。

　

中
央
と
地
方
、
都
市
と
農
村
、
そ
し
て

経
済
と
暮
ら
し
、
カ
ネ
と
時
間
の
バ
ラ
ン

ス
が
あ
ま
り
に
も
生
産
一
辺
倒
に
偏
っ
て

し
ま
っ
た
の
が
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱

え
る
問
題
の
原
点
で
あ
る
。
今
必
要
な
の

は
こ
れ
以
上
切
り
詰
め
る
の
は
や
め
る
こ

と
、
適
切
な
余
裕
を
確
保
す
る
こ
と
だ
。

　

観
光
文
化
は
余
裕
か
ら
生
ま
れ
る
。
そ

し
て
余
裕
が
つ
く
る
交
流
が
新
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
や
発
見
を
生
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
育
む
の
で
あ
る
。
今
、
観
光
が
稼
ぐ

産
業
へ
と
転
換
を
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

だ
が
そ
う
し
た
転
換
は
、
こ
の
国
そ
の
も

の
の
衰
退
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
私
は
こ

う
し
た
転
換
に
危
機
感
を
覚
え
る
。
そ
の

抵
抗
が
、
私
に
と
っ
て
は
こ
の
10
年
来
の

津
軽
学
や
白
神
学
の
運
動
だ
っ
た
。
本
稿

で
は
そ
の
紹
介
を
し
て
み
た
い
と
筆
を
と

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
論
理
ば
か
り
書
い
て

紙
面
に
全
く
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
少
し
ば
か
り
ふ
れ
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

津
軽
学
・
白
神
学
の
試
み

　

私
は
前
任
の
弘
前
大
学
着
任
以
来
、

社
会
学
の
立
場
か
ら
、
青
森
県
津
軽
地

域
の
過
疎
山
村
の
研
究
を
進
め
、
そ
こ
か

ら
津
軽
の
農
村
、
漁
村
、
そ
し
て
都
市
を

め
ぐ
る
近
代
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解
き

ほ
ぐ
す
分
析
を
行
っ
て
き
た
（『
津
軽
、

近
代
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
御
茶
の
水
書

房
）。
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え

て
、
都
市
と
農
山
漁
村
、
さ
ら
に
は
首
都

圏
と
津
軽
の
交
流
を
目
指
し
て
津
軽
学
の

運
動
（『
津
軽
学
』
津
軽
に
学
ぶ
会
、
第

10
号
ま
で
、
以
後
続
刊
）
に
加
わ
っ
て
き

た
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い
至
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
山
村
に
つ
い
て
。
都
会
の
人
々

は
、
山
間
部
に
展
開
す
る
村
落
を
、
平
地

の
人
々
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
奥
地
に
入

り
、
定
着
し
た
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
る
。

山
村
民
は
貧
し
く
、
愚
か
だ
と
さ
え
感
じ

て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
が
今
回
の
地
方
創

生
が
変
な
方
向
に
向
か
う
下
地
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
実
は
、
ど
ん
な
山
間
部
に
も

古
く
か
ら
の
私
た
ち
の
祖
先
の
足
跡
は
あ

り
、
山
村
は
生
き
る
の
に
便
利
で
豊
か
な

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
山
と
川
、
海
の
接
点

に
し
ば
し
ば
古
い
遺
跡
は
点
在
し
て
い

る
。
平
野
部
に
広
が
る
水
田
や
都
市
な
ど

は
、
ず
っ
と
あ
と
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も

の
に
す
ぎ
な
い
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た
古
い
村
に
は
様
々
な

生
活
文
化
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

根
付
く
心
性
に
は
日
本
人
の
暮
ら
し
の
あ

り
方
の
原
点
が
潜
ん
で
い
る
。
私
が
と
く

に
親
し
ん
だ
津
軽
の
山
村
に
は
、
黒
石
市

山
形
地
区
の
大
川
原
（
火
流
し
で
有
名
）、

弘
前
市
相
馬
地
区
の
沢
田
（
ろ
う
そ
く
祭

り
で
有
名
）、
鰺
ヶ
沢
町
赤
石
地
区
の
深

谷
（
住
民
参
加
型
バ
ス
で
有
名
）
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
域
に
行
っ
て
見
え

て
く
る
津
軽
の
風
景
―
―
岩
木
山
と
岩

木
川
、
八
甲
田
山
、
梵
珠
山
、
津
軽
平
野

と
津
軽
半
島
―
―
は
、
日
本
人
の
暮
ら

し
と
は
何
か
を
根
本
か
ら
考
え
直
さ
せ
る

も
の
だ
。

　

そ
し
て
私
は
な
か
で
も
白
神
山
地
に
つ

い
て
「
白
神
学
」
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
の

内
容
を
深
め
て
き
た
（『
白
神
学
』
ブ
ナ

の
里
白
神
公
社
、
現
在
全
３
巻
）。
と
も

す
る
と
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
、「
自
然
」

の
側
面
の
み
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
白
神

山
地
だ
が
、
岩
木
川
を
通
じ
て
城
下
町
・

弘
前
と
の
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、山
の
木
、

鉱
物
、
そ
し
て
採
集
物
や
獲
物
た
ち
は
、

『白神学』『津軽学』表紙
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白神学ツアー

弘
前
藩
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
山
の
民
に

ア
ク
セ
ス
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
菅
江
真

澄
、
平
尾
魯
仙
、
森
山
泰
太
郎
ら
国
学
・

民
俗
学
者
に
よ
る
白
神
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
、
山
村
と
都
市
、
そ
し
て
こ
の
国

の
成
り
立
ち
さ
え
深
く
考
え
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
私
は
こ
の
先
達
の
成
果
を
活
用

し
て
、
さ
ら
に
歴
史
学
や
地
理
学
な
ど
の

知
見
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
白
神
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
更
新
に
つ
と
め
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
た
だ
モ
ノ
を
書
く
だ
け
で
な

く
、
白
神
学
ツ
ア
ー
を
実
際
に
企
画
し
、

ま
た
東
京
で
も
東
京
白
神
塾
を
開
催
し

て
み
た
の
で
あ
る
。
や
っ
て
み
る
と
人
々

の
反
応
は
非
常
に
強
く
、
こ
う
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
用
い
た
観
光
に
は
多
く
の
期
待

が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本

当
の
こ
と
、
本
物
に
つ
い
て
知
り
た
が
っ

て
い
る
人
が
、
い
か
に
多
い
こ
と
か
。

　

私
は
こ
れ
を
も
っ
と
続
け
た
い
と
思
っ

た
の
だ
が
、
も
う
一
つ
よ
く
分
か
っ
た
こ

と
は
、
こ
う
し
た
真
面
目
な
ツ
ア
ー
は
人

員
を
切
り
詰
め
る
必
要
が
あ
り
、
持
ち
出

し
が
多
く
、
負
担
も
大
き
い
の
で
素
人
が

続
け
る
の
は
無
理
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
後
は
ご
く
身
内
の
人
と
細
々
と

続
け
て
い
る
が
、
や
は
り
残
念
に
思
う
の

は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

　

私
自
身
が
都
会
生
ま
れ
の
都
会
育
ち
。

17
年
の
弘
前
で
の
暮
ら
し
を
経
て
、
首
都

圏
の
暮
ら
し
を
今
あ
ら
た
め
て
体
験
し
て

思
う
の
は
、
都
会
の
人
々
―
―
と
く
に
若

い
人
や
子
ど
も
た
ち
―
―
は
も
っ
と
地
方

へ
、
農
山
漁
村
へ
、
そ
し
て
山
や
海
へ
行

か
な
く
て
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ

れ
も
た
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
自
分
が
ど
う
や
っ
て
生
き

て
い
る
の
か
を
、
観
光
を
通
じ
て
も
っ
と

間
近
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
こ
の
列
島
の
山
川
海
の
自
然

で
暮
ら
し
を
成
り
立
た
せ
て
お
り
、
し
か

も
何
千
年
も
の
文
化
と
歴
史
の
蓄
積
が

あ
っ
て
そ
れ
が
可
能
な
の
で
あ
っ
た
。
会

社
に
雇
わ
れ
、
給
料
を
も
ら
っ
て
暮
ら
し

て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

は
山
が
あ
り
、
森
が
あ
っ
て
、
水
が
流
れ
、

大
地
を
潤
し
、
そ
こ
に
農
が
育
ま
れ
、
漁

が
挑
ま
れ
、
採
集
や
収
穫
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
基
礎
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
村
が

で
き
、
町
が
で
き
、
都
市
が
生
ま
れ
て
、

国
家
も
経
済
も
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
地
方
に
は
、
そ
う
し
た
も
の
が
十
分

に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
大
都
市
に
暮
ら
し
て
い

る
と
そ
れ
が
全
く
見
え
な
い
。
そ
の
こ
と

が
偏
狭
な
認
識
を
生
ん
で
、
こ
の
国
の
政

策
を
お
か
し
な
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
し

て
そ
も
そ
も
こ
の
国
の
経
済
成
長
が
ス
ト

ッ
プ
し
、
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
く
な
っ

て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
認
識
の
狭
隘
さ

が
原
因
な
の
だ
。

　

観
光
―
―
と
く
に
交
流
観
光
―
―
は
、

こ
う
し
た
隘
路
か
ら
こ
の
国
が
抜
け
出
る

た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
で
あ

る
。
私
た
ち
は
も
っ
と
知
ら
な
い
地
域
に

つ
い
て
学
び
、
楽
し
み
、
互
い
に
理
解
し

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
交
流

し
、
楽
し
む
中
か
ら
、
こ
の
国
の
さ
ら
な

る
成
長
の
芽
も
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
だ
。

そ
う
し
た
本
当
の
観
光
は
ど
う
し
た
ら
可

能
な
の
か
。
私
も
も
う
少
し
抵
抗
を
続
け

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
や
ま
し
た　

ゆ
う
す
け
）

註
）こ
こ
で
行
っ
た
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
地

方
消
滅
の
罠
』（
ち
く
ま
新
書
、
２
０
１
４
年
）

な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
。

山下祐介（やました ゆうすけ）
　首都大学東京准教授（都市社会学・地域社会学・農村社会
学・環境社会学）。1969年生まれ。九州大学大学院文学研究
科社会学専攻博士課程中退。九州大学助手、弘前大学准教授
などを経て、2011年より現職。『津軽学』（津軽に学ぶ会）の運
動にも参加。著書は『人間なき復興　原発避難と国民の「不理
解」をめぐって』（共著、ちくま文庫、2016）、『地方創生の正体
　なぜ地域政策は失敗するのか』（共著、ちくま新書、2015）、『地方消滅の罠「増田
レポート」と人口減少社会の正体』（ちくま新書、2014）、『東北発の震災論　周辺か
ら広域システムを考える』（ちくま新書、2013）『限界集落の真実―過疎の村は消えるか？』
（ちくま新書、2012）、『白神学』（第１巻～第３巻、共著、ブナの里白神公社、2011～
2013）、『リスク・コミュニティ論』（弘文堂、2008）など多数。
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東
京
の
若
者
と
秋
田
と
の
出

会
い
～
わ
ら
び
座
の
歴
史

―
―
わ
ら
び
座
は
１
９
５
１
年
（
昭
和
26

年
）
に
創
設
さ
れ
、
１
９
５
３
年
（
昭
和

28
年
）、
秋
田
に
拠
点
を
移
し
ま
す
。
そ

の
歴
史
に
つ
い
て
、
最
初
に
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
か
。

大
和
田　

創
設
メ
ン
バ
ー
は
戦
後
、
文
化

の
力
で
新
し
い
日
本
を
つ
く
ろ
う
と
東
京

で
音
楽
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
民

謡
な
ど
を
歌
う
う
ち
に
日
本
の
文
化
を
基

礎
か
ら
学
び
た
い
と
、
多
く
の
民
俗
芸
能

が
残
る
東
北
を
目
指
し
ま
し
た
。
特
に
秋

田
は
、
民
謡
や
民
俗
芸
能
の
宝
庫
と
し
て

注
目
し
て
い
た
地
域
で
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
に
し
て
、
秋
田
の
人
た
ち

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
和
田　

す
ん
な
り
と
は
い
か
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
秋
田
の
方
々
は
、
貧
乏

だ
が
想
い
だ
け
は
強
い
若
者
た
ち
を
迎
え

入
れ
、
食
べ
る
も
の
や
暮
ら
す
場
所
も
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
う
い
う
志
を
受

け
止
め
る
土
台
が
東
北
、
秋
田
の
農
村
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
飢
え
た

者
に
は
食
べ
さ
せ
、
貧
し
い
者
は
励
ま
そ

う
と
い
う
優
し
さ
が
こ
こ
の
風
土
に
あ
っ

た
の
で
は
。

―
―
自
分
た
ち
の
文
化
を
真し

ん

摯し

に
学
ぼ

う
と
い
う
姿
勢
が
、
共
感
を
得
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

大
和
田　

不
慣
れ
な
農
作
業
を
手
伝
い
、

夜
は
笛
や
三
味
線
を
教
わ
る
と
い
う
ひ
た

む
き
さ
が
伝
わ
り
、
門
外
不
出
と
言
わ
れ

た
芸
能
も
教
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
小
学
校
の
体
育

館
や
公
民
館
に
呼
ば
れ
て
、
歌
や
踊
り
を

披
露
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
ラ
ジ
オ

3

舞
台
と
農
業
に
こ
だ
わ
っ
た

修
学
旅
行
“
40
年
の
想
い
”

秋
田
の
地
に
根
を
張
り
、
文
化
と
観
光
を
融
合
し
た
本
格
的
な
複
合
文
化

施
設
「
あ
き
た
芸
術
村
」
を
運
営
す
る
「
株
式
会
社
わ
ら
び
座
」（
以
下
、
わ

ら
び
座
）。
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉

も
一
般
的
で
な
い
時
代
か
ら
、
観
劇
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
農
家
体
験
を

ベ
ー
ス
と
し
た
修
学
旅
行
を
展
開
し
て
き
た
。
農
家
と
生
徒
た
ち
の
交
流
が

も
た
ら
し
た
真
の
効
果
、
わ
ら
び
座
の
存
在
・
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
伺
い
ま
し
た
。

座
談
会

●

合
資
会
社
エ
コ
ニ
コ
農
園
　
販
売
部
長

（
わ
ら
び
座
に
45
年
在
籍
）

株
式
会
社
わ
ら
び
座
　
本
社
営
業
部
　
部
長

（
教
育
旅
行
担
当
）

株
式
会
社
わ
ら
び
座
　
本
社
営
業
部
　
企
画
担
当

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
担
当
）

大
和
田
し
ず
え

阿
部  

裕
志

中
島  

祥
崇

あきた芸術村遠景

わ
ら
び
座
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に
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

―
―
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
に
自

前
の
「
わ
ら
び
劇
場
」
が
で
き
る
ま
で
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

大
和
田　

公
演
チ
ー
ム
が
全
国
各
地
を
一

年
中
巡
演
し
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に

舞
台
道
具
一
式
を
積
み
込
み
、
役
者
た
ち

は
中
型
バ
ス
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し

な
が
ら
ホ
ー
ル
や
体
育
館
で
公
演
し
ま
し

た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
わ
ら
び
劇
場
で
常

設
公
演
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
も
変
わ
ら

ず
、
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
た
側
の
感
動
が

大
き
か
っ
た
農
家
体
験

―
―
そ
の
後
、
わ
ら
び
座
で
は
修
学
旅

行
生
を
受
け
入
れ
、
農
家
体
験
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
40
年
近
く
の
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
に
通
算
20
万
人
の
生
徒
が
参

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
和
田　

最
初
の
修
学
旅
行
の
受
け
入

れ
は
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）、
岩
手

県
の
小
さ
な
公
立
中
学
校
の
分
校
で
し

た
。
前
年
に
東
京
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
た

ら
、
生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と

の
違
い
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
失
望
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
か

ら
と
、
先
生
方
か
ら
依
頼
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、
生
徒
た
ち
が
披
露
し
て

く
れ
た
地
元
の
伝
統
芸
能
は
本
当
に
素

晴
ら
し
く
、
お
迎
え
し
た
わ
ら
び
座
の
メ

ン
バ
ー
は
大
感
激
で
し
た
。

―
―
そ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
和
田　

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
か

ら
受
け
入
れ
が
始
ま
り
、
約
40
年
続
い
て

い
る
の
が
東
京
の
私
学
一
貫
校
、
和
光
学

園
の
中
学
校
で
す
。
先
生
方
か
ら
「
わ
ら

び
座
で
農
村
の
文
化
に
触
れ
さ
せ
た
い
」

「
第
一
次
産
業
に
携
わ
る
人
々
の
現
場
で
、

そ
の
人
々
の
生
き
方
か
ら
学
ば
せ
た
い
」

と
い
う
２
つ
の
希
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
農
家
へ
の
依
頼
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
た
の
で
す
か
。

大
和
田　

依
頼
か
ら
準
備
に
２
年
間
か

か
り
ま
し
た
。
わ
ら
び
座
は
１
９
７
１
年

（
昭
和
46
年
）
に
株
式
会
社
化
し
ま
し
た

が
、
当
時
の
幹
部
３
～
４
人
で
農
家
さ
ん

わらび劇場　外観

ハ
ル
ら
ん
ら
ん
♪

わらび座　企業概要

本社所在地：〒 014‒1192　秋田県仙北市田沢湖卒田字早稲田 430
設　　立：1971 年 3 月 22 日（劇団創業は 1951年）
代 表 者：代表取締役社長　山川龍巳
売　　上：21 億円（2015 年度）
内　　訳：劇団収入 30％、観光事業（ホテル、レストラン）50％、

農業・教育・ビール生産他 20％
従 業 員：240 名　資本金：4,900 万円
企業理念：衆人愛敬（しゅにんあいぎょう）「私たちは心を育てる

ビジネスを通して広く社会に貢献します」
事業内容
1. 興行　わらび劇場、国内海外での公演を年間約 1,000ステージ実施
2. 「あきた芸術村」の企画運営
3. 男鹿国定公園 男鹿桜島リゾート「HOTEL きららか」の運営
4. 真木真昼県立自然公園 川口温泉「奥羽山荘」および「太田ふれ

あいの里」「モリボの里」の運営
5. 秋田駅ビルトピコ内「えきのビアバル MANMA」の運営
6. 仙台市の「Dining Kitchen 田沢湖ビール SENDAI」の運営
7. 提携劇場「坊っちゃん劇場」（愛媛県東温市）への作品制作協力
8. 旅行業

や
農
協
、
役
場
に
お
願
い
に
行
き
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
26
軒
の
農
家
に
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
家
体
験
の
修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
は
全
国
初
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

―
―
生
徒
さ
ん
や
農
家
さ
ん
の
反
応
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
和
田　

当
時
は
日
本
の
農
業
政
策
が

大
転
換
し
、
減
反
政
策
が
始
ま
っ
て
６
～

７
年
経
っ
た
頃
で
し
た
。「
農
家
は
継
が

な
く
て
い
い
、
勉
強
し
て
い
い
学
校
に
入

れ
」
と
子
ど
も
に
農
業
を
手
伝
わ
せ
な
い
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農
家
の
人
た
ち
が
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
再
認
識
で
き

た
ん
で
す
ね
。
生
徒
さ
ん
た
ち
以
上
に
、

農
家
さ
ん
た
ち
の
受
け
た
感
動
や
刺
激
が

大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
代
と
と
も
に
変
え
る
も
の
、

変
え
な
い
も
の
を
見
定
め
る

大
和
田　

１
回
目
の
修
学
旅
行
に
つ
い

て
、
和
光
学
園
の
先
生
方
が
い
ろ
い
ろ
な

時
代
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
時
に
都
会
の
子
た
ち
が
来
て

喜
々
と
し
て
稲
刈
り
、
芋
掘
り
を
す
る
。

あ
る
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
よ
く
言
っ

て
い
ま
し
た
。
稲い

な

束づ
か

を
運
ん
で
い
た
女
の

子
が
「
稲
束
っ
て
、
さ
ら
さ
ら
っ
て
い
い

音
す
る
ね
」
と
言
う
ん
だ
、
と
。
何
回
も

稲
刈
り
し
て
き
た
け
ど
そ
ん
な
ふ
う
に
感

じ
た
こ
と
な
か
っ
た
、
も
の
す
ご
く
感
動

し
た
と
。

　

も
う
農
業
は
終
わ
り
だ
と
思
っ
て
い
た

集
ま
り
で
報
告
し
た
り
、
教
育
新
聞
に
寄

稿
さ
れ
て
口
コ
ミ
で
一
気
に
広
が
り
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
修
学
旅
行
の
申
し
込
み
が
増

え
ま
し
た
。
わ
ら
び
座
で
は
、
受
け
入
れ

の
た
め
に
ホ
テ
ル
も
造
り
ま
し
た
。

阿
部　

１
～
２
泊
と
い
う
日
程
が
多
い
の

で
初
日
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
賞
と
踊
り
体

験
、
２
日
目
以
降
は
農
家
体
験
と
い
う
基

本
日
程
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
公
演
を

見
た
後
、
出
演
し
て
い
た
役
者
が
ク
ラ
ス

ご
と
に
踊
り
を
教
え
ま
す
。
踊
り
体
験
で

ク
ラ
ス
が
一
致
団
結
す
る
の
で
す
。
そ
の

後
、農
家
に
向
か
う
と
い
う
流
れ
で
す
ね
。

―
―
す
ぐ
に
農
家
に
直
行
す
る
の
で
は

な
く
、
ク
ラ
ス
に
一
体
感
を
持
た
せ
る
、

そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
も
大
切
で
す
ね
。

阿
部　

最
近
は
そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通

し
て
、
先
生
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
の
新
た

な
一
面
に
「
気
づ
く
」
こ
と
が
多
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
や
ん
ち
ゃ
な
子
が
農
家
の
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
番
仲
良
く
な
り
、

率
先
し
て
農
作
業
を
進
め
た
り
、
絶
対

踊
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
子
が
真
っ
先
に

踊
っ
た
り
。
先
生
た
ち
が
よ
く
驚
い
て
い

ま
す
。

大
和
田　

生
徒
た
ち
も
時
代
に
よ
っ
て
変

化
し
て
い
て
、
か
な
り
荒
れ
て
い
た
の
が

80
年
代
。
90
年
代
は
い
わ
ゆ
る
シ
ラ
ケ
世

代
で
、
受
け
入
れ
も
一
番
悩
み
ま
し
た
。

　

踊
り
体
験
の
内
容
を
大
き
く
変
え
た

の
も
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
腰
を
深
く
落
と
し
て
踊
る
重

厚
な
ソ
ー
ラ
ン
節
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
学
校
の
生
徒
た
ち
は
全
く
反
応

が
な
く
、
ま
る
で
生
徒
た
ち
と
私
た
ち
の

間
に
透
明
な
バ
リ
ア
が
張
ら
れ
た
よ
う
で

し
た
。「
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
」
と
み
ん
な

総面積 1,093.56k㎡

人口 27,576人（2016年11月現在）

産業別
就業者数

建設業（1,703人）、農業（1,658人）、卸売業・小売業
(2,124人）、製造業（1,826人）、宿泊業・飲食サービス業
(1,359人）など

主なアクセ
ス方法

飛行機

•羽田空港～秋田空港まで1時間5分
•羽田空港～大館能代空港まで1時間10分
•関西空港～秋田空港まで1時間25分
•秋田空港～「あきたエアポートライナー」を利
用して角館まで60分、田沢湖まで95分

JR

•東京駅～田沢湖駅まで2時間58分、角館駅ま
で3時間12分
•仙台駅～田沢湖駅まで1時間15分、角館駅まで
1時間29分
•盛岡駅～田沢湖駅まで30分、角館駅まで44分
•新大阪駅～田沢湖駅まで約6時間

観光資源

•武家屋敷、桧木内川堤のソメイヨシノ、武家屋敷通りのシ
ダレザクラなどの角館地区
•田沢湖や秋田駒ヶ岳などの大自然を誇る田沢湖地区
•農産村風景が美しく、グリーン・ツーリズムが盛んな西木
地区

観光客数 4,544,177人（2015年度）

資料：平成22年国勢調査結果、秋田県観光統計および仙北市ウェブサイトなど

図　秋田県仙北市の概要

青森

盛岡

釜石自動車道

八戸自動車道

N

東北自動車道

仙北市仙北市

秋田自動車道

秋田

日本海東北自動車道
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NEWソーラン節

で
夜
な
夜
な
話
し
合
い
、
今
の
子
た
ち
は

音
楽
性
が
豊
か
だ
か
ら
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ

な
曲
で
の
り
や
す
く
し
よ
う
と
考
え
た
の

が
、
今
に
続
い
て
い
る
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ソ
ー
ラ
ン

節
で
す
。

―
―
時
代
と
生
徒
の
変
化
に
応
じ
て
、

体
験
内
容
を
変
え
た
の
で
す
ね
。

大
和
田　

 

踊
り
を
教
え
る
と
い
う
よ
り
、

生
徒
た
ち
が
表
現
し
た
い
け
ど
外
に
出
せ

ず
に
い
る
こ
と
を
引
き
出
そ
う
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
、
間
奏
の
ア
レ
ン
ジ
も
自
分

た
ち
で
考
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

阿
部　

た
だ
、
農
家
体
験
は
基
本
的
に

変
わ
っ
て
な
い
で
す
ね
。
生
徒
の
数
は
今

も
昔
も
、
農
家
１
軒
当
た
り
３
～
５
人

で
す
。
農
家
さ
ん
が
全
員
に
目
が
届
き
、

み
ん
な
と
話
が
で
き
る
人
数
だ
と
思
い

ま
す
。

大
和
田　

お
世
話
に
な
る
１
カ
月
前
く

ら
い
に
、
班
ご
と
に
写
真
と
手
紙
を
農

家
に
送
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。農
家
さ
ん
は
台
所
に
貼
っ
た
り
し
て
、

来
る
ま
で
に
名
前
を
覚
え
る
ん
で
す
。
そ

れ
は
和
光
中
学
の
最
初
の
受
け
入
れ
の

時
に
先
方
か
ら
お
願
い
さ
れ
た
こ
と
で
、

別
の
学
校
を
受
け
入
れ
る
時
に
も
応
用

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
も
生

き
る
長
年
の
受
け
入
れ
経
験

―
―
農
家
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生

徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　

学
校
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
謝

礼
を
払
っ
て
い
ま
す
。
で
も
農
家
さ
ん
が

受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、
お
金
が
目
的
で

は
な
い
で
す
ね
。
わ
ら
び
座
と
し
て
も
農

家
体
験
で
は
正
直
、利
益
は
な
い
ん
で
す
。

こ
こ
十
数
年
、料
金
も
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

大
和
田　

ど
ん
な
時
代
も
、
農
家
さ
ん

た
ち
は
「
子
ど
も
は
金
儲も

う

け
の
対
象
に

し
ち
ゃ
駄
目
だ
、
め
ん
こ
い
か
ら
や
る
ん

だ
」
と
言
っ
て
交
流
を
続
け
て
き
て
い
ま

す
ね
。

―
―
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
和
田　

受
け
入
れ
を
始
め
た
頃
の
話
で

す
が
、
農
家
の
嫁
は
毎
日
食
事
を
準
備
し

て
、
田
ん
ぼ
や
畑
で
働
く
の
が
当
た
り
前

で
誰
も
褒
め
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

都
会
か
ら
来
た
子
ど
も
た
ち
は
「
お
母
さ

ん
の
ご
飯
、
す
ご
く
お
い
し
い
」
と
褒
め

て
く
れ
て
、
あ
る
女
性
は
「
た
だ
の
農
家

の
嫁
が
、
人
間
に
な
っ
た
」
と
感
じ
た
そ

う
で
す
。
生
徒
た
ち
と
の
交
流
で
受
け
取

る
も
の
も
大
き
く
、
お
金
に
は
代
え
ら
れ

な
い
経
験
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
長
続
き
す

る
理
由
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
ど
れ
く
ら
い
の
農
家
が
修
学
旅
行

を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

大
和
田　

今
ま
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
の
は
累
積
で
７
０
０
戸
で
す
。
高
齢
で

や
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、２
代
目
が
引
き
継
い
だ
農
家
も
多
く
、

中
に
は
４
代
目
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

農家体験

す
。
生
徒
さ
ん
の
中
に
は
、
そ
の
後
、
家

族
旅
行
で
来
て
く
れ
た
り
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
新
婚
旅
行
で
来
た
り
す
る
方
も
い

ま
す
。

―
―
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
時
代
を
超
え

て
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
和
田　

和
光
学
園
の
校
長
先
生
の
ご

提
案
で
、
９
年
前
か
ら
米
の
産
直
も
始
め

ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
「
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
農
家
さ
ん
か
ら
お
米
を
買
い
た

い
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
わ
ら
び
座
が

注
文
の
フ
ァ
ク
ス
を
受
け
て
農
家
に
転
送

し
、
農
家
か
ら
米
を
宅
配
業
者
が
集
荷
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す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

そ
し
た
ら
中
学
高
校
だ
け
で
な
く
、
家

で
ご
飯
を
食
べ
る
機
会
が
多
い
幼
稚
園
児

や
小
学
生
の
家
庭
か
ら
も
反
応
が
あ
り
、

今
は
二
十
数
軒
の
農
家
が
年
間
２
万
㎏
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
た
ち
は
最

初
「
校
長
先
生
の
気
持
ち
は
あ
り
が
た
い

が
、
米
は
売
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
期
待
薄

だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
注
文
が
来
る
と

張
り
切
っ
て
「
次
は
特
別
栽
培
米
の
認
証

を
取
ろ
う
」
な
ど
、
新
し
い
挑
戦
へ
の
意

欲
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

阿
部　

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
「People to People

」
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
64
人
の
中
高
生
を
17

軒
の
農
家
が
受
け
入
れ
、
農
家
に
３
泊
、

わ
ら
び
座
に
１
泊
し
て
農
家
体
験
を
し

ま
し
た
。
欧
米
の
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
す
が
、農
家
さ
ん
た
ち
は「
大

丈
夫
だ
ぁ
。
し
ゃ
べ
れ
ば
何
と
か
な
る
、

誰
が
来
て
も
同
じ
だ
か
ら
」
と
全
く
動

じ
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

大
和
田　

伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
伝
わ
る
。「
東
京
の
子

た
ち
だ
っ
て
、
言
葉
ち
ゃ
ん
と
通
じ
な
か

っ
た
け
ど
、
分
か
り
合
え
た
か
ら
」
と

（
笑
）。
長
年
の
経
験
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

受
け
入
れ
に
も
生
き
て
い
る
な
と
思
い

ま
す
。

中
島　

外
国
人
旅
行
客
は
仙
北
市
内
に

お
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

流
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
わ
ら
び
座
で
は

社
内
に
「
あ
き
た
び
く
ら
ぶ
」
と
い
う
旅

行
事
業
部
門
を
立
ち
上
げ
、
２
０
１
６
年

４
月
に
第
２
種
旅
行
業
者
の
登
録
を
行
い

ま
し
た
。
農
家
体
験
は
、
外
国
の
方
々
に

も
人
気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
こ
れ
か
ら

私
た
ち
が
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
昨
年
３
月
に
は
、
仙
北
市
と
わ
ら

び
座
は
、
文
化
振
興
や
国
際
交
流
、
観

光
振
興
な
ど
の
７
項
目
で
連
携
し
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
「
包
括
連
携
協
定
」

を
結
ん
で
い
ま
す
ね
。

中
島　

市
と
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
な
情

報
交
換
を
し
て
い
こ
う
と
話
を
し
て
い
ま

す
。
特
に
地
方
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
、
行
政
だ
け
で
も
民
間
だ
け
で
も
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
互
い
の

役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
前
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あきたびくらぶ　インバウンド　事業フロー案（図）

[貴社 ]	 [ あきたびくらぶ ]
◦現地での広報、参加者募集	 ◦国内交通の手配
◦航空券手配	 ◦国内各施設の手配
◦一般通訳、ガイド手配	 ◦各施設精算代行

①協議の上ツアー催行日の決定（海外旅行社⬅➡わらび座➡各施設の仮押さえ）
②海外旅行社による現地参加者募集（海外旅行社⬅➡現地エンドユーザー）
③海外旅行社➡あきたびくらぶへ集客状況連絡、催行判断（実施 or キャンセル）
④実施決定後、各施設正式予約化（わらび座➡各施設）
⑤実施、受け入れ（海外旅行社⬅➡わらび座⇔各施設）

各社手配ツアー実施までの流れ

海外

エンドユーザー 秋田県

仙北市

広報
参加者募集

催行日程協議
手配依頼

手配

手配

支援
サポート

情報
共有

支援
サポート

ツアー全体企画アレンジ

海外旅行社

各エリア各施設

（株）わらび座　あきたびくらぶ

日本国内（東北） 秋田県内 仙北市内

体験施設

観光施設

宿泊施設

情報
共有

手配

手配
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

役
割
の
重
要
性

―
―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

農
山
村
に
お
け
る
観
光
の
課
題
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
。

大
和
田　

長
年
や
っ
て
き
て
感
じ
る
の

は
、
受
け
入
れ
農
家
に
は
注
目
が
集
ま
っ

て
も
、
学
校
と
農
家
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
機
能
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
直
接
、
旅

行
会
社
と
農
家
が
や
り
と
り
す
る
の
は

ほ
ぼ
不
可
能
で
、
地
域
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
存
在
が
な
け
れ
ば
回
っ
て
い
き
ま

せ
ん
。

　

ど
の
地
域
で
も
農
家
と
観
光
を
結
ぶ
場

合
、
そ
の
役
割
は
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
担
い
手
は
私
た
ち
の
よ
う
な
民
間
企

業
で
も
行
政
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
い
い
の
で

す
が
、
地
域
の
展
望
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て

担
え
る
機
能
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
の

で
は
。

中
島　

農
家
の
皆
さ
ん
の
生
活
と
観
光
の

バ
ラ
ン
ス
も
大
事
で
、
ど
ち
ら
か
に
偏
り

過
ぎ
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
上

手
く
調
整
し
な
が
ら
落
と
し
込
む
。
そ
こ

に
必
要
な
の
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い

う
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
ら
び
座
の
場
合
は
多
角
経
営
を
し
て

い
る
の
で
、
農
家
体
験
単
体
で
収
益
を
上

げ
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
だ
け
を
仕
事
と
し

て
成
り
立
た
せ
る
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と
そ
れ

も
含
め
て
お
金
が
ま
わ
る
仕
組
み
を
作
ら

な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
今

の
補
助
金
な
ど
の
仕
組
み
は
、
受
け
入
れ

る
側
か
、
連
れ
て
く
る
側
か
の
ど
ち
ら
か

が
対
象
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
よ
ね
。

そ
の
間
に
立
つ
仕
事
に
対
す
る
支
援
の
仕

組
み
が
ま
だ
充
分
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

大
和
田　

私
も
以
前
、
農
家
体
験
に
付

随
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
て
国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う

お
金
が
使
え
る
の
は
交
通
費
や
コ
ピ
ー
代

な
ど
の
実
費
だ
け
で
、
事
務
局
の
人
件
費

が
出
な
い
ん
で
す
ね
。
い
わ
ば
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
の
で
、
全
国
で
こ
う
い
う
取
り
組

み
を
し
て
い
る
方
た
ち
は
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
る
の
で
は
。
関
わ
っ
て
い
る
人
た

ち
が
楽
し
く
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く

た
め
に
も
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役

割
を
大
事
に
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中島祥崇氏 阿部裕志氏 大和田しずえ氏

―
―
農
業
と
観
光
を
結
ぶ
役
割
の
重
要

性
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
た
ち
に
も

き
ち
ん
と
お
金
が
ま
わ
る
に
は
ど
う
す
べ

き
か
と
い
う
、
と
て
も
大
事
な
示
唆
を
最

後
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江
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飛
騨
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
舞
台
は
、

一
見
、
全
国
の
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な

田
ん
ぼ
の
広
が
る
田
舎
で
し
た
。
な
ぜ
そ

こ
に
連
日
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪

れ
続
け
て
い
る
の
か
。
ツ
ア
ー
を
催
行
す

る
株
式
会
社
美ち

ゅ

ら
地ぼ

し球
の
代
表
取
締
役

山
田
拓
氏
に
、
ツ
ア
ー
の
特
徴
や
そ
の
背

後
に
あ
る
想
い
、
そ
し
て
日
本
の
農
山
村

の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

世
界
の
旅
を
通
し
て

見
え
て
き
た
も
の

―
―
山
田
さ
ん
は
世
界
一
周
の
旅
か
ら
帰

国
し
た
後
に
飛
騨
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

ツ
ア
ー
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
ま

ず
は
そ
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
に
就
職
し
、
東
京
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
働
き
ま
し
た
が
、
30
歳
を
前
に
「
よ
り

広
い
世
界
を
見
た
い
」
と
妻
と
２
人
で
世

界
一
周
の
旅
に
出
ま
し
た
。
そ
の
旅
で
は
、

南
米
や
ア
フ
リ
カ
の
地
方
部
な
ど
を
中
心

に
巡
り
、そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
暮
ら
し・

風
土
が
残
っ
て
い
る
光
景
に
感
銘
を
受

け
、
自
分
た
ち
も
日
本
へ
戻
っ
た
ら
地
方

部
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
に
住
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
帰
国
後
、
縁
あ
っ
て
現
在
住
む

飛
騨
古
川
に
家
を
構
え
る
こ
と
と
な
り
、

こ
の
地
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
世
界
に
旅
に
出
た
時
点
で
既
に
「
田

舎
」
を
志
向
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ど
う
し

飛
騨
の
里
山
か
ら
世
界
へ

ク
ー
ル
な
田
舎
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

て
で
す
か
。

　

会
社
員
時
代
は
東
京
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
都
市
の

暮
ら
し
が
今
後
も
ず
っ
と
持
続
可
能
だ
と

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
未
来
も
含
め
て

持
続
可
能
な
形
、
そ
の
可
能
性
は
田
舎
に

残
さ
れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
想
い
が
あ
り

ま
し
た
。
世
界
を
回
る
中
で
、
そ
の
想
い

は
実
感
と
な
り
、
帰
国
後
は
自
分
た
ち
も

田
舎
で
の
暮
ら
し
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

自
転
車
の
速
度
で

地
域
に
触
れ
る

―
―
で
は
次
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

の
概
要
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

農
村
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

4

株
式
会
社 

美ち
ゅ

ら
地ぼ

し球
　
代
表
取
締
役
　

山
田  

拓
ツアーで通る道は、町の人の生活道路でもある
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く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
巡
る
ガ
イ
ド
付
き

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
コ
ー
ス（
７
３
０
０
円
／
人
）は
３・

５
時
間
で
全
長
22
キ
ロ
、
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

（
４
７
０
０
円
／
人
）
は
２・５
時
間
で
全

長
12
キ
ロ
を
巡
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
砂
利
道
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
走
り
や

す
い
自
転
車
を
使
用
し
、
ツ
ア
ー
に
出
る

前
に
き
ち
ん
と
練
習
を
し
て
か
ら
出
発
し

ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加

総面積 792.53k㎡

人口 25,154人（2016年12月1日現在）

産業別
就業者数

製造業（3,006人）、卸売業・小売業（1,903人）、建設業
（1,392人）、医療・福祉（1,366人）、農業（1,107人）など

主なアクセ
ス方法

飛行機

•羽田空港～富山空港　約1時間
•富山空港～富山駅[富山地方鉄道（バス）]　
約25分

•富山駅～飛騨古川駅[JR特急ワイドビューひ
だ]約1時間15分

JR

•東京駅～富山駅[JR新幹線かがやき]約2時間
15分

•富山駅～飛騨古川駅[JR特急ワイドビューひ
だ]約1時間15分

自動車 •調布IC～松本IC～飛騨古川　約6時間5分

観光資源

•古川祭り、三寺まいり、きつね火まつり、飛騨神岡祭、
飛騨新そば祭りなども伝統行事

•天生湿原、板倉の宿　種蔵、天空の牧場　山之村など
美しい自然

•飛騨地方が舞台モデルとなった映画『君の名は。』の聖
地巡礼

観光客数 1,087,552人（2014年度）

資料：平成22年国勢調査結果、平成26年度飛騨市統計書および飛騨市ウェブサイトなど

図　岐阜県飛騨市の概要

い
た
だ
け
ま
す
。

　

経
験
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
が
里
山
に
広
が

る
文
化
・
歴
史
を
丁
寧
に
案
内
し
、
季
節

ご
と
の
農
村
の
あ
り
の
ま
ま
の
美
し
さ
を

肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
点
が
こ
の
ツ
ア

ー
の
特
徴
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
旅
行
者

用
口
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
で
も
90
％
以
上
の
参
加
者
に
最
高

評
価
の
５
つ
星
を
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。

―
―
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
の
は
ど
の

よ
う
な
方
が
多
い
の
で
す
か
。

　

参
加
者
の
約
７
割
が
外
国
人
観
光
客
、

残
り
の
約
３
割
が
日
本
人
観
光
客
と
な
っ

て
い
ま
す
。
外
国
人
の
内
訳
は
欧
米
や
オ

セ
ア
ニ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
な
ど

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
約
70
カ
国
以
上
か
ら

幅
広
い
受
け
入
れ
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

外
国
人
と
日
本
人
で
ツ
ア
ー
を
分
け
る
こ

と
は
せ
ず
、
両
者
が
交
ざ
る
際
は
日
本
語

と
英
語
の
両
方
で
ガ
イ
ド
・
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
か
え
っ
て
お
互
い
に
交
流
で
き

る
こ
と
で
参
加
者
に
は
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
私
も
先
日
、
ハ
ー
フ
ツ
ア
ー
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
方

の
説
明
が
あ
る
と
、
見
慣
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
農
村
の
風
景
が
ま
た
違
っ
て
見

え
て
き
て
、
ま
だ
ま
だ
自
分
も
日
本
を
知

ら
な
い
な
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
お
い
て
ガ
イ
ド
の
役
割
は
非

常
に
重
要
で
す
。
飛
騨
里
山
サ
イ
ク
リ
ン

グ
も
開
始
当
初
は
、
農
村
の
き
れ
い
な
風

景
を
見
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
風
景
を
眺
め
る
だ
け
な

ら
お
客
様
だ
け
で
巡
っ
て
も
同
じ
だ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
以
降
、「
暮

ら
し
を
旅
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
ガ
イ
ド
が
説
明
す
る
こ

と
で
、
こ
の
風
景
を
舞
台
に
ど
の
よ
う
な

暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
る
の
か
、
地
域
の

人
の
ど
の
よ
う
な
想
い
が
あ
る
の
か
、
を

参
加
者
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
に

な
る
こ
と
を
心
掛
け
て
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
高
い
評
価
、
人
気
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
そ
の
頃
か

ら
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

―
―
町
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
も
魅

力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

は
い
、
す
れ
違
う
町
の
人
た
ち
が
皆
あ

金沢

福井

北陸自動車道 東海北陸自動車道

飛騨市飛騨市

N

富山
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す
。
一
方
で
、
今
ほ
ど
の
人
数
が
い
き
な

り
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徐
々
に

数
を
増
や
し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
今
の

規
模
に
ま
で
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

町
の
人
た
ち
も
徐
々
に
慣
れ
て
く
だ
さ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
―
地
域
と
の
付
き
合
い
方
の
中
で
、

特
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

地
域
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
ね
。
ツ
ア
ー
で
通
る

道
は
、
基
本
的
に
町
の
人
も
生
活
で
利
用

す
る
道
で
す
し
、
狭
い
路
地
も
通
る
、
住

宅
の
前
も
通
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
た
と

え
ツ
ア
ー
の
需
要
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

無
計
画
に
ツ
ア
ー
を
増
や
し
て
よ
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
人
の
ガ
イ

ド
当
た
り
の
人
数
を
８
人
ま
で
に
抑
え
る

な
ど
の
配
慮
も
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で

今
の
ツ
ア
ー
の
状
況
は
果
た
し
て
地
域
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
て
い
な
い
の
か
、

ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
自
分
た
ち
で
振
り
返

る
と
同
時
に
、
地
域
の
方
々
に
も
お
伺
い

し
な
が
ら
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
飛
騨
古
川
に

住
む
一
住
民
と
し
て
、
町
の
人
と
と
も
に
、

誠
実
に
地
域
を
大
切
に
し
た
暮
ら
し
を
し

て
い
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
。

―
―
そ
れ
は
会
社
を
ま
と
め
る
立
場
の

山
田
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
ガ
イ
ド
や
店
舗

の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
と

言
え
そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
。
基
本
的
に
皆
、
地
域
と
の
付
き

合
い
方
は
自
分
た
ち
で
理
解
で
き
る
人
間

た
ち
で
す
が
、
あ
え
て
口
に
出
し
て
注
意

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と

真し
ん

摯し

に
向
き
合
え
る
人
材
か
ど
う
か
、
そ

う
し
た
人
間
性
を
見
る
こ
と
は
、
採
用
の

際
に
と
て
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
、
山
田
さ
ん
が
講
演
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
で
使
う
「
４
つ
の

happy

」
と
い
う
言
葉
、
と
て
も
す
て
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　

私
は
、
観
光
を
単
な
る
商
売
と
は
捉

え
て
い
ま
せ
ん
。
正
直
言
っ
て
、
稼
ぐ
だ

け
な
ら
都
会
を
離
れ
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ

た
で
す
し
、
観
光
を
仕
事
に
選
ぶ
必
要
も

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
飛
騨
古
川
に
住
ん

で
観
光
業
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
観
光

に
よ
っ
て
地
域
を
豊
か
に
す
る
た
め
で

す
。「
観
光
で
商
売
す
る
た
め
に
地
域
を

使
う
」
の
で
は
な
く
、「
地
域
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
観
光
を
使
う
」、
こ
れ
が
基

本
に
あ
る
考
え
方
で
す
。

　

観
光
で
地
域
が
豊
か
に
な
る
と
、
４
つ

のhappy

が
地
域
の
中
に
生
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
が
、
１
．旅
人
のhappy

、
２
．地
元

企
業
のhappy

、３
．住
民
のhappy

、４
．

若
者
のhappy

で
す
。
観
光
客
の
人
数

だ
け
が
増
え
て
も
地
域
に
と
っ
て
は
何
の

意
味
も
な
い
。観
光
に
関
わ
る
者
と
し
て
、

自
身
の
商
売
の
成
功
だ
け
で
な
く
、
責
任

を
持
っ
て
地
域
にhappy

を
生
み
出
し

て
い
く
、
そ
う
あ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

すれ違う町の人たちとの会話も魅力のひとつ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
、
時
に
は
長
々
と

立
ち
話
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
、
畑
で
取
れ

た
モ
ノ
を
分
け
て
く
れ
る
、
農
作
業
の
ち

ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
え

る
、
そ
う
し
た
交
流
の
一
つ
一
つ
も
多
く

の
参
加
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
通
り
が
か
っ
た
中
学
校
の
校
舎
の

窓
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
鈴
な
り
に
な
っ
て

笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
れ
る
。
外
国
人
観

光
客
に
と
っ
て
、
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は

な
い
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
決
し

て
「
仕
込
み
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の

人
た
ち
と
そ
う
し
た
関
係
を
自
然
な
形
で

築
か
せ
て
い
た
だ
い
た
、
こ
れ
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に

配
慮
す
る

―
―
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た
当
初
は
、
見

慣
れ
な
い
外
国
人
の
姿
に
町
の
人
も
驚
か

れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
外
国
人
が
訪
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
地
域
で
す
か
ら
、
や
は
り

初
め
て
の
頃
は
驚
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
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世
界
の
田
舎
を

ク
ー
ル
に
し
た
い

―
―
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
か
ら
始
ま

り
、
今
は
古
民
家
滞
在
や
食
文
化
体
験

な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
幅
を
広
げ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
飛
騨
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

中
心
に
実
施
し
て
き
て
、
３
年
前
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
以
外
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
加
え
た

「SA
TOY

A
M

A
 EX

PERIEN
CE

」
に

名
称
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
も

や
は
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
以
外
の
需
要
を

喚
起
し
、
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
地
域
経
済
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
想
い
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
で
き
な
い
冬
場
に
行

う
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
っ
た
山
歩
き
や
、

古
民
家
を
使
っ
た
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
、
里
山

の
食
に
触
れ
る
文
化
体
験
な
ど
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

ほ
ど
の
集
客
規
模
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
参
加
者
か
ら
は
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
し
、
あ
と
３
年
く
ら
い
の
ス

パ
ン
の
中
で
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
形
に

持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
中
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
る
、
２
０
２
０
年

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
つ

の
区
切
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

通
過
点
と
捉
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
文
化

が
好
き
で
、
特
に
地
方
部
に
訪
れ
て
い
る

よ
う
な
外
国
人
観
光
客
は
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
減
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

株
式
会
社
美
ら
地
球
と
し
て
は
、

２
０
２
０
年
で
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、

そ
の
先
へ
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、「
ク
ー
ル
な
田
舎

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下

に
、「
飛
騨
地
域
を
ク
ー
ル
に
す
る
」
こ

と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

は
今
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
が
、

２
０
２
０
年
に
向
け
て
は
、
よ
り
舞
台
を

広
げ
て
、「
日
本
の
田
舎
を
ク
ー
ル
に
す

る
」
こ
と
、
そ
し
て
２
０
２
５
年
（
平
成

37
年
）
に
向
け
て
は
、「
世
界
の
田
舎
を

ク
ー
ル
に
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

旅
行
は
あ
る
意
味
ぜ
い
た
く
品
の
側
面

も
あ
り
ま
す
し
、
都
市
住
民
の
ほ
う
が
生

活
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
普
段
と
違
う
環
境
に
身
を
置

き
た
い
、
そ
う
し
た
場
所
に
訪
れ
て
み
た

い
と
い
っ
た
旅
行
ニ
ー
ズ
の
先
は
、
お
の

ず
と
地
方
部
に
な
っ
て
き
ま
す
。
田
舎
、

農
山
村
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
旅
行

先
）
と
し
て
の
可
能
性
、
価
値
は
と
て
も

高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
ら
地

球
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
そ
の

土
地
の
暮
ら
し
・
風
土
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
ツ
ア
ー
」を
作
り
上
げ
る
手
法
は
、

飛
騨
地
方
で
し
か
で
き
な
い
も
の
で
は
な

く
、
普
遍
的
に
展
開
が
可
能
な
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
。
山
田
さ
ん
は
飛
騨
で

暮
ら
す
飛
騨
人
で
あ
り
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
は
忘
れ
な
い
地
球
人
で
も
あ

り
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
バどのような暮らしが営まれているのかが感じられるツアーを
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て
、
農
山
村
に
は
、
そ
れ
ら
が
暮
ら
し
の

形
と
し
て
具
体
的
に
残
っ
て
い
る
。
農
山

村
は
、
日
本
の
リ
ア
ル
が
感
じ
ら
れ
る
、

観
光
振
興
に
お
い
て
は
可
能
性
の
宝
庫
だ

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
、
い
わ
ゆ
る

着
地
型
コ
ン
テ
ン
ツ
は
こ
れ
ま
で
の
日
本

人
相
手
の
観
光
で
は
成
立
し
づ
ら
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

全
く
別
と
捉
え
直
す
べ
き
で
す
。
世
界
に

は
、
日
本
の
農
山
村
の
資
源
の
価
値
を
認

め
て
、
対
価
を
支
払
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
取
り
組
む
意
志
さ

え
あ
れ
ば
、
今
な
ら
ま
だ
遅
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
取
り
組
み
た
い
と
本
気
で
思
う
気
持

ち
、
そ
れ
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

は
い
。
私
は
「
地
域
の
意
志
の
総
和
」

が
重
要
だ
と
い
う
話
を
よ
く
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
一
人
で
取
り
組
ん
で
も
、
地

域
が
変
わ
る
こ
と
は
難
し
い
。
新
た
な
こ

と
に
取
り
組
み
た
い
、
そ
う
考
え
る
人
た

ち
の
意
志
の
総
和
が
、
地
域
を
動
か
す
く

ら
い
の
塊
に
な
る
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
地

域
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

今
以
上
の
過
疎
が
進
ん
で
き
た
時
、
そ
の

時
に
は
も
う
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
動
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
地
域
が
ま
と
ま
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

は
何
か
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
が
将
来
ど
う
な
り

た
い
の
か
、
地
域
の
将
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
「
あ
の
国
の
あ
ん

な
町
に
な
り
た
い
」
な
ど
と
具
体
的
な
モ

デ
ル
で
考
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
世

界
の
田
舎
に
は
優
れ
た
観
光
地
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
真
似
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
他
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を

「
活
か
す
」
視
点
が
重
要
で
す
。
そ
う
し

た
モ
デ
ル
が
共
有
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
そ

こ
に
自
分
た
ち
が
た
ど
り
着
く
た
め
に
、

何
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
が
戦
略
的
に

考
え
て
い
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
組
ん
で
す
ぐ
に
成
果
が
出

な
く
て
も
、諦
め
な
い
こ
と
も
大
事
で
す
。

着
地
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

つ
い
て
く
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
や
め
て

し
ま
う
地
域
が
多
い
こ
と
は
残
念
に
思
い

ま
す
。

　

観
光
が
地
域
社
会
に
果
た
す
役
割
は

非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
単
な
る
三

次
産
業
の
一
部
と
し
て
観
光
を
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
広
告
塔
と
し
て
、
そ

し
て
地
域
経
済
の
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン
と

し
て
観
光
産
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
、
美
ら
地
球
で
も
さ
ら
に
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　
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ラ
ン
ス
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
重
要
な

の
で
す
ね
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ

る
に
は
、
一
定
程
度
の
国
際
感
覚
は
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
こ
そ

田
舎
は
世
界
中
ど
こ
に
で
も
あ
り
、
世
界

中
が
競
合
先
と
な
る
中
で
お
客
様
を
自

分
の
地
域
に
連
れ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な

い
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
国
内
の
観
光
地

は
団
体
客
の
受
け
入
れ
で
成
り
立
っ
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
い
ま
だ
脱

却
で
き
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
は
、

海
外
も
含
め
て
地
域
の
外
を
知
っ
て
い

る
、
そ
し
て
観
光
以
外
の
分
野
を
知
っ
て

い
る
自
分
の
視
点
は
、
地
域
に
と
っ
て
役

に
立
っ
て
い
る
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

日
本
の
農
山
村
に

必
要
な
も
の
は
意
志

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
と
も
言
わ

れ
る
今
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
み
た

い
と
思
う
農
山
村
は
全
国
に
多
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
、
そ
う
し
た
地
域
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

日
本
に
は
他
の
国
に
は
な
い
、
歴
史
・

文
化
の
重
厚
な
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
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大
分
県
杵
築
市
で
高
齢
化
率
９
割
を

超
え
る
大
田
地
区
に
事
務
所
を
構
え
、
外

国
人
向
け
に
、
日
本
の
地
方
の
田
舎
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
を
手
が
け
る
「
ウ
ォ

ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
」。
同
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ポ

ー
ル
・
ク
リ
ス
テ
ィ
氏
に
、
日
本
の
田
舎

に
こ
だ
わ
る
理
由
、
ツ
ア
ー
の
特
徴
や
魅

力
、
田
舎
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
可

能
性
、
地
域
再
生
に
か
け
る
想
い
な
ど
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

人
気
ツ
ア
ー
の
原
点
は

大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

―
―
ポ
ー
ル
さ
ん
は
大
分
県
杵き

築つ
き

市
に

長
年
暮
ら
し
な
が
ら
、外
国
の
方
向
け
に
、

中な
か
せ
ん山
道
や
国く

に
さ
き東
半
島
な
ど
、
主
に
農
山

村
を
歩
く
ツ
ア
ー
を
販
売
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。
ま
ず
、
ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
と
ザ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
カ
ン

パ
ニ
ー
（
Ｊ
Ｔ
Ｃ
）
と
い
う
２
つ
の
会
社

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
は
香
港
法
人
、

Ｊ
Ｔ
Ｃ
は
日
本
法
人
で
す
。
ウ
ォ
ー
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
は
、
香
港
大
学
の
２
人
の
教
授

が
１
９
９
２
年
に
始
め
た
会
社
で
、
Ｊ
Ｔ

Ｃ
は
日
本
サ
イ
ド
で
ツ
ア
ー
を
請
け
負
う

会
社
と 

し
て
２
０
１
０
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
の
ス
タ
ッ
フ
は
両
社
を
合

わ
せ
て
75
人
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち
40
人
が

正
社
員
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
ス
タ

ッ
フ
が
お
り
、
日
本
人
は
３
分
の
１
く
ら

い
で
す
。

―
―
ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
25
年
前

か
ら
あ
る
の
で
す
ね
。

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
魅
力
を
た
ど
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

会
社
を
設
立
し
た
教
授
た
ち
と
い
う
の

は
、
一
人
が
ア
メ
リ
カ
人
の
歴
史
の
専
門

家
で
、
も
う
一
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
社
会

地
理
学
者
で
す
。
彼
ら
は
30
年
ほ
ど
前
か

ら
、
研
究
の
た
め
に
学
生
を
中
山
道
に
連

れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ツ
ア
ー
の

原
点
で
す
。

―
―
研
究
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

発
端
な
の
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
う
ち
の
ツ
ア
ー
で
は
、
参

加
者
を
12
人
ま
で
の
少
人
数
に
抑
え
、

散
策
し
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
る
こ
と
で
、
現
地
を
よ
り
堪
能
し
て
も

ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本

に
お
け
る
ツ
ア
ー
に
お
い
て
は
、
非
常
に

大
事
な
要
因
だ
と
思
う
の
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
海
外
で
は
日
本
と
い
う
国

も
日
本
人
も
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
両
方
と
も
イ
メ
ー
ジ
は

良
い
の
で
す
が
、
本
質
か
ら
い
く
ら
か
ズ

レ
て
い
る
。

　

日
本
の
一
番
の
魅
力
は
、
田
園
の
風
景
、

食
べ
物
、
歴
史
や
文
化
、
そ
れ
ら
を
作
り

上
げ
て
き
た
日
本
人
で
す
。
日
本
人
に
潜

ん
で
い
る
良
さ
、
人
間
性
を
、
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
日
本
人
を
理
解
す
る
に
は
、
あ
る
が

ま
ま
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
る
に
は
、
田

舎
を
訪
れ
る
の
が
一
番
な
の
で
す
。
う
ち

の
ツ
ア
ー
で
、
本
来
の
日
本
を
感
じ
て
も

ら
い
、
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
層
高
ま

れ
ば
嬉
し
い
で
す
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲

得
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

―
―
中
山
道
の
ツ
ア
ー
は
10
泊
11
日
で
、

47
万
円
前
後
と
伺
い
ま
し
た
。
決
し
て
安

く
は
な
い
ツ
ア
ー
を
、
ど
の
よ
う
に
集
客

5

ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
ザ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長　

ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
テ
ィ
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さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

口
コ
ミ
の
効
果
が
大
き
い
で
す
ね
。
お

客
さ
ん
は
い
い
経
験
を
す
る
と
、
旅
行
後

に
家
族
や
同
僚
、
友
人
た
ち
に
話
を
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
海
外
の
有

力
な
新
聞
や
雑
誌
に
、
う
ち
の
ツ
ア
ー
を

取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
影
響
も
大
き
か
っ

た
で
す
。

―
―
評
判
を
聞
き
つ
け
て
、
メ
デ
ィ
ア
か

ら
連
絡
し
て
き
た
の
で
す
か
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。
日
本
を
紹
介
す
る
の

に
、
何
か
面
白
い
も
の
を
探
し
て
い
た
記

者
さ
ん
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
取
材
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
今
は
、
Ｐ
Ｒ
会
社
と
契
約
し

て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も

し
て
い
ま
す
。

―
―
認
知
度
は
上
が
り
ま
し
た
か
。

　

今
ま
で
は
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
、

質
問
の
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
ブ
ッ
キ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
、
い
き
な
り
ブ
ッ
キ
ン
グ
が
入
る
現
象

が
起
き
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
不
思
議
に

思
い
ま
し
た
が
、
口
コ
ミ
や
い
ろ
ん
な
記

事
の
影
響
で
、
ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
が
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
口
コ
ミ
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
、
個

人
の
申
し
込
み
が
多
い
の
で
す
か
。

　

ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
個
人
で
す
ね
。
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
の
大
手
旅
行
会
社
が
、
日

本
サ
イ
ド
の
企
画
、
手
配
、
実
施
を
う
ち

に
委
託
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
日
本
の
大
手
旅
行
会
社
か
ら
も

委
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
割
合

と
し
て
は
販
売
の
８
割
が
自
社
ブ
ラ
ン

ド
、
ウ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ツ
ア
ー
で
、

残
り
の
２
割
が
他
社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

他
社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
売
る
場
合
は
、
自
社

の
商
品
と
は
内
容
を
変
え
て
い
ま
す
。

―
―
人
気
の
ツ
ア
ー
は
。

　

基
本
的
に
は
ど
の
ツ
ア
ー
も
人
気
で

す
。
で
も
や
は
り
中
山
道
が
う
ち
の
目
玉

商
品
で
す
ね
。
歴
史
が
長
い
の
で
ガ
イ
ド

の
知
識
も
豊
富
で
す
し
、改
善
を
重
ね
て
、

洗
練
さ
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
は
年
間
１
５
０
本
く
ら
い
実
施
し
て

い
ま
す
。
あ
と
は
、
国
東
半
島
の
ツ
ア
ー

が
３
～
４
種
類
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
年
間

20
本
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
芭
蕉
ツ

ア
ー
や
熊
野
古
道
、
四
国
、
北
海
道
も
人

気
で
す
。
た
だ
、
ツ
ア
ー
は
、
簡
単
に
は

増
や
せ
な
い
ん
で
す
よ
。

―
―
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
理
由
で
す
か
？

　

私
た
ち
が
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ぶ
、

ガ
イ
ド
の
育
成
に
時
間
と
お
金
が
か
か
る

か
ら
で
す
。
ガ
イ
ド
が
悪
け
れ
ば
、
い
く

ら
企
画
が
良
く
て
も
評
判
は
上
が
り
ま
せ

ん
。
う
ち
の
会
社
の
生
命
線
は
、
お
客
さ

ん
の
満
足
度
で
す
か
ら
、
ガ
イ
ド
が
要
な

ん
で
す
。
ガ
イ
ド
に
必
要
な
の
は
知
識
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
お
客
さ
ん
同
士
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
通

訳
案
内
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
任

せ
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
人
は
１
カ
月
か
け
て
研
修
を
行
い

ま
す
し
、
熟
練
ガ
イ
ド
も
新
し
い
企
画
の

前
に
は
研
修
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
同
士
で
知
識
を
シ
ェ
ア
さ

せ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
お
客
さ
ん
の
参
加
目
的
は
。

　
「
日
本
に
来
て
み
た
い
」
と
い
う
よ
り

は
、「
い
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
ね
。
友
達
か
ら

「
良
か
っ
た
よ
」
と
薦
め
ら
れ
て
、
参
加

す
る
方
も
い
ま
す
し
、
仕
事
で
日
本
に
何

度
も
来
て
い
て
、
仕
事
が
ら
み
の
環
境
か

ら
一
歩
踏
み
出
し
た
か
っ
た
と
い
う
方
も

い
ま
す
。

―
―
そ
れ
ほ
ど
「
日
本
」
に
こ
だ
わ
り

が
な
い
方
も
い
る
の
で
す
ね
。

　

は
い
。
で
も
観
光
地
と
し
て
の
日
本
の

知
名
度
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
は
以
前
か
ら
、
車
や
家
電
な
ど

良
い
製
品
を
造
っ
て
い
る
国
と
し
て
知
名

度
は
高
か
っ
た
け
れ
ど
、
遊
び
に
行
く
発

想
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
最
近
は
、
遊
び

に
行
け
る
国
だ
と
理
解
し
て
い
る
人
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
良
さ
を

も
っ
と
開
拓
す
る
べ
き

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
増
や
そ
う
と
い

う
動
き
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

　

賛
成
で
す
。
こ
の
国
は
非
常
に
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、日
本
も
日
本
人
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
日
本
人
で
さ
え
、
自
分
の
国
の
こ

と
を
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
大
き
な

可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
人
は
い
つ
も
、
日
本
は
小
さ
い

国
と
言
い
ま
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
。
イ
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ギ
リ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
い
し
、
南
北

で
３
０
０
０
km
く
ら
い
あ
る
。そ
れ
か
ら
、

無
人
島
も
入
れ
た
ら
１
万
島
く
ら
い
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
形
や
風
景
、
気
候

や
食
事
も
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
は
地
元
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド

も
あ
り
ま
す
。

―
―
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
増
や
す

に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
潜
む
可
能
性
、
知
ら
れ
ざ
る
日

本
の
良
さ
を
も
っ
と
開
拓
し
て
、
じ
っ
く

り
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
う
ち
は
日
本
を
散
策
す
る
分

野
を
、
上
手
に
開
拓
し
て
こ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。

―
―
知
ら
れ
ざ
る
日
本
を
、
ど
の
よ
う

に
探
し
、商
品
化
さ
れ
て
き
た
の
で
す
か
。

　

最
終
的
に
は
自
分
た
ち
の
感
性
を
基

準
に
し
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
イ
ン

タ
レ
ス
ト
。
ど
れ
だ
け
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
か
、
ど
れ
だ
け
学
ん
で
い
た
だ
け

る
か
で
す
。
自
分
の
国
の
文
化
と
日
本
の

文
化
を
比
較
し
て
、
ど
れ
だ
け
日
本
の
こ

と
を
理
解
し
得
る
か
。
そ
れ
が
面
白
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ど

う
や
っ
て
満
足
で
き
る
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
う
か
。
京
都
だ
っ
た
ら
、
あ
り
の
ま

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
満
足
し
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
よ
。
で
も
稚

わ
っ
か

内な
い

な
ら
ど

う
か
、
国
東
な
ら
ど
う
や
る
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

―
―
地
域
に
よ
っ
て
、
だ
い
ぶ
方
法
が
変

わ
り
そ
う
で
す
。

　

あ
と
は
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
、
効
率
で

す
ね
。
例
え
ば
２
つ
の
観
光
名
所
が
あ
っ

て
、
そ
の
間
が
３
時
間
の
道
の
り
だ
と
し

ま
す
。
貸
し
切
り
バ
ス
で
移
動
す
る
と
、

風
景
は
見
ら
れ
る
け
ど
、
触
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
貸
し
切
り
バ
ス
の

中
は
外
国
人
の
空
間
で
あ
っ
て
、
日
本
じ

ゃ
な
い
。
そ
し
て
、
観
光
名
所
に
は
観
光

客
と
観
光
客
向
け
の
仕
事
を
し
て
い
る
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
２
つ
の
観
光

名
所
を
１
つ
に
絞
っ
て
、
じ
っ
く
り
散
策

す
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
旅
を
す
る

な
ら
、
現
地
の
人
た
ち
と
時
間
を
過
ご
し

た
い
と
い
う
流
れ
は
、
今
、
観
光
業
の
中

で
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
本
当

の
良
さ
は
日
本
人
と
の
交
流
だ
し
、
そ
れ

は
全
国
的
に
潜
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

―
―
効
率
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
え

て
非
効
率
な
ほ
う
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

　

ど
う
や
っ
て
そ
の
３
時
間
を
上
手
に
使

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。名
所
巡
り
だ
と
、

バ
ス
で
走
り
回
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

し
、
観
光
名
所
と
い
う
の
は
地
元
の
人
に

と
っ
て
も
特
別
な
空
間
で
す
か
ら
、
一
つ

の
ツ
ア
ー
に
ひ
と
つ
ふ
た
つ
あ
れ
ば
十
分

で
す
。
そ
れ
よ
り
、
こ
の
名
所
は
ど
ん
な

役
割
が
あ
る
の
か
、
誰
が
作
っ
た
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
探
っ
て
い
く
ほ
う
が
面

白
い
。

―
―
参
加
者
の
反
応
を
見
て
、
内
容
を

修
正
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
大
事
な
意
見

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
我
々
が
見
落
と

し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
し
、
世
の
中

の
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
ニ
ー
ズ
は
、
す
ぐ
に

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
あ
る
種
の

「
流
れ
」
な
の
で
、
な
る
べ
く
そ
れ
に
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

言
葉
の
問
題
に

ど
う
対
応
す
る
か

―
―
地
方
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入

れ
る
際
、言
葉
の
問
題
が
大
き
い
の
で
は
。

　

僕
は
、一
番
の
問
題
は
言
葉
で
は
な
く
、

地
方
の
人
た
ち
の
多
く
が
自
分
の
地
域
の

ア
ピ
ー
ル
性
が
何
か
、
理
解
し
て
い
な
い

ザ・ジャパン・トラベル・カンパニー外観。17年前は空き家だった

スタッフはUJIターンの人が多い
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こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
っ
て
自
分

の
国
を
知
ら
な
い
で
す
よ
。
だ
い
た
い

日
々
の
生
活
パ
タ
ー
ン
が
決
ま
っ
て
い
て
、

同
じ
道
し
か
通
ら
な
い
。
で
も
時
間
が
あ

る
時
に
、
普
段
歩
か
な
い
道
を
歩
く
と
、

案
外
発
見
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
全
部
始
ま

る
ん
で
す
。
自
分
の
地
域
の
魅
力
を
把
握

せ
ず
に
、
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
の
で
、
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
言
葉
に
つ
い
て
は
、「
英
語
が

で
き
な
い
か
ら
」
と
諦
め
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
う
ち
の
ツ
ア
ー
で
、
海
外

の
学
生
と
接
す
る
地
元
の
年
配
の
女
性

は
、
英
語
は
さ
っ
ぱ
り
だ
け
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
上
手
で
す
。

―
―
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

は
、
誰
で
も
慣
れ
れ
ば
得
ら
れ
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

個
人
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
時
、
た
ま
に
旅
館
か

ら
「
外
国
人
の
ツ
ア
ー
は
ち
ょ
っ
と
」
と

断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
い

う
場
合
は
、
な
る
べ
く
僕
た
ち
が
現
地
ま

で
足
を
運
ん
で
話
を
し
て
、
不
安
を
解
消

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
う
ち
が
長
年
付

き
合
っ
て
い
る
旅
館
の
女お

か
み将
さ
ん
と
話
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
我
々

が
旅
館
に
対
し
て
上
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
も
大
事
で
す
し
、
長
く
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
も
大
事
。
旅
館
の
方
々
は
、
自

分
の
欠
点
も
評
価
し
た
上
で
、
お
客
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
一
気
に
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う

の
で
、
時
間
は
か
か
る
こ
と
を
前
提
に
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

生
活
習
慣
な
ど
、
無
理
し
て
相
手
に
完
全

に
合
わ
せ
る
必
要
も
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

将
来
が
見
え
て
く
る
と

人
は
元
気
に
な
る

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
０
０
０
万
人
の
目

標
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
い

い
起
爆
剤
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ

が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
手
を
す

る
と
そ
の
時
限
り
の
盛
り
上
が
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
４
０
０
０
万
人
と
い
う
単
純
な
人
数

で
は
な
く
、
滞
在
日
数
を
見
て
ほ
し
い
で

す
。
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で
、
バ
ス
で
名
所

を
走
り
回
る
だ
け
の
ツ
ア
ー
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
生
む
か
と
い
う
と
疑
問
で
す
。
そ

れ
に
、
そ
う
い
う
ツ
ア
ー
は
、
地
方
で
は

移
動
距
離
ば
か
り
が
伸
び
て
、
作
り
に
く

い
と
思
い
ま
す
ね
。

―
―
観
光
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
に
は
、

地
域
へ
の
経
済
的
な
効
果
と
、
経
済
で
は

計
れ
な
い
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ポ

ー
ル
さ
ん
は
ど
ち
ら
に
重
き
を
置
い
て
い

ま
す
か
。

　

両
方
で
す
ね
。
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
だ
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
み
ん
な
が
ハ

ッ
ピ
ー
で
も
、
お
金
が
な
け
れ
ば
行
き
詰

ま
り
ま
す
し
、逆
に
お
金
ば
っ
か
り
だ
と
、

や
っ
ぱ
り
お
か
し
く
な
っ
て
く
る
。
あ
る

種
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す
。
い
い
例
と

し
て
は
、
僕
が
こ
こ
（
大
分
県
杵
築
市
）

に
移
住
し
た
頃
、
地
元
の
人
に
は
、
こ
こ

の
何
が
良
い
の
？
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で

も
今
は
全
然
違
い
ま
す
ね
。
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
地
元

の
人
た
ち
が
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
我
々
が
今
、
事
務
所
と
し
て

使
っ
て
い
る
こ
の
建
物
も
、
僕
が
手
に
入

れ
た
時
は
17
年
間
空
き
家
だ
っ
た
の
で
ボ

ロ
ボ
ロ
で
し
た
。
で
も
、
改
築
し
て
事
務

所
と
し
て
使
っ
た
り
、
周
囲
に
昔
な
が
ら

の
石
垣
を
積
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
味
の

あ
る
風
景
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
集
落

内
の
空
き
地
も
、
我
々
が
草
刈
り
し
て
景

中山道　恵那峡

中山道　奈良井宿
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観
を
守
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
の
人
た
ち

も
喜
ん
で
く
れ
て
、
そ
こ
か
ら
交
流
も
生

ま
れ
ま
す
し
、
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
こ
と

で
元
気
も
出
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
金

銭
的
に
は
計
れ
な
い
良
い
循
環
を
作
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
地
域
の
経
済
に
も
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

は
い
。
う
ち
の
観
光
は
現
地
の
人
と
交

流
を
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
、
知
ら
れ
ざ

る
日
本
に
忍
び
込
ん
で
い
く
ス
タ
イ
ル
な

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
う
ち
の
ツ
ア
ー
は
、

現
地
の
人
の
収
入
源
に
も
な
っ
て
い
る

し
、そ
の
お
金
は
地
元
で
使
わ
れ
る
か
ら
、

経
済
的
に
い
い
循
環
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
程
度
の
集
客
が
見
込
め
る
と

将
来
へ
の
投
資
も
で
き
る
の
で
、
そ
こ
で

ま
た
お
金
が
発
生
し
、
集
客
能
力
も
高
ま

り
ま
す
。
例
え
ば
、
長
野
の
県
南
に
あ
る

開
田
高
原
で
は
、
ず
っ
と
ボ
ロ
ボ
ロ
の
バ

ス
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
半
前
に

新
品
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
が
い
く
ら
か

見
え
て
く
る
と
、
人
間
っ
て
元
気
に
な
る

ん
で
す
。

　

こ
こ
（
杵
築
）
で
も
同
じ
よ
う
な
現
象

が
起
き
て
い
る
ん
で
す
。
頑
張
れ
ば
何
と

か
な
る
。
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
し
か

し
た
ら
こ
の
村
の
将
来
を
取
り
戻
せ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
気
持
ち
の
上
で
、
何
か

変
わ
っ
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
。

国
東
半
島
の
実
例
を

全
国
に
広
め
る
の
が
目
標

―
―
地
方
で
雇
用
を
創
出
す
る
手
段
と

し
て
、
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ポ
ー
ル
さ
ん
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
ス
タ
ッ
フ
は
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ

ー
ン
の
人
が
多
い
で
す
が
、
最
近
は
現
地

の
人
も
、
こ
ち
ら
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
が
日
本
の
社
会

に
深
く
根
付
き
、
現
地
の
人
た
ち
と
手
を

組
む
こ
と
で
景
観
も
守
っ
て
い
る
こ
と
を

見
本
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

―
―
国
東
半
島
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、

別
の
場
所
で
も
広
め
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
日
本
全
国
を
元
気
に
し
て

い
か
な
い
と
。
た
だ
、
我
々
に
全
国
で
活

動
を
行
う
力
は
な
い
の
で
、
可
能
性
と
実

例
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。
最
近
は

事
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
依
頼
や
視
察

も
増
え
て
い
ま
す
し
、
他
業
種
の
大
企
業

か
ら
も
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
、
地
方
を
大
事
に
し
な
い
と

い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
方

法
に
迷
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の

地
方
に
拠
点
を
構
え
た
ら
ど
う
か
と
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
さ
え
あ
れ
ば
地
方
で
仕
事

が
で
き
な
い
わ
け
は
な
い
。

　

今
、
地
方
で
、
ま
ず
職
場
が
な
い
と
、

農
業
だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
こ

を
、
日
本
の
企
業
に
対
し
て
強
く
言
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
観
光
は
日
本
の
地
方
が
抱
え
る
問

題
解
決
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
か
。 

　

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
全
て
、
で
は
な

い
で
す
け
れ
ど
。
開
拓
さ
れ
て
い
な
い
地

域
で
も
、
落
ち
着
い
て
５
年
く
ら
い
か
け

て
良
い
基
盤
を
作
れ
ば
、
そ
の
後
も
長
い

効
果
は
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
日
本
で
こ
の
活
動
が
で
き
る
の

は
、
日
本
の
田
舎
が
あ
る
か
ら
。
観
光
に

よ
っ
て
、
田
舎
を
再
生
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

菅
野
正
洋

編
集
協
力
：
吉
田
千
春
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日
本
で
は
、
地
方
創
生
の
掛
け
声
の
も

と
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
の

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
日
本
全
体

の
活
力
向
上
を
目
的
と
し
た
施
策
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
で
も
、「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」（
２
０
１
５
年
３
月
）

と
併
せ
て
「
魅
力
あ
る
農
山
漁
村
づ
く
り

に
向
け
て
」
を
策
定
し
、
旅
行
・
観
光
に

近
い
分
野
に
お
い
て
は
、
都
市
と
農
村
の

交
流
や
都
市
住
民
の
移
住・定
住
の
促
進
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
対
応
し
た
農
村
に
お

け
る
雇
用
の
確
保
と
所
得
の
向
上
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
の
所
属
す
る
観
光
地
域
研
究
部
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
過
疎
地
域
な
ど
の

調
査
研
究
を
手
掛
け
る
こ
と
も
多
い
が
、

農
山
村
に
お
い
て
も
、
地
域
活
性
化
の
手

段
と
し
て
観
光
、
そ
の
振
興
に
取
り
組
む

地
域
が
増
え
て
い
る
と
、
実
感
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
各
稿
を
も
と
に
、
農
山
村

に
お
け
る
観
光
（
以
下
、
農
山
村
観
光
）

の
本
質
、
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
て
み
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
「
農
業
」
と
は
農
林
漁

業
な
ど
の
一
次
産
業
全
般
を
、
ま
た
「
農

山
村
」「
農
村
」「
田
舎
」
は
農
山
漁
村
地

域
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
る
。

農
山
村
と
観
光
、

そ
の
変
遷

　

農
山
村
に
お
け
る
観
光
と
い
う
と
、「
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
思
い
出
さ
れ

る
が
、
こ
の
言
葉
は
、
１
９
９
２
年
（
平

成
４
年
）
に
、
農
林
水
産
省
の
「
新
し
い

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
方
向
」
と
い

う
答
申
の
中
で
初
め
て
公
式
に
用
い
ら
れ

た
も
の
で
、
同
省
で
は
、「
農
村
地
域
に

お
い
て
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を

楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
」
と
定
義

し
て
い
る
。
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

に
策
定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
」
で
は
「
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て

自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む

滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
あ
り
、
農
作
業

体
験
や
農
産
物
加
工
体
験
、
農
林
漁
家

民
泊
、
さ
ら
に
は
食
育
な
ど
が
こ
れ
に
当

た
る
」
と
い
う
表
現
で
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

帝
京
大
学
准
教
授
で
、
農
村
地
域
に

お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
過
程
を
研
究

し
て
い
る
山
田
耕
生
氏
に
よ
る
と
、「『
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
の
用
語
が
登
場

す
る
以
前
に
も
、
農
山
村
で
は
類
似
の
観

光
が
展
開
さ
れ
て
き
た
」
と
指
摘
す
る
。

例
え
ば
、「
１
９
６
０
年
代
後
半
に
は
、

高
度
経
済
成
長
で
増
加
し
た
都
市
住
民

が
自
然
と
触
れ
合
う
場
と
し
て
観
光
農

園
が
急
増
し
た
。
ま
た
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
（
１
９
７
３
年
）
に
よ
る
経
済
の
低
成

長
期
に
は
、
都
市
と
は
対
極
に
あ
る
農
山

村
の
文
化
、
風
習
、
自
然
環
境
、
農
林
産

業
な
ど
を
包
括
し
た
『
ふ
る
さ
と
』
と
し

て
の
農
山
村
の
価
値
が
注
目
を
集
め
、
ふ

る
さ
と
村
、ふ
る
さ
と
の
味
と
い
っ
た
、『
ふ

る
さ
と
』
の
観
光
対
象
化
の
動
き
が
急
速

に
広
ま
っ
た
」
と
い
う
。

　

そ
の
後
、「
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
と

も
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
ブ
ー
ム
が
終
息
し

始
め
た
１
９
９
０
年
代
に
入
り
、
農
業

体
験
と
農
家
民
宿
が
強
調
さ
れ
た
『
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
が
全
国
的
に
脚

光
を
浴
び
た
。
２
０
０
０
年
に
入
る
と
、

農
山
村
の
持
つ
多
く
の
側
面
が
着
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
山
村
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
資
源
を
利
用
し
た
余
暇
活
動
の
『
ル

ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
が
広
が
り
、
農

山
村
で
の
多
様
な
楽
し
み
方
や
滞
在
の 山下氏が特に親しんだ山村、青森県黒石市山形地区の伝統行事「大川原の火流し」

地方創生時代における
農山村と観光

～農山村が観光に取り組む意義を考える

吉澤 清良公益財団法人日本交通公社
観光地域研究部  次長・主席研究員
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31 特集テーマからの視座◉地方創生時代における農山村と観光～農山村が観光に取り組む意義を考える

仕
方
が
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
の
こ
と
だ
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
登
場
に
よ

り
農
山
村
観
光
は
注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
新
し
い

観
光
の
形
態
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
時

代
の
社
会
・
経
済
の
状
況
や
、
地
方
と

中
央
の
、
農
山
村
と
都
市
の
関
係
性
を

色
濃
く
反
映
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
き

た
と
言
え
る
。

各
特
集
の
要
点
を

振
り
返
る

　

近
年
で
は
、
旅
行
者
の
価
値
観
の
変
化

な
ど
を
背
景
に
、
農
山
村
の
風
景
や
農
業

の
営
み
、
田
舎
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
活

か
し
た
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に
進
展
し
つ

つ
あ
る
。
ま
た
、
農
山
村
の
中
に
は
、
そ

の
魅
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
多
く
の
外

国
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
も
少

な
く
な
い
。

　

本
特
集
で
は
、
東
北
地
方
で
、
農
山
村

観
光
を
牽
引
し
て
き
た
先
行
・
先
進
事
例

を
中
心
に
、
全
国
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘

客
に
成
功
し
て
い
る
事
例
を
対
象
と
し
て
、

ご
寄
稿
、
あ
る
い
は
取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
乗
り
越
え
て
き
た
苦
労
や
課
題
な

ど
も
含
め
て
、
可
能
な
限
り
現
場
の
実
態

に
迫
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。

　

各
稿
を
通
し
て
、「
農
山
村
（
人
）の
魅

力
」「
都
市
と
農
山
村
の
関
係
」「
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り・商
品
化
」「
受
入
課
題
」「
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
」「
情
報
発
信
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」「
観
光
の
効
果
」
な
ど
に

つ
い
て
、
数
多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
い
て

い
る
（
表
１
）。

　

こ
こ
で
は
、
各
稿
を
振
り
返
り
、
そ
の

要
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

自
信
を
持
っ
て
、

田
舎
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
！

巻頭言

　

ダ
ニ
エ
ル・カ
ー
ル
氏
は
、田
園
の
風
景
、

寺
や
神
社
、
四
季
折
々
の
風
物
詩
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
魅
力
を
挙
げ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、「
特
に
農
業
の
風
景
は

印
象
深
く
、
小
さ
な
棚
田
や
段
々
畑
で
の

丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
や
、
農
家
の
お
母
さ
ん

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
も
が
、
他
の
国
に

は
な
い
大
き
な
魅
力
だ
。
し
か
も
、
日
本

の
田
舎
は
、
古
さ
に
新
し
さ
も
取
り
入
れ

て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
な
ん
も
ね
ん
だ
（
何
も
な

い
ん
だ
）」
と
謙
遜
ば
か
り
せ
ず
、
市
町

村
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
手
を
組
み
、
田

舎
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

条
件
不
利
地
域
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
振
興
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

特集
1

　

全
国
の
市
区
町
村
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
吉
谷
地
裕
は
、

地
域
振
興
立
法
５
法
の
指
定
地
域
に
つ
い

て
、
次
の
通
り
分
析
し
た
。

・�

地
域
が
抱
え
る
人
口
や
雇
用
、
福
祉

や
教
育
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

観
光
振
興
、
ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
振
興
に
よ
る
解
決
へ
の
期
待
が
高

か
っ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
「
雇
用
や

税
収
に
関
す
る
課
題
」
に
対
し
て
で

あ
っ
た
（
観
光
振
興
へ
の
期
待
50
・
７

％
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
期
待

28
・
２
％
）。

・�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
の
重
要
度
に

つ
い
て
は
、「
重
要
で
あ
る
」
が
52
・

８
％
と
、
そ
の
他
の
地
域
（
29
・
５
％
）

よ
り
も
高
い
。

・�

実
施
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
施

策
に
つ
い
て
は
、「
情
報
発
信
（
55
・

６
％
）」「
受
入
環
境
整
備
（
54・２
％
）」

「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
38
・７
％
）」
と
な

各稿で取り上げられた内容
①

農山村（人）の魅力
②

都市と農山村の関係
③

プログラムづくり･ 商品化
④

受入課題
⑤

コーディネート組織
⑥

情報発信
⑦

インバウンド
⑧

観光の効果

巻頭言 自信を持って、田舎の魅力を発信しよう ! ● ● ●

特集 1 条件不利地域はインバウンド観光振興を
どう捉えているか ● ● ● ● ●

特集 2 観光振興は地方を救うか
－交流から始まる観光とこの国のちから ● ● ● ● ●

特集 3 舞台と農業にこだわった修学旅行＂40年
の想い＂ ● ● ● ●

特集 4 飛騨の里山から世界へ　クールな田舎を
プロデュース ● ● ● ●

特集 5 知られざる日本の魅力をたどるウォーキ
ングツアー ● ● ● ● ● ●

表１   各稿で取り上げられた
　　　内容の整理

資料：（公財）日本交通公社作成
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観
光
振
興
は
地
方
を
救
う
か

―
―
交
流
か
ら
始
ま
る
観
光

と
こ
の
国
の
ち
か
ら

特集
2

　

山
下
祐
介
氏
は
、「
観
光
は
地
方
に
と

っ
て
本
当
に
稼
げ
る
普
遍
的
な
手
段
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
観
光
と
は
何
か
。

何
の
た
め
の
観
光
振
興
な
の
か
」
と
の
問

題
を
提
起
し
た
。

　

そ
し
て
、「
観
光
は
、
楽
し
む
も
の
だ
。

旅
行
者
が
楽
し
み
、
受
け
入
れ
る
側
も
楽

し
む
こ
と
が
基
本
だ
。
地
方
と
中
央
の
、

都
市
と
農
村
の
交
流
観
光
こ
そ
を
目
指

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。
そ

の
上
で
、問
題
の
原
点
は
、「
中
央
と
地
方
、

都
市
と
農
村
、
そ
し
て
経
済
と
暮
ら
し
、

カ
ネ
と
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
ま
り
に
も

生
産
一
辺
倒
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と

に
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

後
半
、ご
自
身
の「
津
軽
学
」「
白
神
学
」

運
動
の
紹
介
の
中
で
、「
山
村
は
生
き
る

の
に
便
利
で
豊
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

古
い
村
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
文
化
が
蓄

積
さ
れ
、
日
本
人
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
の

原
点
が
潜
ん
で
い
る
」
と
し
て
評
価
し
、

「
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
観
光

に
は
多
く
の
期
待
が
潜
在
し
て
い
る
」
と

分
析
し
た
。

　

そ
し
て
、「
都
会
の
人
々
は
も
っ
と
農

山
漁
村
を
訪
れ
、
自
分
が
ど
う
や
っ
て
生

き
て
い
る
の
か
を
、
観
光
を
通
じ
て
も
っ

と
間
近
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
そ
の

こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
し
た
。

舞
台
と
農
業
に
こ
だ
わ
っ
た

修
学
旅
行
“
40
年
の
想
い
”

特集
3

　

大
和
田
し
ず
え
氏
、
阿
部
裕
志
氏
、

中
島
祥
崇
氏
は
、
１
９
５
３
年
（
昭
和
28

年
）、
わ
ら
び
座
が
拠
点
と
し
た
秋
田
に

は
、「
若
者
た
ち
を
迎
え
入
れ
、食
べ
さ
せ
、

励
ま
そ
う
と
い
う
優
し
さ
が
こ
こ
の
風
土

に
あ
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
に
始
ま
っ

た
農
家
体
験
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、

「
農
家
な
ど
へ
の
依
頼
か
ら
準
備
に
２
年

間
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
減
反
政
策
が
始

ま
っ
て
６
～
７
年
が
経
ち
、
も
う
農
業
は

終
わ
り
だ
と
思
っ
て
い
た
農
家
の
人
た
ち

が
、
都
会
の
子
た
ち
が
来
て
喜
々
と
し
て

稲
刈
り
を
す
る
姿
に
、
農
業
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
認
識
で
き
た
。生
徒
た
ち
以
上
に
、

農
家
が
受
け
た
感
動
や
刺
激
が
大
き
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
多
く
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
熱
く
語
っ
た
。
今
で
は
、

農
家
体
験
は
、
２
代
目
、
３
代
目
の
農
家

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

40
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
仙
北
市
を

中
心
に
秋
田
の
農
家
体
験
を
支
え
て
き
た

わ
ら
び
座
の
方
々
が
、
農
山
村
観
光
の
課

題
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、「
学
校
と
農
家

を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
は
ほ
と
ん

ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
地
域
で
も

農
家
と
観
光
を
結
ぶ
場
合
、
そ
の
役
割
は

絶
対
必
要
だ
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な

役
割
を
大
事
に
す
る
仕
組
み
が
で
き
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
。
国
が
推
奨
し
、
今
ま

さ
に
多
く
の
地
域
で
検
討
さ
れ
て
い
る

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」（Destination M

anagem
ent/

M
arketing  Organization

）
に
も
つ
な

が
る
話
で
あ
っ
た
。

毎回、大きな感動を呼ぶ農家体験

っ
て
い
る
。

・�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連

し
て
地
域
に
生
じ
て
い
る
好

影
響
や
期
待
さ
れ
る
事
項

の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
（
43
・

７
％
）」
に
次
い
で
、「
あ
る

（
43
・
０
％
）」
と
、
そ
の
他

の
地
域
に
比
べ
て
高
い
。

・�

一
方
で
、
地
域
に
生
じ
て

い
る
課
題
や
懸
念
さ
れ
る

事
項
の
有
無
に
つ
い
て
も
「
あ
る

（
39
・
４
％
）」
と
、
そ
の
他
の
地
域
に

比
べ
て
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
実
施
し
た
、
一
部
市
町
村
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
は
、「
観
光
に
よ

り
地
域
住
民
に
誇
り
や
自
信
は
生
ま
れ
た

が
、
生な

り
わ
い業
と
は
直
結
し
て
い
な
い
の
が
現

状
。
そ
れ
で
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
を

重
要
施
策
と
し
て
取
り
組
む
の
は
、
地
域

の
将
来
が
な
い
と
い
う
危
機
感
を
背
景
と

し
た
一
種
の
『
投
資
』
だ
か
ら
」（
内
子
町
）

と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　

両
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
農

山
村
を
抱
え
る
自
治
体
が
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
、
各
種
施
策
に
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
も
期
待
を
持
っ
て
取
り
組
む
実
態
で

あ
っ
た
。

視
座特集テーマからの
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33 特集テーマからの視座◉地方創生時代における農山村と観光～農山村が観光に取り組む意義を考える

飛
騨
の
里
山
か
ら
世
界
へ

ク
ー
ル
な
田
舎
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス

特集
4

　

山
田
拓
氏
は
、「
ツ
ア
ー
に
お
い
て
ガ

イ
ド
の
役
割
は
非
常
に
重
要
。『
暮
ら
し

を
旅
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
』
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
、
暮
ら
し
や
地
域
の
人
の
想
い

を
感
じ
ら
れ
る
ツ
ア
ー
を
心
掛
け
て
い

る
」
と
、
そ
の
魅
力
を
説
明
し
、「
地
域

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
観
光
を
使
う
。
商

売
の
成
功
だ
け
で
な
く
、
地
域
のhappy

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
、

そ
の
信
念
を
語
っ
た
。

　

日
本
の
魅
力
と
農
山
村
に
つ
い
て
は
、

「
日
本
に
は
他
の
国
に
は
な
い
、
歴
史
・

文
化
の
重
厚
な
蓄
積
が
あ
る
。
農
山
村
に

は
、
そ
れ
ら
が
暮
ら
し
の
形
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
農
山
村
は
、
観
光
振
興
に
お
い

て
は
可
能
性
の
宝
庫
。
世
界
に
は
、
日
本

の
農
山
村
の
資
源
の
価
値
を
認
め
て
、
対

価
を
支
払
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
る
」
と
話
し
た
。

　

農
山
村
観
光
に
は
、「『
地
域
の
意
志
の

総
和
』
が
重
要
で
、
新
た
な
こ
と
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
る
人
た
ち
の
意
志
の
総

和
が
、
地
域
を
動
か
す
く
ら
い
の
塊
に
な

る
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
地
域
の
未
来
が
か

か
っ
て
い
る
」、
地
域
が
ま
と
ま
る
に
は
、

「『
あ
の
国
の
あ
ん
な
町
に
な
り
た
い
』
と
、

具
体
的
な
モ
デ
ル
で
共
有
す
る
と
よ
い
」

と
解
説
し
た
。

　
「
観
光
が
地
域
社
会
に
果
た
す
役
割
は

非
常
に
大
き
い
。
単
な
る
三
次
産
業
の
一

部
で
は
な
く
、
地
域
の
広
告
塔
と
し
て
、

そ
し
て
地
域
経
済
の
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
観
光
産
業
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
」

と
結
ん
だ
。知

ら
れ
ざ
る
日
本
の
魅
力
を

た
ど
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

特集
5

　

ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
テ
ィ
氏
は
、「
日
本

の
一
番
の
魅
力
は
、
田
園
の
風
景
、
食
べ

物
、
歴
史
や
文
化
、
そ
れ
ら
を
作
り
上
げ

て
き
た
日
本
人
。
日
本
人
を
理
解
す
る
に

は
、
あ
る
が
ま
ま
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見

る
に
は
、
田
舎
を
訪
れ
る
の
が
一
番
」
と

話
し
た
。

　

し
か
し
、「
ツ
ア
ー
は
、
簡
単
に
は
増

や
せ
な
い
。
ガ
イ
ド
の
育
成
に
時
間
と
お

金
が
か
か
る
。
会
社
の
生
命
線
は
、
お
客

さ
ん
の
満
足
度
で
、ガ
イ
ド
が
要
だ
」
と
、

ガ
イ
ド
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

知
ら
れ
ざ
る
日
本
を
商
品
化
す
る
の
に

大
事
な
こ
と
と
し
て
は
、「
イ
ン
タ
レ
ス

ト
、
ど
れ
だ
け
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

か
」「
ど
う
や
っ
て
満
足
で
き
る
時
間
を

過
ご
し
て
も
ら
う
か
」「
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ

ー
、
効
率
、
ど
う
や
っ
て
時
間
を
う
ま
く

使
う
か
」
の
３
点
を
挙
げ
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
際
の
一

番
の
問
題
は
、「
言
葉
で
は
な
く
、
自
分

の
地
域
の
ア
ピ
ー
ル
性
が
何
か
、
理
解
し

て
い
な
い
こ
と
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
、「
観
光
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ

ト
に
は
、
地
域
へ
の
経
済
的
な
効
果
と
、

そ
れ
以
外
の
効
果
が
あ
る
が
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
。
あ
る
種
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
事
だ
」「
観
光
は
日
本
の
地
方
が
抱
え

る
問
題
解
決
に
全
て
で
は
な
い
が
役
立

つ
。
落
ち
着
い
て
５
年
く
ら
い
か
け
て
良

い
基
盤
を
作
れ
ば
、
そ
の
後
も
長
い
効
果

は
得
ら
れ
る
」
と
語
っ
た
。

農
山
村
観
光
の
本
質
、

意
義
を
考
え
る

■
農
山
村
観
光
の
本
質

　

各
稿
を
通
し
て
、
改
め
て
、
農
山
村
観

光
の
本
質
と
は
何
か
を
考
え
て
み
た
。

　

日
本
の
約
６
割
の
市
区
町
村
が
『
地
域

振
興
立
法
５
法
』
の
い
ず
れ
か
の
適
用
を

受
け
て
い
る
。
山
間
部
や
離
島
に
限
ら
ず

大
都
市
の
近
く
に
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
っ

経験豊かなガイドが里山の文化・歴史、暮らしを丁寧にご案内
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30_35_232_特集テーマからの視座.indd   33 2017/01/11   午後1:16



34観光文化232号 January 2017

■
農
山
村
観
光
の
取
り
組
み
、
そ
の
留
意
点

　

そ
れ
で
は
、
農
山
村
が
観
光
に
取
り

組
む
際
の
留
意
点
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、山
田
拓
氏
（
特
集
４
）

が
指
摘
さ
れ
た
、「
目
的
の
明
確
化
と
共

有
」
だ
ろ
う
。
観
光
は
あ
く
ま
で
地
域

振
興
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
そ
の
目
的
を
理
解
し
、
地
域
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　

二
つ
目
は
、「
田
舎
の
風
景
、
環
境
の

保
全
」
で
あ
る
。
都
市
で
は
失
わ
れ
た
自

然
や
農
山
村
の
風
景
、
そ
れ
こ
そ
が
資
源

で
あ
り
、
農
山
村
観
光
の
舞
台
と
な
る
。

そ
の
際
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
テ
ィ
氏

（
特
集
５
）
の
よ
う
に
、
観
光
事
業
者
が

現
地
の
人
た
ち
と
手
を
組
み
、
景
観
を
守

っ
て
い
く
、
そ
う
し
た
姿
勢
が
大
切
だ
。

　

三
つ
目
は
、「
高
品
質
の
高
付
加
価
値

商
品
の
企
画
・
提
供
」
で
あ
る
。
山
田
拓

氏
や
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
テ
ィ
氏
の
よ
う
に
、

「
何
を
、
ど
こ
の
、
誰
に
売
る
の
か
」
を

明
確
に
意
識
し
て
、
価
格
に
見
合
っ
た
相

応
の
特
徴
・
魅
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

な
お
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
企
画
の

際
に
は
、「
人
（
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
受
入

農
家
、
地
域
住
民
な
ど
）
と
の
触
れ
合
い

の
場
、
機
会
が
あ
る
こ
と
」
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　

四
つ
目
は
、「
情
報
発
信
の
強
化
」
で

あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
、
山
田
拓

氏
、
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
テ
ィ
氏
は
、
口
々

に
、「
日
本
人
自
体
が
、
地
域
の
魅
力
に

気
づ
い
て
い
な
い
。
発
信
し
て
い
な
い
。」

と
指
摘
し
た
。
日
本・日
本
人
の
良
さ
は
、

世
界
的
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
。

　

各
氏
い
ず
れ
も
、
農
山
村
観
光
に
お
け

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、お
お
む
ね
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
か
ら
は
、
巻
頭
言

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
時
に
、
実
は
次
の
よ
う
な

ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
「
今
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
は
、

い
ろ
い
ろ
な
田
舎
に
出
掛
け
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
し
て
い
る
。
海
外
の
観
光
客
へ
の

影
響
力
も
大
き
い
か
ら
、
日
本
の
田
舎
の

魅
力
を
、
も
っ
と
在
日
外
国
人
を
通
じ
て

発
信
す
る
と
い
い
の
で
は
な
い
か
」

　

日
本
国
内
に
は
約 

２
２
３ 

万
人

（
２
０
１
５ 

年
末
、
法
務
省
）
の
在
日
外

国
人
が
居
住
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
日
本

に
一
定
の
理
解
も
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
た

め
、
地
域
が
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
り
、
最
大
の
ネ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
る
言

葉
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
も
軽

減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

在
日
外
国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

こ
と
も
、
外
国
人
に
向
け
て
地
域
の
情

報
発
信
を
す
る
上
で
は
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
五
つ
目
は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
組
織
の
存
在
」
で
あ
る
。
わ
ら
び
座

（
特
集
３
）
は
、「
農
家
の
生
活
と
観
光
の

バ
ラ
ン
ス
も
大
事
で
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
の
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
だ
け
で
仕
事
を
成
り
立
た
せ
る
な

ら
、
そ
れ
も
含
め
て
お
金
が
ま
わ
る
仕
組

み
を
作
ら
な
い
と
難
し
い
」
と
、
課
題
を

指
摘
し
て
い
る
。

て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
農
山
村
で
の
生
産

活
動
に
よ
り
自
然
環
境
が
維

持
さ
れ
、
食
料
が
生
み
出
さ

れ
、
そ
の
営
み
を
通
じ
て
、

日
本
文
化
、
ひ
い
て
は
日
本

人
そ
の
も
の
が
形
作
ら
れ
て

き
た
。

　

農
山
村
に
は
、
都
市
で
は

感
じ
ら
れ
な
い
、
自
然
や
田
畑

に
見
ら
れ
る
四
季
折
々
の
繊
細

な
風
景
、
地
域
の
神
社
・
仏
閣
、
暮
ら
し

に
根
差
し
た
伝
統
行
事
な
ど
、「
田
舎
の
良

さ
」
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
時
に

こ
の
何
で
も
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
地
域

を
、
地
域
の
「
人
」（
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
受

入
農
家
、
地
域
住
民
な
ど
）
と
の
出
会
い

や
触
れ
合
い
が
、
大
き
な
魅
力
へ
と
変
え

て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー

ル
氏
（
巻
頭
言
）、山
下
祐
介
氏
（
特
集
２
）

を
は
じ
め
、
各
稿
で
異
口
同
音
に
語
ら
れ

て
い
る
が
、
農
山
村
で
、
地
域
の
人
と
と

も
に
過
ご
す
時
間
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力

や
価
値
を
理
解
し
、感
動
を
与
え
る
こ
と
、

こ
れ
こ
そ
が
農
山
村
観
光
の
本
質
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
を
、
私
た
ち
は
改
め
て
理

解
し
た
。

情報発信の重要性について語るダニエル・カール氏（日本交通公社ビ
ル　ライブラリーホールにて）
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全
国
的
に
も
こ
う
し
た
観
光
に
お
け
る

中
間
支
援
組
織
の
成
功
例
は
多
く
は
な

い
。
社
内
に
「
あ
き
た
び
く
ら
ぶ
」
を
設

置
し
、
地
域
で
の
新
し
い
関
係
の
構
築
を

目
指
す
、
わ
ら
び
座
の
動
向
に
引
き
続
き

注
目
し
た
い
。

■
終
わ
り
に

　

各
稿
を
通
し
て
、
農
山
村
が
観
光
に

取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

　

見
え
て
き
た
の
は
、「
観
光
が
人
口
減

少
や
高
齢
化
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に

果
た
せ
る
役
割
は
限
定
的
」
と
感
じ
つ
つ

も
、
望
み
を
託
し
て
取
り
組
む
市
町
村
の

姿
。
一
方
で
、
農
山
村
観
光
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
課
題
を
乗
り
越
え
、
少
な
か

ら
ず
観
光
に
地
域
活
性
化
の
可
能
性
を

見
い
だ
し
て
い
る
実
態
で
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
観
光
は
地
域

課
題
の
根
本
的
な
解
決
方
法
に
は
な
ら

な
い
。山
下
祐
介
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

中
央
と
地
方
、
都
市
と
農
村
の
関
係
が
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
下
で
は
、
な
お
さ
ら

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
本
特
集
の
作
成
に
中
心
的

に
関
わ
っ
た
私
ど
も
（
吉
澤
、
菅
野
、
中

島
、
吉
谷
地
）
は
、
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
テ

ィ
氏
の
「
観
光
は
問
題
解
決
に
全
て
で
は

な
い
が
役
立
つ
。
良
い
基
盤
を
作
れ
ば
、

そ
の
後
も
長
い
効
果
は
得
ら
れ
る
」、
す

な
わ
ち
、
や
り
方
次
第
で
は
地
域
の
将
来

を
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
強
く
信

じ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
農
山
村
に
お
け

る
観
光
、
そ
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
よ
う

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ　

き
よ
よ
し
）

　秋田県は、東日本大震災の発生後、東北地方でも、国内
旅行、訪日外国人旅行ともに回復の足取りが遅い。その秋
田県内でも過疎化、高齢化が著しい秋ノ宮地域。農家数は、
約300戸、水稲を中心に、イチゴの生産などが行われて
いる。地域内には秋の宮温泉郷があり、年間延べ2万
2,166人（平成27年度秋田県観光統計）の観光客が訪れる。
　一時は、「秋の宮温泉郷ブラッシュアップ・ネットワーク」

（2003年発足）に端を発する取り組み（湯巡り、農業体験、
かだる雪まつりの開催、JR・JTB共同商品など）が注目を集
め、県内でも先進地として知られるようになったが、担い
手の高齢化をはじめさまざまな事情が重なり、少し停滞
期に入っているようだ。
　東京から秋田新幹線を利用して最寄り駅まで最速で約
4時間。交通の便も決して良くはない秋ノ宮地域に、ここ数
年、外国人観光客の姿が散見されるようになってきた。
　私の20年来の仲間に、市役所を早期退職し、現在、地域
資源を活用した地域づくりを担う「一般社団法人 地域力
ワークスやまもり」の事務局長、柴田裕氏がいる。柴田氏
に、田舎を訪れる外国人の特徴について聞いた。

――田舎に来る外国人とは？
　柴田氏　外国人の中には、田舎のありのままの生活を
楽しめない方もいる。野菜の無人販売などは馬鹿にされ
ることもある。田舎を楽しめるのは、日本文化のことを理解
している方、異文化に寛容な方。

――彼らの楽しみ方とは？
　柴田氏　彼らは「なぜ？」と疑問を抱き、自国の文化と照
らし合わせて楽しむ。日本酒の酒蔵をワイナリーと呼び、

「ブドウ畑でワイン」と同じ感覚で、「田んぼで酒」を楽しむ。
また、彼らは、面白いポイントを探すのがうまい。彼らは、
秋田杉の林を見て、かくれんぼを始める感性を持っている。
それらが、今では、子ども向けのメニューとなっている。
　田舎には、彼らのような真の「旅人」に来てほしい。

――農山村観光の
　　課題とは？
　柴田氏　観光振興は、行政が全て
できるわけではない。観光協会や
DMOを、2～3年程度、支援する仕組
みがあるとよい。「いかに来てもらう
か？」という視点から、ハード・ソフト
の両面で「どう受け入れるか？」という
視点へ、地域がシフトチェンジできる
か、組織と人材の育成が大変重要だ。

（聞き手：吉澤清良） 田舎を訪れる外国人について語る、柴田裕氏

地
域
か
ら
の
声
　
秋
田
県
湯
沢
市
秋
ノ
宮
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当
財
団
で
は
、２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

４
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
が
九
州

（
沖
縄
を
除
く
）
の
観
光
に
与
え
た
被
害

お
よ
び
観
光
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
主

要
観
光
地
を
対
象
に
１
年
間
に
わ
た
り
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
に
て
定
期
的
に
把
握
し
、

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
課
題
を
整
理

す
る
と
と
も
に
提
言
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
２
０
１
６
年
春
季
（
４
～

６
月
）
の
調
査
結
果
（
速
報
）
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

被
害
・
復
興
状
況
を
も
と

に
し
た
エ
リ
ア
区
分

　

地
震
の
影
響
の
度
合
い
（
被
害
状
況
お

よ
び
観
光
復
興
状
況
）
を
も
と
に
、
九
州

（
沖
縄
を
除
く
）
を
エ
リ
ア
区
分
す
る
と
、

直
接
的
な
被
害
が
大
き
く
そ
れ
が
観
光

に
影
響
を
与
え
た
「
被
災
中
心
エ
リ
ア
」

（
熊
本
県
熊
本
市
、熊
本
県
阿
蘇
市
な
ど
）、

熊
本
地
震
の
観
光
復
興
状
況
に
関
す
る
調
査
研
究

―
―
２
０
１
６
年
春
季（
４
～
６
月
）の
調
査
結
果（
速
報
）に
つ
い
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

牧
野  

博
明

観光研究最前線（1）

お
お
む
ね
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
可
能
だ

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
来
訪
を
避
け
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
「
被
災
影
響
発
生
エ
リ
ア
」

（
熊
本
県
・
大
分
県
・
宮
崎
県
の
一
部
）、

普
段
通
り
の
観
光
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
ツ
ア
ー
中
止
な
ど
の
影
響

が
あ
っ
た
「
被
災
影
響
限
定
エ
リ
ア
」（
前

述
の
地
域
を
除
く
九
州
内
）
の
３
エ
リ
ア

に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
を
参
照
）。

２
０
１
６
年
春
季（
４
～
６

月
）に
お
け
る
エ
リ
ア
ご
と

の
状
況

　

２
０
１
６
年
春
季
（
４
～
６
月
）
に
お

け
る
「
被
害
お
よ
び
復
旧
状
況
」「
観
光

客
の
動
向
」「
被
災
者
お
よ
び
旅
行
者
へ

の
対
応
」「
観
光
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
」「
観
光
復
興
に
お
け
る
課
題
」
に
つ

い
て
、
エ
リ
ア
ご
と
に
と
り
ま
と
め
た
結

果
は
P
38
表
の
と
お
り
で
す
。

　

被
害
・
復
旧
状
況
を
見
る
と
、「
被
災

中
心
エ
リ
ア
」
で
は
、建
物
（
宿
泊
施
設
、

物
販
施
設
、
神
社
・
城
郭
）、
鉄
道
、
道

路
な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
い
ま
だ

に
復
旧
の
見
通
し
の
立
た
な
い
も
の
も
存

在
し
ま
す
。「
被
災
影
響
発
生
エ
リ
ア
」

で
は
、
鉄
道
や
道
路
の
一
部
に
被
害
が
発

生
し
、
６
月
末
時
点
で
も
復
旧
に
至
っ
て

い
な
い
箇
所
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
建
物
は
一
部
を
除
い
て
復
旧
し
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
、
物
流
、
情
報
は
早
期
に
復

旧
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
被
災
影
響
限
定

エ
リ
ア
」
で
は
、
直
接
的
な
被
害
は
発
生

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

調査対象地
熊本県阿蘇市、熊本県熊本市、熊本県南小

国町（黒川温泉）、佐賀県嬉野市（嬉野温泉）、
長崎県長崎市、長崎市雲仙市（雲仙温泉）、長
崎県佐世保市（ハウステンボス）、大分県別府
市（別府温泉）、大分県由布市（由布院温泉）、
大分県竹田市、宮崎県宮崎市（シーガイア）、
宮崎県日南市、鹿児島県鹿児島市、鹿児島県
指宿市（指宿温泉）、鹿児島県霧島市（霧島温泉）
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●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

響
ハウステンボス

長崎市

嬉野温泉

別府市

由布市

竹田市
阿蘇市

熊本市

黒川温泉

雲仙温泉

霧島温泉

指宿温泉

鹿児島市 日南市

シーガイア

被災影響発生エリア

被災中心エリア

被災影響限定エリア

　

観
光
客（
宿
泊
客
）の
動
向
を
見
る
と
、

国
内
客
に
つ
い
て
は
地
震
発
生
後
、
エ
リ

ア
を
問
わ
ず
大
幅
に
減
少
し
、
６
月
に
な

っ
て
も
戻
り
は
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
海
外
客
に
つ
い
て
は
、「
被
災
中
心

エ
リ
ア
」「
被
災
影
響
発
生
エ
リ
ア
」
に

お
い
て
客
数
が
わ
ず
か
に
な
っ
た
地
域
も

あ
る
な
ど
、
一
部
の
地
域
を
除
い
て
激
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
復
旧
・
復
興
策
を
見
る
と
、「
九

州
ふ
っ
こ
う
割
」（
利
用
は
７
月
以
降
）、

「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」「
雇
用

調
整
交
付
金
」
を
は
じ
め
、
国
や
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
通
り
の
実

施
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
な
ど
に
努
め

る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
観
光
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
整
備
、
適
切
な
情
報
の
収
集
お
よ
び

発
信
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
政
策
・
制

度
の
実
施
（「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
の
柔

軟
な
対
応
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

図   エリア区分

※名称が記載されている観光地・温泉地は、
本調査におけるヒアリング対象地です。
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表   エリアごとの状況
被災中心エリア 被災影響発生エリア 被災影響限定エリア

被害および
復旧状況

・建物は、徐々に復旧が進む一方で、
一部に復旧のめどが立たないものも
見られる。

・ライフラインは、一部地域の上下水
道の復旧に時間がかかったものの、
6 月中にはほぼ全面的に復旧した。

・鉄道は、豊肥本線の一部などで不通
となり、6 月末時点で再開に至って
いない。

・道路は、国道 57 号の一部区間など
が不通となり、6 月末時点で復旧の
見通しは立っていない。

・物流は、一時的にガソリンの購入制
限が見られたが、おおむね障害は発
生しなかった。

・情報は、一時的に遮断された地域が
あるものの、早期に復旧した。

・ 建物は、甚大な被害を受けた施設を除
き、早期に復旧・営業再開となった。

・ライフラインは、一部地域において被
害を受けたものの、早期に復旧となっ
た。

・鉄道は、豊肥本線の不通区間を除き、
早期に再開した。

・道路は、一部において通行止めあるい
は通行規制が発生し、現在もその状況
が続いているところがある。

・物流は、一時的に不足となった箇所が
あるものの、早い段階で復旧した。

・情報は、一部で伝わりにくくなったもの
の、早い段階で復旧した。

・道路交通に一時的に遅延などが発生
したものの、全般的に被害は発生し
ていない。

観光客の動向

・宿泊客（国内客）については、地震
発生後に個人客・団体客とも大幅に
減少したが、6 月に入ると個人客に
やや戻りが見られた。

・宿泊客（海外客）についても、地震
発生後に個人客・団体客とも大幅に
減少したが、6 月に入ると個人客が
若干程度見られるようになった。

・国内客に比べると、海外客の戻りが
遅い。

・国内客については、交通事情なども
勘案し、まずは福岡を中心とする九
州内からの誘致に力を注いだ。

・宿泊客について、国内客は大幅な減少
が続き、海外客はほとんど見られなかっ
た。

・日帰り客について、国内客は 6 月に一
部地域にて戻りが見られ、海外客は地
域によって戻りの傾向が異なった。

・国内客は、福岡などの九州内が多い一
方で、なじみ客（リピーター）は遠方か
らも訪れている。海外客は、出身国・
地域による差も見られる（台湾は戻りが
早く、中国・韓国は遅い）。

・宿泊客について、国内客は減少する
ものの、徐々に回復する傾向が見ら
れた。海外客は一部の地域を除いて
回復が遅い。

・日帰り客については、国内客・海外
客とも減少した一方で、海外のクルー
ズ客への影響はあまり見られなかっ
た。

・国内客については、地域（立地環境）
により、九州からの観光客が減少し
たところと、九州外からの観光客が
減少したところに分かれる。海外客
については、韓国を中心に減少した。

被災者および
旅行者への対応

・ 被災者に対しては、避難所を設置し、
またホームページなどを通して情報
を定期的に発信した。

・ 旅行者（宿泊者）に対する情報提供
は、主に宿泊施設（民間）が行った。

・被災者に対しては、避難所設置の他、
宿泊施設や温泉施設にて被災者を受け
入れたところもある。

・一時的に、復旧工事関係者やマスコミ
などを受け入れた地域もある。

・各所からの情報収集および被災者・旅
行者への情報提供については、ホーム
ページ、FAX、通信ソフトなどのさまざ
まな手段が活用されている。

・被災者対応（受け入れ）などを行った
ところはあるが、利用はされなかっ
た。

・旅 行 者や宿 泊者への情 報提 供は、
宿泊施設が個別に行った。

観光復興に向け
た 取り 組 み（ 政
策、独自の活動
など）

・「九州ふっこう割」（7 月以降）、「中小
企業等グループ補助金」などが活用
されている。

・阿蘇地域においては、今回の地震を
受け、「観光圏事業」の内容変更を
行った。

・独自の取り組みとしては、豊肥本線
の復旧に向けた対応（九州横断特急
の運行依頼など）、イベントの予定通
りの実施（自粛せず）などに取り組ん
だ。

・「九州ふっこう割」（7 月以降）、「中小企
業等グループ補助金」などが活用され
ている。

・「雇用調整交付金」については、活用
されているところがある一方で、「使い
にくい」との声もあった。

・この他にも、「小規模事業者持続化補
助金」、県や市町村が発行する券面、
金融機関の利子補

ほ て ん

塡なども活用されて
いる。

・独自の取り組みとしては、イベントの予
定通りの実施や新たなイベントへの取り
組み、新聞広告や海外でのプロモーショ
ン、クラウドファンディングの活用など
もされた。

・「九州ふっこう割」（7 月以降）が活用
されている。直接的な被害がないた
め、その他の震災に関する制度の利
用は見られない。

・独自の取り組みとしては、イベントの
予定通りの実施、国内外での PR な
どが行われた。

観光復興に
おける課題

・地震などの災害に備えたリスク管理
（基金の活用など）の検討が必要であ

る。
・報道などの影響により、イメージが

悪化した地区がある。報道のあり方
も考える必要がある。

・耐震補助の強化も必要である。
・情報の上手な収集・発信方法を検討す

る必要がある（道路情報の一元化、観
光の視点に立った情報提供など）。

・災害に備えたリスク管理を地域として取
り組む必要がある。また、他地域との
連携も強化していく必要があり、今回、
由布院温泉と黒川温泉は初めて連携事
業に取り組んだ。

・避難所収容力（住民および宿泊客）が足
りないところもある。

・復興 PR を行う場合、他市町村との
連携も重要である。

・災害に備えたリスク管理は重要だが、
財政的に厳しい。

・情報発信の内容も重要である（マイ
ナス面だけでなくプラス面の発信も
必要である）。
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「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」の
反
響

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
７
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」

に
つ
い
て
も
、
予
約
・
利
用
状
況
や
活
用

に
お
け
る
課
題
・
問
題
点
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

●「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
の
利
用
状
況
に

つ
い
て

　
・
エ
リ
ア
区
分
を
問
わ
ず
、
利
用
は
と

て
も
多
い
。

　

・「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
を
利
用
す
る

た
め
、
そ
の
直
前
（
６
月
）
の
宿

泊
者
の
戻
り
が
遅
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。

●「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
活
用
に
お
け
る

課
題
・
問
題
点

　

・「
掛
け
売
り
」
方
式
で
あ
る
た
め
、

一
部
の
宿
泊
施
設
は
財
政
的
に
苦
し

く
な
る
。

　
・
旅
行
会
社
と
の
取
引
を
行
っ
て
い
な

い
宿
泊
施
設
の
場
合
、
効
果
を
享

受
で
き
な
い
。

　
・
交
通
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
地
域
の
宿

泊
施
設
の
場
合
、
効
果
を
享
受
で

き
な
い
。

　
・
地
域
の
事
情
に
応
じ
て
割
引
率
や
期

間
な
ど
を
独
自
に
設
定
で
き
る
よ

う
な
、
地
域
版
の
「
九
州
ふ
っ
こ
う

割
」
が
あ
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
旅
行
会
社
で
な
く
、

地
域
の
組
織
（
観
光
協
会
、
商
工

会
議
所
な
ど
）
が
扱
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

　
・
割
引
率
が
高
い
た
め
、
制
度
終
了
後

の
跳
ね
返
り
が
心
配
で
あ
る
。

　
・
宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
、
観
光
施

設
で
も
利
用
で
き
る
と
幸
い
で

あ
る
。

本
調
査
に
お
い
て
示
さ
れ

た
主
な
課
題

　

本
調
査
に
お
い
て
、
観
光
復
興
を
図
る

う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
重

要
と
考
え
ら
れ
る
項
目
に
つ
い
て
、
以
下

に
指
摘
し
ま
す
。

①
観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
整
備

　

観
光
客
数
、
宿
泊
者
数
な
ど
の
デ

ー
タ
に
つ
い
て
は
、
国
や
地
方
自
治
体

な
ど
を
中
心
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、
デ

ー
タ
の
入
手
・
算
出
方
法
が
地
域
に

よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
宿

泊
者
の
属
性
な
ど
を
把
握
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
デ
ー
タ

整
備
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
適
切
な
情
報
の
収
集
お
よ
び
発
信

　

地
震
発
生
後
、
自
治
体
、
観
光
関

連
団
体
、
民
間
組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
情
報
網
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
と

に
、情
報
収
集
お
よ
び
発
信
を
行
っ
た
。

た
だ
し
、
手
探
り
で
の
対
応
と
な
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報

の
不
足
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
け
る

外
部
リ
ン
ク
先
の
添
付
対
応
、
宿
泊

施
設
へ
の
対
応
依
存
な
ど
、
情
報
の
収

集
・
発
信
が
不
十
分
な
地
域
も
見
ら

れ
た
。
こ
の
た
め
、
緊
急
時
に
備
え

た
明
確
な
対
応
策
や
行
政
・
民
間
の

役
割
分
担
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

③
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
政
策
・
制

度
の
実
施

　

地
震
に
よ
る
直
接
的
被
害
の
程
度

（
エ
リ
ア
区
分
）
に
よ
り
、
宿
泊
施
設

な
ど
の
事
業
者
が
特
に
求
め
る
政
策
・

制
度
が
異
な
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

「
被
災
中
心
エ
リ
ア
」
で
は
建
物
の
修

復
に
関
す
る
も
の
、「
被
災
影
響
限
定

エ
リ
ア
」
で
は
観
光
需
要
創
出
（「
九

州
ふ
っ
こ
う
割
」
な
ど
）
に
関
す
る
も

の
、「
被
災
影
響
発
生
エ
リ
ア
」
で
は

修
復
と
需
要
創
出
の
双
方
が
そ
れ
ぞ

れ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な

か
、「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
に
つ
い
て
は
、

一
律
よ
り
も
地
域
事
情
に
応
じ
た
柔

軟
な
運
用
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

本
調
査
結
果
の
概
要
は
当
財
団
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
以
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.jtb.or.jp/research/

them
e/reconstruction/reconstruction-

earthquake-kum
am
oto

（
ま
き
の　

ひ
ろ
あ
き
）
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
訪
日
旅
行
商
品
調
査

台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品

―
―
２
０
１
５
年
夏
季
商
品
の
動
向

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
経
済
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

柿
島  

あ
か
ね

図１ 外国人旅行取扱額とシェアの推移

表１  �（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」調査概要

資料：観光庁「主要旅行業者旅行取扱状況年度総計」の2012年～2015年度の結果より筆者作成　※2015年度は速報値

0
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（単位：10億円）

0.0%
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0.6%

0.9%

1.2%

1.5%

1.8%

2.1%

2.4%

2.7%

2011 2012 2013 2014 2015

0.8%

1.1%
1.3%

1.9%

2.6%■  外国人旅行取扱額

46 66 83

121

174

（年度）

総取扱額に占める外国人旅行の割合

本
研
究
の
背
景
と
目
的

　

近
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
好

調
に
推
移
し
続
け
て
お
り
、
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
に
は
過
去
最
高
と
な
る

１
９
７
４
万
人
を
記
録
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
国
内
の
旅
行
会
社
の
外
国
人
旅
行
取

扱
額
は
前
年
度
比
44
・
０
％
増
と
大
幅

増
と
な
っ
た
が
、
総
取
扱
額
に
占
め
る
外

国
人
旅
行
の
割
合
は
２・６
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
（
図
１
）、
市
場
拡
大
の
余
地
を

残
し
て
い
る
。
ま
た
、産
業
だ
け
で
な
く
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
観

光
地
に
と
っ
て
も
、経
済
的
な
効
果
（
例：

地
域
産
業
へ
の
経
済
効
果
向
上
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
な
ど
）、
社
会
的

な
効
果
（
例
：
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
市
民
の
活
躍
の
場
の
広
が
り
な
ど
）、

文
化
的
な
効
果
（
例
：
地
域
資
源
の
保
存

や
継
承
な
ど
）
と
い
っ
た
地
域
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
重
要
と
な
る
。
本
研
究
で
は
こ

う
し
た
問
題
意
識
に
立
ち
、
ま
ず
は
海
外

の
訪
日
旅
行
商
品
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
５
年
度
（
平

成
27
年
度
）
よ
り
当
財
団
の
独
自
調
査

と
し
て
、
台
湾
、
香
港
、
中
国
の
団
体
旅

行
商
品
を
対
象
と
し
た
「（
公
財
）
日
本

交
通
公
社
『
訪
日
旅
行
商
品
調
査
』」（
以

降
「
本
調
査
」
と
す
る
）
を
実
施
し
て
い

る
（
表
１
）。
本
稿
で
は
本
調
査
と
旅
行
会

社
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
も

踏
ま
え
、
各
市
場
の
訪
日
旅
行
商
品
の
特

徴
と
テ
ー
マ
別
（
買
い
物
、
体
験
）
分
析

の
結
果
を
紹
介
す
る
。

観光研究最前線（2）

2015年6月22日～23日（7月出発分）
2015年7月21日～22日（8月出発分）

旅行会社9社（台湾3社、香港2社、中国4社）

【台湾】：528商品
    7月発：263商品／8月発：265商品
【香港】：201商品
    7月発：  94商品／8月発：107商品
【中国】：492商品
    7月発：265商品／8月発：227商品

※7月と8月に同一の商品が販売されている場合は1商品としてカウントしている

調査時期

調査対象

有効商品数

40_46_232_最前線02.indd   40 2017/01/11   午後2:34



41 観光研究最前線（2） ◉JTBF訪日旅行商品調査　台湾・香港・中国発の団体旅行商品——2015年夏季商品の動向

　

47
都
道
府
県
へ
の
訪
問
率
（
図
２
）
を

見
る
と
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
中
国
の

旅
行
商
品
の
訪
問
地
が
特
定
の
都
道
府

県
に
集
中
し
て
お
り
、
偏
り
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
一
方
、
台
湾
で
は
46
都
道
府

県
（
福
島
県
以
外
の
都
道
府
県
）、
香
港

で
は
42
都
道
府
県
（
秋
田
県
、
山
形
県
、

茨
城
県
、
埼
玉
県
、
高
知
県
の
５
県
を
除

く
都
道
府
県
）
を
訪
問
し
て
お
り
、
都
道

府
県
単
位
で
の
偏
り
が
少
な
い
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
や
香
港
が
１

つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
を
周
遊
す
る
商
品

が
半
数
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
で

は
、
１
つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
れ
る
商

品
は
全
体
の
２
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
最

も
多
い
の
は
４
つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪

れ
る
商
品
で
全
体
の
４
割
程
度
を
占
め
て

い
る
（
表
２
）。
ま
た
、
訪
問
率
上
位
の
都

道
府
県
が
東
京
都
、
大
阪
府
、
山
梨
県
、

京
都
府
、
静
岡
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
多
く
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
の

旅
行
商
品
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
ブ
ロ
ッ
ク
・
都
道
府
県
別
の
訪
問

図2   47都道府県への訪問率 表3   ブロック別の訪問率
台湾 香港 中国

北海道 17.5% 15.9% 22.7%
東北 3.5% 4.0% 0.9%
関東 21.7% 14.9% 75.9%
甲信越 22.4% 13.4% 58.0%
北陸 9.1% 7.0% 0.2%
東海 13.4% 16.4% 57.8%
近畿 21.1% 33.3% 60.2%
中国 7.1% 19.4% 1.1%
四国 1.8% 8.0% 0.2%
九州 14.6% 28.9% 6.4%
沖縄 6.1% 14.4% 5.5%

表2   �訪問ブロック数別の旅行商品割合
台湾 香港 中国

1ブロック 67.2% 56.0% 23.3%

2ブロック 19.3% 18.0% 11.2%

3ブロック 11.7% 21.0% 18.4%

4ブロック 1.7% 4.5% 41.1%

5ブロック 0.0% 0.5% 5.8%

6ブロック 0.0% 0.0% 0.0%

7ブロック 0.0% 0.0% 0.2%

率
で
は
、
各
国
・
地
域
と
も
関
西
方
面
が

上
位
と
な
っ
て
お
り
（
表
３
、４
）、
特
に

大
阪
府
は
台
湾
、
香
港
で
１
位
、
中
国
で

２
位
と
い
ず
れ
も
上
位
２
位
ま
で
に
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
調
査
対
象

月
で
あ
る
７
、８
月
は
夏
休
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
家
族
旅
行
需
要
が
急
増
す

る
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
（
以
降
「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
」）
を
核
と

し
た
関
西
方
面
の
商
品
が
各
国
・
地
域
と

も
に
多
数
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表4   ��都道府県別の訪問率（上位10都道府県）
台湾 香港 中国

1位 大阪 19.3% 1位 大阪 29.9% 1位 東京 75.0%
2位 京都 18.7% 2位 兵庫 19.4% 2位 大阪 59.1%
3位 東京 18.5% 3位 長崎 17.4% 3位 山梨 57.2%
4位 北海道 17.5% 4位 宮崎 16.4% 4位 京都 56.1%
5位 千葉 14.8%

5位
北海道 15.9% 5位 静岡 55.9%

6 位
神奈川 12.4% 熊本 15.9% 6 位 千葉 31.4%
兵庫 12.4% 7位 京都 14.9% 7位 北海道 22.7%

8位 福岡 12.0%
8位

東京 14.4% 8位 神奈川 16.7%
9 位 熊本 11.6% 沖縄 14.4% 9 位 愛知 9.7%
10 位 長野 11.2% 鹿児島 14.4% 10 位 奈良 9.1%

北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
山梨
長野
新潟
富山
石川
福井
岐阜
静岡
愛知
三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄

0 10 20 30 40 50 60 70 80％

台湾
香港
中国

台
湾
・
香
港
・
中
国
の
全
体
的
な
傾
向

―
台
湾
・
香
港
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
周
遊
型
／
中
国
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
周
遊
型
―

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成 資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成
※�地方ブロックは「北海道」「東北」「関東」「甲信越」「北陸」「東海」

「近畿」「中国」「四国」「九州」「沖縄」で集計
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成　※各都道府県の内訳は上位5位を集計

　

都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の
１
位
は
大

阪
府
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
大
阪

市
」
（
77
・
０
％
）
へ
の
訪
問
率
が
最
も

高
い
。
大
阪
市
の
内
訳
は
梅
田
、
難
波
、

心
斎
橋
な
ど
の
大
阪
市
街
や
大
阪
城
周

辺
が
主
で
あ
る
（
注
１
）
。
２
位
の
京
都
府

の
内
訳
は
「
京
都
市
」
（
90
・
４
％
）
が

圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
内
訳
で
は
清
水

寺
周
辺
、
渡
月
橋
、
伏
見
稲
荷
大
社
、
祇

園
、
金
閣
寺
な
ど
の
有
名
な
寺
社
が
多

い
。
３
位
の
東
京
都
の
内
訳
は
「
お
台

場
」
（
35
・
８
％
）
が
最
も
多
く
、
そ
の

内
訳
はD

iverCity T
okyo Plaza

、
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
ガ
ン
ダ
ム
フ
ロ
ン

ト
東
京
、
お
台
場
海
浜
公
園
と
な
っ
て
い

る
（
図
３
）
。
旅
行
会
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
結
果
か
ら
、
お
台
場
へ
の
訪
問
率
が

高
い
理
由
と
し
て
、
団
体
バ
ス
の
駐
車
場

所
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
分
か
り
や
す
い

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
自
由
の
女
神
）
と
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
集
合
場
所
を
確
保
で
き
る

こ
と
な
ど
、
旅
行
会
社
側
の
ツ
ア
ー
催
行

の
し
や
す
さ
も
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
台
湾
の
場
合
、
日
本
の
四
季

折
々
の
自
然
観
光
資
源
へ
の
関
心
の
高

さ
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
台
湾

の
団
体
旅
行
商
品
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
図
４
）
か
ら
、
４
月
の
桜
（
雪
の
大

谷
と
セ
ッ
ト
で
白
川
郷
の
桜
）
、
５
～
６

月
の
藤
の
花
や
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
10
月
末

～
11
月
の
紅
葉
、
12
月
の
ス
キ
ー
な
ど

が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
特
に
一
面
に
広
が

る
花
の
風
景
は
視
覚
に
訴
え
る
「
分
か

り
や
す
い
」
資
源
で
あ
る
た
め
、
台
湾

市
場
に
訴
求
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
の
７
～
８

月
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中
心
に
旅
行
需

要
が
拡
大
す
る
た
め
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

を
核
と
し
た
周
辺
の
観
光
地
を
巡
る
旅

行
商
品
が
多
数
造
成
さ
れ
る
。
テ
ー
マ

パ
ー
ク
関
連
商
品
の
場
合
、
人
気
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
入
場
確
約
な
ど
、
団

体
旅
行
商
品
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を

発
揮
し
や
す
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

図３   台湾の訪日旅行商品の人気訪問地(都道府県上位3位とその内訳）

図４   台湾の旅行商品の年間スケジュール

大阪市

USJ

大阪（府）

りんくうタウン

箕面

京都市

京都（府）

宇治

お台場

浅草

東京スカイツリー®

明治神宮

東京（都）

1位：大阪府 2位：京都府 3位：東京都
0 20 40 60 80 100％ 0 20 40 60 80 100％ 0 20 40 60 80 100％

77.0

18.0

2.1

1.4

1.4

90.4

7.4

2.1

35.8

19.0

14.0

8.0

6.6

資料：旅行会社へのヒアリングなどをもとに筆者作成

台 

湾―大
阪
、
京
都
、
東
京
が
人
気
観

光
地
／
四
季
折
々
の
自
然
資
源
に

も
高
い
関
心
―
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成　※各都道府県の内訳は上位5位を集計

図６   香港の訪日旅行商品の人気訪問地（都道府県上位3位とその内訳）

札幌

東京

那覇

岡山
福岡

宮崎鹿児島

広島
名古屋

札幌

東京

那覇

岡山
大阪大阪福岡

宮崎鹿児島

広島
名古屋

図５   香港との直行便就航状況
　　　　　（2015年7月～8月）

● �広島：2015年8月16日から週2便で運航開始
● �岡山：2015年7月2日、6日にキャセイパシフィック航空、

7月11日、15日、19日、23日、27日、31日に香港ドラゴン
航空のチャーター便が運航

資料：航空会社のウェブ
サイトより筆者作成

　

都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の
１
位
は
大

阪
府
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
大
阪

市
」
へ
の
訪
問
率
が
最
も
高
く
（
57
・
４

％
）
そ
の
内
訳
は
大
阪
市
街
（
梅
田
、
難

波
、
心
斎
橋
な
ど
）
が
主
と
な
っ
て
お

り
、
次
い
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
（
28
・
９
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
２
位
の
兵
庫
県
の
内

訳
は
「
神
戸
市
」
（
65
・
９
％
）
が
最
も

高
く
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
明
石
海

峡
大
橋
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
。
３
位
の
長
崎
県

の
内
訳
は
「
長
崎
市
」
（
39
・
７
％
）
へ

の
訪
問
率
が
最
も
高
く
、
そ
の
内
訳
は
孔

子
廟び

ょ
う、
長
崎
心
泉
堂
（
カ
ス
テ
ラ
工
場
見

学
）
、
長
崎
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
な
ど
と
な

っ
て
い
る （
図
６
）。

　

本
調
査
の
都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の

結
果 

（
表
４
）か
ら
、
長
崎
、
宮
崎
、
熊

本
、
沖
縄
、
鹿
児
島
の
５
県
が
ト
ッ
プ
10

に
入
っ
て
お
り
、
台
湾
や
中
国
に
比
べ
て

九
州
や
沖
縄
へ
の
訪
問
率
が
高
い
点
が

特
徴
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
九
州
に

は
直
行
便
が
多
数
就
航
し
て
お
り（
図

５
）、
旅
行
商
品
を
造
成
し
や
す
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
香
港
の
旅
行
商
品
を

見
て
み
る
と
、
福
岡
空
港
を
利
用
し
て
福

岡
県
、
長
崎
県
、
佐
賀
県
な
ど
を
中
心
に

北
九
州
を
周
遊
す
る
商
品
や
、
宮
崎
空

港
や
鹿
児
島
空
港
を
利
用
し
、
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
に
加
え
、
熊
本
県
や
大
分
県

も
含
め
て
南
九
州
を
周
遊
す
る
商
品
が

多
い
。

　

都
道
府
県
別
の
訪
問
率
の
１
位
は
東

京
都
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
浅
草
」

（
21
・
８
％
）
、
「
皇
居
」
（
14
・
７

％
）
、
「
銀
座
」
（
14
・
１
％
）
、
「
秋

葉
原
」
（
12
・
５
％
）
、
「
お
台
場
」

（
11
・
３
％
）
な
ど
が
主
な
訪
問
地
と
な

っ
て
い
る
。
２
位
は
大
阪
府
と
な
っ
て
お

り
、
中
で
も
「
大
阪
市
」
（
91
・
８
％
）

へ
の
訪
問
が
多
く
、
そ
の
内
訳
は
大
阪
市

街
や
大
阪
城
周
辺
と
、
台
湾
や
香
港
と

同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
３
位
は
山

梨
県
と
な
っ
て
お
り
、
「
富
士
山
（
山
梨

県
側
）
」
（
34
・
０
％
）
だ
け
で
な
く
、

「
忍
野
八
海
」
（
30
・
１
％
）
、
「
河
口

湖
」
（
16
・
７
％
）
、
「
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
」
（
11
・
９
％
）
と
い
ず
れ
も
富
士

山
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
人
気
を
集
め

て
い
る （
図
７
）。

　

中
国
の
旅
行
商
品
で
は
山
梨
県
（
57
・

２
％
）
や
静
岡
県
（
55
・
９
％
）
へ
の
訪

問
率
が
半
数
以
上
に
上
り
、
台
湾
や
香

港
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い（
注
２
）
こ
と
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港―大
阪
、
兵
庫
、
長
崎
が
人
気
観

光
地
／
年
々
高
ま
る
九
州
・
沖
縄

人
気
―

中 

国―東
京
、
大
阪
、
山
梨
が
人
気
観

光
地
／
富
士
山
を
核
と
し
た
旅
行

商
品
造
成
―
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図７   中国の訪日旅行商品の人気訪問地(都道府県上位3位とその内訳）

図８   買い物スポット分類

　

行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を

も
と
に
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
の
分
類
を
行

い
、
各
国
・
地
域
別
の
構
成
比
を
示
し
た

も
の
が
図
８
で
あ
る
。

　

台
湾
で
は
、
免
税
店
（
33
・
６
％
）
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル

（
26
・
８
％
）
、
商
店
街
（
14
・
０
％
）

が
上
位
と
な
っ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果

か
ら
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
掃

除
機
な
ど
、
台
湾
よ
り
も
日
本
の
ほ
う
が

安
価
に
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
日
本
旅

行
の
際
に
購
入
す
る
人
も
多
い
た
め
、
主

に
家
電
を
扱
う
免
税
店
の
人
気
が
高
い

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

香
港
で
は
、
商
店
街
（
25
・
０
％
）
、

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
（
22
・
７
％
）
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル

（
20
・
８
％
）
が
上
位
と
な
っ
て
い
る

が
、
台
湾
、
中
国
と
は
異
な
る
傾
向
と
し

て
、
商
店
街
以
外
に
も
、
市
場
（
７
・
９

％
）
や
道
の
駅
（
３
・
１
％
）
な
ど
の
地

域
に
根
付
い
た
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
訪

が
特
徴
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
山
梨
県

で
は
富
士
山
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の

訪
問
が
多
く
、
富
士
山
を
核
と
し
た
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
旅
行
商
品
が

多
い
。
一
方
、
静
岡
県
で
も
こ
の
傾
向
は

同
様
で
、
富
士
山
を
中
心
と
し
て
富
士
山

資
料
館
、
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
、
平
和
公
園
を
巡
る
旅
行
商
品
が

多
い
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
中
国
の

富
士
山
を
含
む
商
品
は
５
合
目
で
食

事
、
買
い
物
、
散
策
を
す
る
程
度
と
な
っ

て
お
り
、
登
山
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
多

い
点
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
富
士
山
の

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成　※各都道府県の内訳は上位5位を集計

眺
望
を
楽
し
む
傾
向
が
あ
り
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
 ®
や
大
阪
城
の
楽
し
み
方
に

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　　

国
・
地
域
別
の
特
徴
を
把
握
す
る
調

査
の
他
、
行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情

報
を
も
と
に
、
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
と
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
２
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
析

を
行
っ
た
。
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

テ
ー
マ
別
分
析

買
い
物
ス
ポ
ッ
ト

―
台
湾
・
中
国
で
は
免
税
店
、
香

港
で
は
商
店
街
―
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資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

図９   体験プログラム分類

問
率
が
高
い
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
な
お
、
訪
問
率
の
高
い
商
店
街
は

狸た
ぬ
き
こ
う
じ

小
路
商
店
街
（
北
海
道
）
、
国
際
通
り

（
沖
縄
県
）
、
天
文
館
商
店
街
（
鹿
児
島

県
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
で
は
免
税
店
（
43
・
０
％
）
、
商

店
街
（
18
・
０
％
）
、
小
売
店
（
17
・
５

％
）
が
上
位
と
な
っ
た
。
旅
行
商
品
の
行

程
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
る
買
い
物
に
関

す
る
記
載
内
容
を
見
て
み
る
と
、
訪
問

す
る
主
な
店
舗
の
種
類
は
免
税
店
、
宝

石
店
（
真
珠
や
珊さ

ん
ご瑚
な
ど
）
、
家
電
店
、

生
活
用
品
店
、
健
康
食
品
店
と
な
っ
て
お

り
、
１
旅
程
で
１
～
２
カ
所
程
度
に
訪
問

し
、
訪
問
時
間
は
い
ず
れ
も
60
分
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
旅
程
に
は
「
日
本
製
」

が
強
調
さ
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
日
本
製
商
品
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を

も
と
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
分

類
を
行
っ
た （
図
９
）。
な
お
、
今
回
は
明

び
つ
い
た
工
場
見
学
が
多
い
こ
と
や
、
北

海
道
で
は
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
乗
馬

体
験
、
沖
縄
県
で
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
水
中
観
光
船
な
ど
、
そ

の
地
域
独
自
の
豊
か
な
自
然
資
源
を
活

用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
展
開

さ
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

京
都
府
で
は
、
茶
道
、
和
菓
子
作
り
な

ど
、
日
本
文
化
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
構
成
比
率
は
低
い
府
県
で
も
、

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
（
群
馬
県
）
、
黒
酢
工

場
見
学
（
鹿
児
島
県
）
な
ど
の
地
域
産
業

や
、
郡
上
お
ど
り
（
岐
阜
県
）
、
た
こ
焼

き
作
り
（
大
阪
府
）
な
ど
、
地
域
の
文
化

に
根
差
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
る
。

お
わ
り
に

　

訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
で
は
今
後
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
外
国
人
の
個
人
旅
行
）
が
進
展
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
の

ら
か
に
体
験
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の

の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
乗
り
物
に

乗
る
こ
と
自
体
が
楽
し
み
と
な
り
得
る

「
乗
車
・
乗
船
体
験
」
や
、
「
工
業
体

験
・
見
学
」
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。
主

な
「
乗
車
・
乗
船
体
験
」
は
箱
根
海
賊

船
、
柳
川
の
川
下
り
、
鬼
太
郎
列
車
、
主

な
「
工
業
体
験
・
見
学
」
は
白
い
恋
人
工

場
（
ク
ッ
キ
ー
菓
子
）
の
見
学
、
余
市
蒸

溜
所
工
場
見
学
、
長
崎
心
泉
堂
（
カ
ス
テ

ラ
店
）
工
場
見
学
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
見
学
が
上
位
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

て
い
る
都
道
府
県
に
着
目
し
て
分
析
を

行
っ
た
。
今
回
の
分
析
対
象
と
な
る
全
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
場
所
の
都
道
府

県
別
構
成
比
と
、
各
都
道
府
県
で
実
施

さ
れ
て
い
る
主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記

載
し
た
も
の
が
図
10
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
北
海
道
（
24
・
４
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
沖
縄
県
（
10
・
４
％
）
、
京

都
府
（
７
・
３
％
）
と
な
っ
た
。
な
お
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
な
い
県

は
７
県
と
な
っ
た
。
上
位
の
北
海
道
で
は

菓
子
や
ウ
イ
ス
キ
ー
、
沖
縄
県
で
は
泡
盛

や
製
塩
な
ど
、
い
ず
れ
も
地
域
産
業
と
結

■台湾　■香港　■中国
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図１０  全国で実施されている体験プログラム

資料：（公財）日本交通公社「訪日旅行商品調査」より筆者作成

容
拡
充
と
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の

の
実
施
率
の
向
上
と
い
う
視
点
が
重
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
行
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
飲
食
」
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
「
カ

ニ
」
や
「
和
牛
」
が
強
調
さ
れ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
人
気
食
材
で
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
両
食

材
と
も
に
地
域
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
実
際
に
農
水
省
の
調

査 

（
注
３
）
か
ら
も
「
神
戸
産
」
の
和
牛
以

外
は
地
域
名
が
つ
い
た
和
牛
に
対
す
る

認
知
度
が
低
い
と
い
う
結
果
も
あ
る
た

め
、
地
域
へ
の
認
知
度
を
高
め
、
地
域
で

の
消
費
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
日
本
産

か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
「
○
○

（
地
域
名
）
産
」
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（
注
１
）	

本
調
査
で
は
①
都
道
府
県
の
訪
問
率
に
加

え
、
②
市
町
村
や
主
要
観
光
地
の
訪
問
率
に

つ
い
て
も
分
析
し
た
。

（
注
２
）	

山
梨
県
へ
の
訪
問
率
（
台
湾
：
10
・
８
％
／

香
港
：
９
・
５
％
／
中
国
：
57
・
２
％
）、
静

岡
県
へ
の
訪
問
率
（
台
湾
：５
・７
％
／
香
港
：

8
・
５
％
／
中
国
：
55
・
９
％
）

（
注
３
）	「
平
成
26
年
度
輸
出
戦
略
実
行
事
業
」
海
外

の
牛
肉
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
「
都
道
府
県

ブ
ラ
ン
ド
」
の
意
義
及
び
「
和
牛
統
一
マ
ー

ク
」 

使
用
の
効
果
に
関
す
る
調
査
報
告
書

地
域
資
源
に
高
い
関
心
を
持
つ
台
湾
や

香
港
な
ど
に
と
っ
て
は
、
団
体
旅
行
は
無

駄
な
く
効
率
的
に
地
方
の
魅
力
を
体
験

で
き
る
一
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
、
引
き

続
き
一
定
の
需
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
観
光
地
側
で
は
こ
う
い
っ

た
訪
日
外
国
人
の
来
訪
を
一
つ
の
機
会
と

捉
え
、
地
域
へ
の
経
済
的
効
果
、
社
会
的

効
果
、
文
化
的
な
効
果
を
創
出
す
る
た

め
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

今
回
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、

「
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト
」
で
は
、
台
湾
、
中

国
を
中
心
に
免
税
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
な
ど
へ
の
訪
問
率
が
高

い
が
、
今
後
は
積
極
的
に
地
域
の
事
業
者

を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
魅
力
づ
く

り
や
受
入
態
勢
の
拡
充
を
行
い
、
香
港
の

旅
行
商
品
の
よ
う
に
商
店
街
や
市
場
な

ど
へ
の
訪
問
率
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
北
海

道
、
沖
縄
県
、
京
都
府
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
以
外
の
都
道
府
県
で
も
、
そ
の
土
地
の

文
化
や
産
業
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
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47 活動報告

【第1回特別企画】
日時：�2016年9月15日（木） 

16：00～18：30
テーマ：「インバウンド受け入れの 

これから」
ゲストスピーカー：

澤　功氏［（公財）日本交通公社     
専門委員／旅館澤の屋　館主］

参加者：61人

【第2回特別企画】
日時：�2016年9月23日（金） 

16：00～18：00
テーマ：「農山村再生　 

－地方創生を超えて－」
ゲストスピーカー：

小田切　徳美氏［（公財）日本交通
公社　専門委員／明治大学農学部     
教授］
参加者：32人

【第3回特別企画】
日時：�2016年9月30日（金） 

16：00～18：00
テーマ：「ツーリズム半世紀　 

－その成果と課題－」
ゲストスピーカー：

舩山　龍二氏［（公財）日本交通公
社　評議員／元（株）ジェイティー
ビー　会長］
参加者：68人

観光文化情報センター

「内覧会および
たびとしょCafe」を開催

活動報告

　当財団は、これまで別々の場所で運営を行っていた研究部
門と「旅の図書館」を一体化し、昨年8月22日に南青山に移転
しました。
　10月3日の「旅の図書館」の一般公開に先立ち、平素よりお
世話になっている方々に館内をご覧いただく特別企画として

「内覧会およびたびとしょCafe」を開催しました。
　本企画は、日本交通公社ビル「旅の図書館」の内覧会と、
2014年（平成26年）より「旅の図書館」で開催してきた「たび
としょCafe」を組み合わせたものです。各回とも想定を大きく
上回るお申し込みをいただき、計161人の方にご参加いただき
ました。
　本稿では、各回のご講演内容を簡単にご紹介します。

〇
外
国
人
宿
泊
客
受
け
入
れ
の
き
っ
か
け

澤
の
屋
は
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）

に
８
部
屋
の
旅
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
当
時
は
、
仕
事
関
係
の
方
や
修
学

旅
行
生
の
宿
と
し
て
繁
盛
し
て
い
ま
し
た

が
、
駅
の
近
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
で

き
始
め
る
と
、
お
客
様
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
新
宿
に

あ
っ
た
矢
島
旅
館
の
矢
島
さ
ん
か
ら
外
国

人
客
の
受
け
入
れ
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

実
際
に
見
学
に
行
っ
て
み
る
と
、
自
分
た

ち
と
同
じ
く
ら
い
の
施
設
に
外
国
人
客
が

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

し
か
も
簡
単
な
英
語
で
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
な
ら
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）
に

第
１
回
特
別
企
画
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
の
こ
れ
か
ら
」

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
：
澤　

功
氏

（
旅
館
澤
の
屋　

館
主
）

受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、
90

カ
国
、
延
べ
17
万
７
０
０
０
人
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
澤
の
屋
の
宿
泊
客
の
87
％
が
外

国
人
客
で
、そ
の
う
ち
90
％
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個

人
旅
行
）で
す
。
国
籍
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
が
90
％
で
、

平
均
宿
泊
日
数
は
４・３
泊
で
す
。
外
国

人
客
の
受
け
入
れ
を
始
め
る
前
は
、
３
日

間
で
宿
泊
客
が
０
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
年
間
の
部
屋
稼
働
率
は

95
％
で
す
。
宿
泊
客
数
が
増
え
た
一
つ
の
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理
由
と
し
て
は
、
矢
島
さ
ん
が
外
国
人
客

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
家
族
旅
館
に

声
を
か
け
て
作
っ
た
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

イ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

載
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
と
、「
ロ
ン
リ
ー
プ

ラ
ネ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

澤
の
屋
で
は
宿
泊
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
澤
の
屋
を
何
で
見

つ
け
た
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
１
位
が

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
２
位
が
海

外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
の
次
に

澤
の
屋
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
口
コ
ミ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
続
き
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
お
得

意
さ
ん
に
「
こ
れ
か
ら
は
静
止
画
で
は
な

く
動
画
だ
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
澤
の
屋

の
宣
伝
を
動
画
で
も
載
せ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
宿
で
Wi
‐
Fi
が
使
え
る
こ
と
は

最
低
条
件
で
す
。

〇�

問
題
は
言
葉
で
は
な
く
、
歓
迎
す
る

気
持
ち
が
あ
る
か
ど
う
か

外
国
人
客
の
受
け
入
れ
で
一
番
心
配
し

て
い
た
の
は
言
葉
で
し
た
。
最
初
は
使
い

そ
う
な
文
章
を
英
語
に
し
て
一
生
懸
命
覚

え
ま
し
た
が
、
全
く
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
知
っ
て
い
る
単
語
を
ど
ん
ど
ん

言
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
会
話
が
成
り

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
複
雑
な
や
り

と
り
が
必
要
な
時
や
英
語
以
外
の
言
語
の

時
は
、
紙
と
ペ
ン
を
渡
し
て
文
字
や
絵
を

か
い
て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
方
が
泊
ま
り
に
来
た
時

も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
笑
顔
で
何
と
か
や
り

と
り
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
良
い
旅
館
だ

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

別
の
お
客
様
に
言
わ
れ
た
の
は
、「
言
葉
が

で
き
な
い
の
は
構
わ
な
い
が
、
そ
の
宿
が

自
分
た
ち
を
歓
迎
し
て
い
る
か
ど
う
か
は

入
っ
た
瞬
間
に
分
か
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
嫌
が
っ
て
い
る
場
合
や
差
別
し
て
い

る
場
合
は
、
目
を
そ
ら
し
た
り
、
体
が
逃

げ
た
り
、
内
緒
話
を
す
る
。
お
客
様
は
、

そ
う
い
っ
た
態
度
や
雰
囲
気
を
敏
感
に
感

じ
取
る
よ
う
で
す
。

〇
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

た
く
さ
ん
の
国
の
方
を
受
け
入
れ
て
い

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か

し
、
彼
ら
は
悪
気
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

自
分
の
国
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
や
っ
て

い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
か
ら

は
気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
使
い
方
に
つ

い
て
張
り
紙
を
し
た
り
、
直
接
伝
え
た
り

し
な
が
ら
、
何
か
が
起
こ
る
た
び
に
家
族

で
対
応
を
考
え
て
何
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。

私
は
婿
養
子
と
し
て
澤
の
屋
に
入
り
ま

し
た
が
、
最
初
は
「
お
客
様
と
私
た
ち
は

対
等
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
厳
し
く

言
わ
れ
ま
し
た
。
お
客
様
に
何
か
を
し
て

あ
げ
な
け
れ
ば
宿
は
潰
れ
て
し
ま
う
と
い

う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
様
が
そ

れ
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
か

ら
は
、「
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
一
緒
に
や
り
ま
す
」
と
い
う

ス
タ
ン
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、
立
教
大
学
の
大
学
院
生
が
う

ち
に
送
ら
れ
て
き
た
お
礼
状
を
分
析
し
て

く
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、Thank you for

の
後
に
続
く
の
はservice

で
は
な
く
、

hospitality, kindness, friendly, helpful

と
い
う
言
葉
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
分

析
に
よ
る
と
、
澤
の
屋
で
の
滞
在
が
日
本

を
理
解
す
る
糸
口
と
な
っ
た
こ
と
、
日
本

に
対
し
て
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
手
助
け

を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
し
て

い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
澤
の
屋
に
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。
頼
ま
れ
た
こ

と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
し
て
お
客
様
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

〇
旅
の
記
憶
に
残
る
も
の

日
本
の
お
客
様
の
場
合
は
食
事
も
含
め

て
全
て
旅
館
の
中
で
完
結
し
て
い
た
の
で
、

街
と
つ
な
が
り
が
な
く
て
も
旅
館
は
成
り

立
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
外
国
の
お

客
様
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宿
で

夕
食
を
出
さ
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
宿
の

近
く
の
飲
食
店
情
報
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
周
辺
の
５
軒
く
ら
い
の
飲
食
店

に
写
真
入
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
、
そ
の
飲
食
店
の

情
報
を
掲
載
し
た
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
お
客
様
に
配
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が

そ
の
お
店
に
行
っ
た
り
、
お
店
と
や
り
と

り
す
る
こ
と
で
澤
の
屋
と
街
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
お
客
様
も
自
然

に
街
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
、

地
元
の
人
と
交
流
が
生
ま
れ
、
日
本
の
生

活
を
体
験
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
く
だ
さ

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。外
国
の
方
た
ち
は
、

「
外
国
人
観
光
客
を
増
や
す
た
め
に
何
か

新
し
い
も
の
を
作
ろ
う
な
ん
て
思
わ
な
い

で
ね
。
今
あ
る
も
の
を
な
く
さ
な
い
で
ね
」
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と
言
い
ま
す
。
観
光
客
が
見
た
い
日
本
と
、

日
本
人
が
見
せ
た
が
る
も
の
に
は
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
豪
華

な
部
屋
や
お
い
し
い
旅
館
の
料
理
の
こ
と

は
す
ぐ
忘
れ
て
い
き
ま
す
が
、
旅
の
思
い

出
と
し
て
最
後
ま
で
残
る
の
は
そ
の
国
の

人
と
の
触
れ
合
い
だ
と
思
い
ま
す
。

〇
今
後
に
向
け
た
提
案

私
は
観
光
カ
リ
ス
マ
や
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ 
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
大
使
な
ど
を
拝
命
し
て
お
り
、

観
光
庁
の
方
と
お
話
す
る
機
会
も
多
い
の

で
す
が
、
必
要
な
の
は
要
望
で
は
な
く
提

案
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
以
前
か
ら

私
が
提
案
し
て
い
る
の
は
情
報
発
信
の
重

要
性
で
す
。
外
国
人
の
目
か
ら
見
た
日
本

の
観
光
資
源
の
魅
力
を
動
画
で
作
成
し
て

も
ら
い
、
そ
の
入
賞
作
品
を
日
本
の
公
式

動
画
と
し
て
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
全
国
の
交
通

機
関
が
利
用
で
き
る
「
オ
ー
ル・ジ
ャ
パ
ン・

パ
ス
」
を
作
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

複
数
の
私
鉄
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
は

課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
に
国
が
絡
め
ば
実
現
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

ノ
ー
シ
ョ
ー
対
策
の
た
め
に
、
予
約
は
全

て
カ
ー
ド
番
号
で
受
け
る
の
で
、
カ
ー
ド

会
社
と
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
・
リ
ザ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
契
約
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
社

会
の
ル
ー
ル
を
日
本
に
も
取
り
入
れ
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
日
本
旅
館
に
も
世
界
中
の
お
客

様
が
訪
れ
る
時
代
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

小
さ
な
日
本
旅
館
も
外
国
の
お
客
様
を
も

っ
と
受
け
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
言
い

続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
過
疎
化
の
原
因
は
「
誇
り
の
空
洞
化
」

『
地
方
消
滅
』（
増
田
寛
也
、
中
公
新
書
、

２
０
１
４
年
）
と
い
う
本
と
議
論
が
盛
り

上
が
っ
た
時
、
い
わ
ば
そ
の
反
論
と
し
て

書
い
た
の
が『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』（
岩

波
新
書
、
２
０
１
４
年
）
で
す
。
実
際
、

国
土
交
通
省
が
全
国
の
条
件
不
利
地
域
に

お
け
る
集
落
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
結
果
は
10
年
以
内
に
消
滅

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
集
落
は
わ
ず
か

０・８
％
で
、
い
ず
れ
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
集
落
は
４・０
％
で
し
た
。
そ
の
数
字

は
５
年
前
の
調
査
結
果
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
日
本
の
農
山
村
集
落
は
依

然
と
し
て
強

き
ょ
う

靭じ
ん

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

過
疎
と
い
う
言
葉
は
１
９
６
４
年
（
昭

和
39
年
）
前
後
に
島
根
県
で
作
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
俗
学
者
の
湯
川

洋
司
氏
は
、「（
過
疎
化
と
は
）
そ
の
根
を

さ
ら
に
洗
い
出
せ
ば
、
山
の
人
々
が
都
市

生
活
と
は
決
定
的
に
異
な
る
は
ず
の
自
ら

の
暮
ら
し
の
質
に
対
す
る
理
解
や
認
識
を

欠
き
、
結
果
的
に
自
信
を
失
っ
た
と
こ
ろ

に
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
人
、
土
地
、
ム
ラ
の
３
つ

の
空
洞
化
が
農
山
村
に
押
し
寄
せ
て
い
る

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
奥
深
く
に
は

澤
功
（
さ
わ　
い
さ
お
）
氏

新
潟
県
生
ま
れ
。
東
京
相
互
銀
行
入
行
後
、
結
婚
に
伴

い
澤
の
屋
の
経
営
者
と
な
る
。１
９
８
２
年
に
外
国
人
宿
泊

客
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
１
９
９
３
年
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

イ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」
会
長
、
１
９
９
７
年（
社
）日
本
観
光

旅
館
連
盟
常
務
理
事
な
ど
を
歴
任
。
２
０
０
３
年
に
観
光

カ
リ
ス
マ
に
認
定
さ
れ
、そ
の
後
も
２
０
０
７
年
地
域
活
性

化
伝
道
師
、２
０
０
９
年
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
大

使（
現
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
大
使
）な
ど
に
任
命
さ
れ
、

現
在
も
全
国
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。『
澤
の
屋
は
外
国
人

宿
』（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
出
版
、１
９
９
２
年
）『
よ
う
こ
そ
旅
館
奮
闘

記
』（
日
本
観
光
旅
館
連
盟
、２
０
０
６
年
）
な
ど
著
書
多
数
。

第
２
回
特
別
企
画
「
農
山
村
再
生　

―
地
方
創
生
を
超
え
て
―
」

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
：
小
田
切　

徳
美
氏

（
明
治
大
学
農
学
部　

教
授
）

「
誇
り
の
空
洞
化
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
放
置
す
る
と
、
確
実
に
地
方

消
滅
に
向
か
い
ま
す
。
一
方
で
、
農
山
村

で
人
口
密
度
が
低
い
の
は
農
林
業
と
い
う

土
地
利
用
型
の
産
業
が
主
で
あ
っ
た
か
ら

で
す
。「
も
と
も
と
人
間
が
少
な
い
地
域
で

あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
た
か

ら
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
な

っ
た
状
況
に
応
じ
て
仕
組
み
を
変
え
て
い

く
べ
き
だ
」
と
早
稲
田
大
学
の
宮
口
先
生

は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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〇
地
域
再
生
に
重
要
な
「
交
流
循
環
」

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
整

理
す
る
と
図
の
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

第
一
は
、
薄
れ
て
き
た
「
暮
ら
し
の
も
の

さ
し
づ
く
り
（
主
体
づ
く
り
）」
で
す
。
地

域
資
源
を
発
掘
し
、
歴
史
的
文
脈
の
中
に

位
置
づ
け
る
地
元
学
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
一
人
が
そ
の
も
の
さ
し

を
持
っ
て
も
地
域
再
生
に
は
結
び
つ
か
な

い
た
め
、「
暮
ら
し
の
仕
組
み
づ
く
り
（
場

づ
く
り
）」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
も
と

も
と
、
人
口
密
度
が
小
さ
い
状
況
の
中
で
、

農
山
村
に
は
集
落
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
を
す
る

こ
と
で
地
域
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
最
近
で
は
集
落
単
位
で
は
な
く
小
学
校

区
に
よ
る
地
域
運
営
組
織
（
Ｒ
Ｍ
Ｏ
：

Region M
anagem

ent O
rganization

）

を
新
た
に
確
立
す
る
た
め
、
そ
の
仕
組
み

や
支
援
方
法
な
ど
に
つ
い
て
地
方
創
生
本

部
で
力
を
入
れ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
第

三
は
「
カ
ネ
と
そ
の
循
環
づ
く
り
（
条
件

づ
く
り
）」
で
す
。
こ
の
３
つ
の
組
み
合
わ

せ
が
地
域
づ
く
り
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、

観
光
や
交
流
は
非
常
に
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
農
村
交
流
を

通
じ
て
外
部
か
ら
来
る
ゲ
ス
ト
が
地
域
資

源
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
「
交
流
の
鏡
効
果
」
と
名
付
け
て
い

ま
す
。

私
が
お
手
伝
い
し
て
い
る
広
島
県
三み

次よ
し

市
は
霧
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
が
、
地
元
に
と
っ
て
は
不
利
益
と
捉

え
て
い
た
霧
を
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て

発
見
し
た
の
は
ま
さ
に
ゲ
ス
ト
で
し
た
。

そ
の
他
に
も
都
会
か
ら
泊
ま
り
に
来
た
子

ど
も
た
ち
が
農
家
に
泊
ま
り
、
そ
こ
で
出

て
き
た
料
理
を
お
い
し
い
と
言
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め

た
と
い
う
例
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
鏡
効
果
が
発
揮
で
き
る
交
流
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
リ
ピ
ー
タ

ー
率
の
高
い
交
流
を
作
り
出
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
交
流
が
、「
暮
ら
し
の
も
の
さ
し

づ
く
り
」
を
支
え
、
さ
ら
に
「
カ
ネ
と
そ

の
循
環
づ
く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
交

流
循
環
」
が
地
域
再
生
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

〇�

持
続
的
循
環
型
経
済
構
造
の
構
築

「
カ
ネ
と
そ
の
循
環
づ
く
り
」
を
考
え

る
上
で
は
、
地
域
か
ら
学
ん
で
「
４
つ
の

経
済
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
は
「
地

域
資
源
保
全
型
経
済
」
で
す
。
古
く
か
ら

地
域
資
源
を
保
全
し
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
売
り
出

す
こ
と
で
共
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
「
６
次
産
業
型
経
済
」
で
す
が
、
従

来
型
の
６
次
産
業
で
は
な
く
、
需
要
創
造

型
の
独
自
産
業
の
発
想
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。「
交
流
産
業
型
経
済
」

は
先
ほ
ど
の
通
り
で
す
が
、
山
形
県
の
あ

る
町
の
都
市
農
村
交
流
で
人
気
が
あ
る
の

は
縄
の
結
び
方
と
の
こ
と
で
す
。
作
業
に

合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
縄
の
結
び
方
は
ま

さ
に
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
知
恵
で
あ
り
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
４
つ
目
の
「
小
さ
な

経
済
」
で
す
が
、
現
在
の
自
分
の
経
済
状

況
に
つ
い
て
の
満
足
度
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で

聞
い
た
と
こ
ろ
、
70
数
％
が
「
不
満
足
」

と
答
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
方
々
に
満

足
す
る
た
め
の
追
加
所
得
を
聞
く
と
、
月

３
万
円
と
い
う
回
答
が
最
頻
値
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
年
間
36
万
円
、
多
め
に
見

て
月
５
万
円
・
年
間
60
万
円
と
す
る
と
、

こ
の
小
さ
な
経
済
を
安
定
的
か
つ
数
多
く

地
域
に
興
し
て
い
く
一
つ
が
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
売

所
に
な
り
ま
す
。
直
売
所
の
売
り
上
げ
目

標
は
年
間
１
人
50
万
円
前
後
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
し
て
、こ
う
し
た
「
小

さ
な
経
済
」
が
集
ま
る
と
、
そ
れ
を
支
え

る
主
体
が
必
要
に
な
り
、
そ
こ
に
は
年
間

２
０
０
万
円
～
３
０
０
万
円
の
中
規
模
の

経
済
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

小田切徳美氏講演資料より

2．見えてきた｢再生｣の方向　■農山村再生（地域づくり･みがき）の枠組み

主体づくり
場づくり

交流の魅力付加

図　地域づくりのフレームワーク
地域づくり（内発性、総合性・多様性、革新性）

コミュニティ 物的条件

Ⅱ 暮らしの仕組みづくり

Ⅲ  カネとその
循環づくり

Ⅰ 暮らしのものさし

新しい価値の上乗せ
（貨幣的価値、文化的価値、環境的価値、人間関係的価値など）

条件づくり

交流交流の鏡効果

交流
産業
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地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て
、
事
例
を
お

話
し
し
ま
す
と
、
広
島
県
三
次
市
に
は
自

治
振
興
会
と
い
う
小
学
校
区
単
位
の
組
織

が
19
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
も
小
さ

な
も
の
が
青
河
自
治
振
興
会
で
す
が
、
こ

こ
で
は
小
学
校
が
廃
校
の
危
機
を
迎
え
た

時
に
一
念
発
起
し
、
１
人
１
０
０
万
円
ず

つ
９
人
が
出
資
し
て
資
本
金
９
０
０
万
円

の
有
限
会
社
を
つ
く
り
、
そ
の
後
、
農
協

や
信
用
金
庫
か
ら
借
り
入
れ
を
し
て
新
築

７
棟
、
改
築
３
棟
の
住
宅
を
作
り
ま
し
た
。

結
果
、
２
次
移
住
を
含
め
て
61
人
が
移
住

し
、
見
事
に
小
学
校
の
廃
校
を
阻
止
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
島
根
県
雲
南
市
の
波
多
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
農
村
コ
ン
ビ
ニ
を
作

り
ま
し
た
。
国
内
で
は
こ
う
し
た
事
例
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
は
食
品
流

通
の
大
手
企
業
と
提
携
し
て
10
万
円
で
も

採
算
ベ
ー
ス
に
乗
り
、
か
つ
ア
イ
テ
ム
数

も
コ
ン
ビ
ニ
の
約
８
割
を
確
保
で
き
る
マ

イ
ク
ロ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
作
ら
れ
て
い
る
点
が
特

徴
で
す
。

〇
目
覚
ま
し
い
田
園
回
帰
の
動
き

と
こ
ろ
で
、
私
が
地
方
消
滅
論
に
異
議

を
申
し
立
て
た
の
は
、
こ
の
議
論
が
田
園

回
帰
の
動
き
を
見
逃
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

世
論
調
査
に
よ
る
と
、
都
市
に
住
む
20
代

の
男
性
の
47
・
４
％
が
将
来
、
農
山
漁
村

に
移
住
し
た
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
子
育
て
世
代
の
６
割
近
く
が
子
育

て
に
適
し
て
い
る
地
域
と
し
て
農
山
漁
村

を
選
択
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
島
根
県

で
は
こ
の
５
年
間
で
30
代
の
女
性
が
増
え

た
の
は
96
地
域
で
、
42
％
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
鳥
取
県
で
は
移
住
者
数
が
４
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
私
ど
も
の

研
究
室
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
毎
日
新
聞
が
合
同
で

実
施
し
た
調
査
で
も
５
年
間
で
移
住
者
の

数
は
４
倍
に
増
え
た
と
い
う
結
果
が
出
ま

し
た
。
地
方
消
滅
論
は
、
こ
う
し
た
動
き

が
起
こ
る
前
の
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

ま
で
の
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
て
お
り
、
市

町
村
単
位
で
数
字
を
見
て
い
ま
し
た
。
中

心
部
で
は
い
ま
だ
に
大
き
な
減
少
傾
向
が

あ
る
た
め
、
市
町
村
を
小
学
校
区
に
区
分

し
な
け
れ
ば
先
ほ
ど
の
よ
う
な
こ
と
は
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

動
き
は
、
移
住
者
数
が
増
加
し
て
い
る
岡

山
、
鳥
取
、
長
野
、
島
根
、
岐
阜
の
上
位

５
県
で
全
体
の
48
％
を
占
め
て
お
り
、
非

常
に
地
域
間
の
格
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
う
し
た
田
園
回
帰
は
若
者
や

女
性
が
主
導
し
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
職

業
と
し
て
は
農
業
や
宿
泊
業
、
観
光
業
と

い
う
起
業
な
ど
の
複
数
の
小
さ
な
仕
事
を

同
時
に
こ
な
す
多
業
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
は
多
様
な
考
え
方
の
若
者
が
増
え
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
「
仕
事
が
な
い
か
ら
人
は
来

な
い
」
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
下
が

り
始
め
て
い
ま
す
。

〇
地
域
の
将
来
に
向
け
て
今
で
き
る
こ
と

移
住
者
が
増
え
て
い
る
集
落
を
調
べ
る

と
地
域
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
人
が
人
を
呼
び
込
み
、

か
つ
外
か
ら
入
っ
た
よ
そ
者
が
地
域
を
面

白
く
し
て
い
る
、
そ
れ
に
ま
た
魅
力
を
感

じ
る
人
が
移
住
し
て
く
る
と
い
う
好
循
環

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
困
難
に
対
し
て
前

向
き
な
地
域
な
の
か
、
愚
痴
ば
か
り
言
っ

て
い
る
地
域
な
の
か
。
こ
の
好
循
環
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
地
域
の

将
来
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
地
域
や

農
山
村
の
現
場
レ
ベ
ル
で
今
必
要
な
こ
と

は
、
諦
め
か
ら
脱
却
し
、
地
域
の
可
能
性

を
展
望
し
、
共
有
化
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
観
光
あ
る
い
は
交
流
は
先
に
述
べ

た
「
鏡
効
果
」
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
動
き

の
契
機
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
と
と
も
に
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小
田
切
徳
美
（
お
だ
ぎ
り　

と
く
み
）
氏

神
奈
川
県
生
ま
れ
。
農
学
博
士
。
専
門
は
農
政
学
・
農

村
政
策
論
、
農
村
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
。
１
９
８
８
年
東
京
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
東
京

大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
助
教
授
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
６
年
現
職
。
国
土
審
議
会
委
員
（
国
土
交
通
省
）、

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
（
農
水
省
）、
過
疎
問

題
懇
談
会
委
員
（
総
務
省
）
な
ど
の
委
員
を
歴
任
す
る
他
、

『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』（
岩
波
新
書
、２
０
１
４
年
）『
農

山
村
再
生
「
限
界
集
落
」
問
題
を
超
え
て
』（
岩
波
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
、
２
０
０
９
年
）
な
ど
著
書
多
数
。
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を
刻
ん
だ
幾
多
の
社
員
の
汗
と
努
力
の
結

晶
と
も
言
え
、
感
無
量
で
す
。

〇
旅
行
成
長
の
要
因

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
の
入
社
時
、

私
が
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
部
署
の
英
語

名
がTours and Cruises Departm

ent

で
あ
っ
た
通
り
、海
外
か
ら
日
本
へ
の
旅
行

は
ク
ル
ー
ズ
が
大
半
で
し
た
。１
９
６
４
年

（
昭
和
39
年
）
に
日
本
も
海
外
旅
行
が
自

由
化
さ
れ
、
新
幹
線
が
開
通
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

の
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ま
さ
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
イ
ヤ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

１
９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）
の
大
阪
万

博
の
翌
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
が
逆
転
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行

が
劇
的
に
伸
び
ま
し
た
。
国
内
旅
行
も
飛

躍
し
ま
し
た
。

半
世
紀
を
顧
み
る
と
、
旅
行
成
長
の
要

因
と
し
て
は
６
つ
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
１
つ
目
は
経
済
効
果
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

伸
び
と
と
も
に
可
処
分
所
得
が
増
え
て
、

旅
行
需
要
に
回
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
経
済
成
長
が
鈍
化
し
て
い
る
現
在
、

個
人
資
産
が
１
７
０
０
兆
円
の
６
割
強
を

占
め
る
中
高
年
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は

ハ
ー
ド
効
果
で
す
。
新
幹
線
の
開
通
そ
の

も
の
が
旅
行
増
に
な
り
ま
す
。
昨
年
開
通

し
た
北
陸
新
幹
線
の
よ
う
に
爆
発
的
な
需

要
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

山
陽
新
幹
線
の
開
通
に
伴
っ
て
、
沿
線
の

萩
・
津
和
野
が
脚
光
を
浴
び
、
旅
行
商
品

化
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
高

速
道
路
開
通
や
新
航
空
路
線
、
新
空
港
開

港
・
拡
張
、
ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

会
議
・
展
示
施
設
な
ど
、
供
給
が
需
要
を

創
造
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
、
ク
ル
ー

ズ
を
見
越
し
て
港
の
整
備
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

３
つ
目
は
情
報
効
果
で
す
が
、
小
説
や

映
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
に
刺
激
さ
れ
て
旅
行

に
出
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
万
博
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
人
々
の
好
奇
心
を
刺
激
し
、
多
く

の
人
々
を
動
か
し
ま
し
た
。
１
８
４
１
年

に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
が
ロ
ン
ド
ン
博

覧
会
、
パ
リ
博
覧
会
と
、
博
覧
会
の
た
び

に
ツ
ア
ー
を
催
行
し
て
き
た
よ
う
に
、
イ

ベ
ン
ト
と
旅
行
会
社
と
い
う
の
は
古
く
か

ら
非
常
に
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
今
後
も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
概
念
に

広
が
り
、
有
力
な
集
客
装
置
と
し
て
期
待

〇
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
の
関
係

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
９
１
２
年
（
明
治
45
年
）

に
外
客
誘
致
・
斡あ

っ

旋せ
ん

を
目
的
に
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
し
て
創
業
。

戦
前
は
東
亜
旅
行
社
、
戦
中
は
東
亜
交
通

公
社
と
社
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
戦
後
は

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
と
し
て
旅
行
営

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
９
６
３
年

（
昭
和
38
年
）、
来
る
べ
き
大
旅
行
時
代
に

向
け
て
旅
行
営
業
部
門
は
株
式
会
社
に
、

調
査
研
究
部
門
は
財
団
法
人
に
分
離
し
ま

し
た
。
同
時
に
財
団
は
株
式
会
社
の
筆
頭

株
主
と
な
り
ま
し
た
。
株
式
会
社
は

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
の
国
鉄
民
営

分
割
時
に
“
国
鉄
券
の
市
中
販
売
機
関
”

か
ら
“
旅
行
を
販
売
す
る
会
社
”
と
い
う

経
営
理
念
に
変
え
、
対
外
呼
称
を
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
に
し
ま
し
た
。
社
名
は
日
本

交
通
公
社
の
ま
ま
で
し
た
が
、
新
世
紀
に

入
り
天
王
洲
の
本
社
ビ
ル
建
設
と
同
時
に

ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
と
社
名
を
変
え
ま
し

た
。
財
団
法
人
は
丸
の
内
の
本
社
ビ
ル 

に
し
ば
ら
く
同
居
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
以
降
、
日
本

橋
や
八
重
洲
を
経
て
、こ
の
南
青
山
に
「
日

本
交
通
公
社
」
と
い
う
伝
統
の
名
前
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
、
終つ

い

の
棲す

み

家か

を
築
き
ま
し
た
。

創
業
以
来
１
０
０
年
余
り
、
特
に
こ
の
半

世
紀
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
て
株

式
会
社
の
業
容
は
拡
大
し
、
財
団
法
人
は

企
業
価
値
を
高
め
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
前

の
ビ
ル
を
建
設
で
き
ま
し
た
、
長
い
歴
史

第
３
回
特
別
企
画
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
半
世
紀　

―
そ
の
成
果
と
課
題
―
」

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
：
舩
山　

龍
二
氏

（
元
（
株
）
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー　

会
長
）

舩
山
龍
二
（
ふ
な
や
ま　

り
ゅ
う
じ
）
氏

１
９
４
０
年
山
形
県
生
ま
れ
。
１
９
６
２
年
東
京
教
育

大
学
理
学
部
卒
業
後
、
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
入
社
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
業
務
、
海
外
・
国
内
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
旅
行
部
門
の
企
画
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
業
務
、さ
ら
に
は
経
営
企
画
室
で
社
の
Ｃ
Ｉ
推
進
業
務
な

ど
を
歴
任
。
１
９
９
６
年
代
表
取
締
役
就
任
、
２
０
０
２

年
会
長
、
取
締
役
相
談
役
を
経
て
、
２
０
１
０
年
よ
り
相

談
役
。（
社
）
日
本
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
団
体
連
合
会
会
長
、

国
土
交
通
省
交
通
政
策
審
議
委
員
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
、

観
光
立
国
推
進
有
識
者
会
議
委
員
、（
一
財
）
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
財
団
会
長
な
ど
。
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さ
れ
て
お
り
ま
す
。

４
つ
目
は
政
策
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動・組
織
で
す
。
１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）

に
は
観
光
基
本
法
が
、
２
０
０
７
年
（
平

成
19
年
）
に
は
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
法
は
理
念
に
と
ど

ま
ら
ず
、
具
体
的
に
誰
が
何
を
や
る
か
を

決
め
た
作
用
法
で
す
。
そ
し
て
翌
年
に
観

光
庁
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に

対
応
す
る
組
織
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
日
本

旅
行
業
協
会
）
や
日
本
観
光
協
会
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ（
日
本
政
府
観
光
局
）が
あ
り
ま
す
が
、

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
に
純
粋
の
民

間
組
織
Ｔ
Ｉ
Ｊ
（Tourism

 Industry 
A

ssociation of Japan

）
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
直
ち
に
祝
日
三
連
休
法
案
、
い
わ

ゆ
る
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
を
提
言
し
、
実

現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
諸
施
策
実
現
の

た
め
に
は
、
観
光
庁
と
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
を
一
本
化
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う

判
断
の
も
と
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

に
日
本
観
光
協
会
と
合
体
し
て
日
本
観
光

振
興
協
会
を
つ
く
り
、
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
間
、
経
団
連
や
日
本
商
工

会
議
所
に
も
観
光
の
部
会
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
民
間
業
界
で
は
、
国

鉄
が
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）
に
実
施

し
た
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
一

世
を
風ふ

う

靡び

し
ま
し
た
。
今
も
Ｊ
Ｒ
の
「
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

最
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
で
す
。
旅
行
会
社
も
１
万
社
が
ど

よ
め
き
な
が
ら
熾
烈
な
営
業
と
多
彩
な
企

画
商
品
で
需
要
を
喚
起
し
ま
し
た
。
５
つ

目
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
す
。
衣

食
足
り
て
旅
に
出
る
―
「
衣
食
住
・
旅
」

は
我
が
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
。
６
つ

目
は
お
お
む
ね
平
和
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
平
和
で
な
け
れ
ば
成
り
立

ち
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
交
流
が
相
互
の
理

解
を
深
め
、
信
頼
に
つ
な
が
り
戦
争
抑
止

効
果
が
あ
り
ま
す
。
以
上
、
こ
れ
ら
の
要

因
は
数
十
年
遅
れ
て
ア
ジ
ア
各
国
に
当
て

は
ま
り
、
今
日
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
隆
盛
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
旅
行
消
費
額
の
規
模
と

構
成
要
素
を
見
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
長
ら

く
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
国

内
旅
行
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て

い
ま
し
た
。
一
方
、
外
国
人
旅
行
者
の
消

費
比
率
は
数
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
一
気
に
14
％

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
や
は
り
全
体
の
パ
イ
を
広
げ

る
に
は
、
日
本
人
の
旅
行
消
費
を
い
か
に

上
げ
る
か
が
焦
眉
の
急
で
す
。
滞
在
数
を

増
や
す
、
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
施
策
が

待
た
れ
ま
す
。
昨
年
、
外
国
人
の
消
費
額

（
輸
出
）
が
日
本
人
の
海
外
旅
行
（
輸
入
）

を
44
年
ぶ
り
で
再
逆
転
し
た
こ
と
は
エ
ポ

ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
、
新
た
な

時
代
の
到
来
で
す
。

〇
新
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
来

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
２
０
２
０
年

（
平
成
32
年
）
ま
で
に
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
は
４
０
０
０
万
人
、
消
費
額
８
兆
円
、

２
０
３
０
年
に
６
０
０
０
万
人
、
消
費
額

15
兆
円
と
画
期
的
な
目
標
設
定
を
し
ま
し

た
。
全
体
に
占
め
る
外
国
人
の
消
費
比
率

は
27
％
～
40
％
と
現
在
の
ス
ペ
イ
ン
、
ス

イ
ス
の
よ
う
な
観
光
先
進
国
並
み
に
な
り

ま
す
。
ま
さ
に
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
時

代
が
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の
50
年

は
経
済
的
、
文
化
的
な
も
の
も
含
め
て
日

本
の
ト
ー
タ
ル
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

観
光
産
業
へ
の
期
待
も
込
め
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
６
０
０
兆
円
に
し
よ
う
と
い
う
構
想
も

あ
り
、
日
本
全
体
の
経
済
活
動
と
強
く
つ

な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創

生
に
は
観
光
が
鍵
に
な
っ
て
き
ま
す
。
外

国
人
旅
行
者
に
は
ぜ
ひ
地
方
に
行
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
し
、
そ
の
た
め
に
も
地
方

の
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
ど
う
創
出
す
る
か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
実
効
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
（Destination M

anagem
ent 

Organization

）
が
必
要
で
す
。
各
地
に

似
た
よ
う
な
組
織
は
あ
り
ま
す
が
、
人
材

や
財
政
基
盤
な
ど
を
含
め
再
構
築
が
急
務

で
す
。
観
光
は
誰
の
た
め
に
や
る
か
と
い

う
と
地
域
住
民
の
た
め
で
す
。
長
野
で
実

施
し
た
Ｊ
Ｒ
の
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
地
元
の
企
業
や

学
校
自
身
が
観
光
客
に
ど
う
い
っ
た
お
も

て
な
し
が
で
き
る
か
を
考
え
、
主
体
的
に

参
画
し
た
こ
と
は
画
期
的
で
し
た
。

ま
た
、
地
方
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
大
変
な

の
で
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
は
地
方
都
市
に
直
接
飛

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
地
方
で
は
２
次
交
通

の
問
題
も
大
き
い
の
で
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
以
前
か
ら
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
旅
行
の
平
準
化
に
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対
し
て
も
有
効
的
で
あ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
季
節
と
訪
問
先
の
分
散

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
の
観
光
の
最
大
の
売
り
で
あ
っ
た

景
観
が
劣
化
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

効
率
化
、
画
一
化
、
ミ
ニ
東
京
化
で
個
性

的
な
街
並
み
も
減
っ
て
い
ま
す
。
休
耕
田

が
増
え
、
日
本
の
原
風
景
の
農
村
も
危
機

に
面
し
て
い
ま
す
。
農
業
は
、
景
観
の
み

な
ら
ず
、
経
済
面
、
環
境
面
、
国
土
保
全
、

食
、
祭
り
な
ど
文
化
面
に
お
い
て
も
重
要

で
す
。
生
産
者
が
い
な
け
れ
ば
、
企
業
が

進
出
す
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
、
水
田

を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
後

に
、
旅
行
は
人
生
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
り
、一
年
に
一
度
は
家
族
と
旅
行

に
出
掛
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
子
ど

も
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
ま
た
繰
り
返
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
海
外
へ
も
出
国

率
が
13
％
と
い
う
の
は
い
か
に
も
寂
し
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
期
待
す
る
な
ら
、
も
っ

と
日
本
人
も
海
外
に
行
く
こ
と
が
必
要
で
、

「Tw
o W

ay Tourism

」
が
重
要
で
す
。

〇
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
お
よ
び
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
使
命

時
代
は
全
て
を
決
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

国
際
間
の
人
々
の
交
流
は
、
現
在
11
億 

８
０
０
０
万
人
で
今
後
も
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
ま
す
。政
治
、経
済
、文
化
、Ｉ
Ｔ

技
術
な
ど
の
多
様
な
時
代
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
て
対
応
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
の
機
能
と

し
て
は
、
政
策
提
言
と
地
域
活
性
化
へ
の

寄
与
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
あ
く
な
き
創
造
と
挑
戦

を
続
け
、
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

●

通
常
の
「
た
び
と
し
ょCafe

」
の
よ
う

に
意
見
交
換
の
時
間
を
長
く
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
は
「
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
経
験
と

実
践
に
基
づ
く
お
話
は
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」「
続
編
を
ぜ
ひ
通
常
の
た
び
と
し
ょ

Cafe

で
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
踏
ま
え
て
今
後
の
観
光
や
地
域
の
理
想

の
姿
を
見
据
え
、
そ
の
た
め
に
我
々
が
今

後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
を
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　

企
画
室　

福
永
香
織
）

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
11
月
１
日

（
火
）・
２
日
（
水
）
に
第
26
回
旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
よ
り
『
旅
行

年
報
』
の
内
容
を
中
心
に
ご
報
告
す
る
形

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
１
日

目
を
旅
行
市
場
編
、
２
日
目
を
観
光
地
・

観
光
政
策
編
と
２
日
に
分
け
、
当
財
団
の

独
自
調
査
に
加
え
、
自
主
研
究
の
成
果
も

複
数
交
え
て
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
賛
助
会
員
先
行
受
付
期
間

を
設
け
た
後
に
一
般
受
付
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
、
当
日
の
う
ち
に
定
員
に
達
し
て
し

ま
い
、
改
め
て
観
光
動
向
へ
の
関
心
の
高

さ
と
広
が
り
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

的
に
２
日
間
で
延
べ
１
８
２
人
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
参
加
い
た

だ
け
な
か
っ
た
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の
職
業
は「
公

的
機
関・観
光
関
連
団
体
」（
22・３
％
）、「
行

政
」（
15
・
８
％
）、「
大
学
・
研
究
機
関
」

（
10・１
％
）、「
旅
行
業
」（
９・４
％
）、「
報

道
・
出
版
」（
９・４
％
）、「
そ
の
他
」（
23
・

０
％
）
と
い
う
内
訳
で
し
た
。

１
日
目
の
旅
行
市
場
編
は
、「
日
本
人
の

旅
行
市
場
」「
観
光
産
業
の
動
き
」、
訪
日

外
国
人
の
旅
行
市
場
と
し
て
「
２
０
１
５

年
総
括
と
２
０
１
６
年
最
新
動
向
」「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」「
台

第
26
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品
」

に
つ
い
て
、
執
筆
責
任
者
よ
り
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

特
に
参
加
者
の
皆
様
の
関
心
が
高
い
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
２
０
１
５

年
総
括
と
２
０
１
６
年
最
新
動
向
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
た
上
で
、３
つ
の
通
説
「
団

体
か
ら
個
人
へ
」「
都
市
か
ら
地
方
へ
」「
モ

問
意
向
が
高
い
こ
と（「
ぜ
ひ
旅
行
し
た
い
」

ア
ジ
ア
全
体
：
53
％
、
欧
米
豪
全
体
：
54 

％
）、
訪
日
経
験
者
の
旅
行
前
の
情
報
収

集
手
段
と
し
て
個
人
ブ
ロ
グ
（
ア
ジ
ア
全

体
：
35
％
）
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
（
ア
ジ
ア

全
体
：
33
％
）
な
ど
が
上
位
に
挙
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団

体
旅
行
商
品
」
で
は
、
台
湾
３
社
、
香
港

２
社
、
中
国
４
社
の
旅
行
商
品
を
分
析
し

た
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
「
訪
日
旅
行

商
品
調
査
」
の
結
果
を
用
い
、
台
湾
で
は

46
都
道
府
県
の
商
品
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
周
遊
が
多
い
こ
と
、

香
港
で
は
42
都
道
府
県
の
商
品
が
造
成
さ

れ
て
お
り
、
九
州
へ
の
立
ち
寄
り
率
が
他

国
よ
り
高
い
こ
と
、
中
国
で
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
を
中
心
と
す
る
商
品
が
圧
倒
的

に
多
く
、
国
に
よ
っ
て
訪
問
先
や
滞
在
中

の
過
ご
し
方
が
異
な
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
拡
大
に
よ
る
国
内
旅
行

へ
の
影
響
や
経
済
効
果
な
ど
を
整
理
し
た

後
、
今
後
注
目
す
べ
き
市
場
・
活
動
・
地

域
に
つ
い
て
発
表
者
全
員
で
議
論
を
深
め

ま
し
た
。

ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
」
に
つ
い
て
検

証
を
試
み
ま
し
た
。

そ
の
後
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

12
地
域
・
訪
日
外
国
人
旅
行
者

の
意
向
調
査
」
の
結
果
を
中
心
に
、
日
本

の
観
光
競
争
力
や
訪
日
旅
行
の
意
向
と
実

態
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
ア
ジ
ア
、
欧

米
豪
両
方
に
お
い
て
地
方
観
光
地
へ
の
訪

２
日
目
の
観
光
地
・
観
光
政
策
編
で
は
、

「
全
国
的
な
観
光
地
の
動
き
」
を
概
観
し

た
後
、
私
ど
も
の
調
査
研
究
活
動
の
中
か

ら
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
事
例
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
伴
い
新
規

参
入
し
て
く
る
海
外
資
本
の
動
向
と
課
題

に
つ
い
て
報
告
。
地
域
と
し
て
の
主
体
性

を
持
っ
た
強
い
行
政
力
の
発
揮
や
、
日
本

人
も
外
国
人
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
自
主
研
究
や
独
自
調
査
を
ベ

ー
ス
に
「
熊
本
地
震
か
ら
の
観
光
復
興
状

況
及
び
課
題
」「
国
及
び
都
道
府
県
の
観

光
政
策
」
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
、
多
く
の
関
心
を
集
め
て
い
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
つ
い
て
は
、「『
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
』
の

現
況
と
方
向
性
」
と
し
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
登
場
の
背
景
や
施
策
展
開
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
担
う
た
め

に
必
要
な
能
力
を
備
え
た
人
材
確
保
、
権

限
と
財
源
の
確
保
、
熾
烈
な
競
争
下
に
お

け
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
今
後
の
課
題

と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
前
半

の
発
表
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
私
ど
も
の
調

査
研
究
活
動
の
中
で
関
わ
り
の
あ
る
釧
路

図　�事前に特に興味があったテーマと�
発表を聞いて特に参考になったテーマ（MA）

全国的な観光地の動き

ニセコにみる海外資本の動向

熊本地震からの観光復興状況
及び課題

国及び都道府県の観光政策

「日本版DMO」の現況と方向性

総括ディスカッション

0 20 40 60 80 100（％）
55.1％

33.3％
27.5％
25.8％

21.7％
12.1％

40.6％
31.8％
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36.4％

n=57

■事前に特に興味があったテーマ　　　■発表を聞いて特に参考になったテーマ

（2日目）

日本人の旅行市場

観光産業の動き

2015年総括と2016年最新動向

外国人の訪日旅行に対する意識

台湾・香港・中国発の
団体旅行商品

総括ディスカッション
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75.4％

45.2％
77.2％

12.9％
31.6％

100（％）

■事前に特に興味があったテーマ　　　■発表を聞いて特に参考になったテーマ

（1日目）
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市
や
白
馬
村
、
草
津
町
、
鳥
羽
市
に
お
け

る
具
体
的
な
取
り
組
み
の
他
、
熊
本
地
震

発
生
後
の
黒
川
温
泉
や
由
布
院
温
泉
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
今
回
初
め
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方

が
全
体
の
６
割
強
を
占
め
ま
し
た
。
当
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
期
待
と
し
て
は
「
今
後

の
戦
略
や
施
策
の
ヒ
ン
ト
」（
１
日
目
68
・

３
％
、
２
日
目
62
・
９
％
）、「
観
光
の
全

体
動
向
の
把
握
」（
１
日
目
61
・
９
％
、
２

日
目
51
・
４
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

事
前
に
特
に
興
味
が
あ
っ
た
テ
ー
マ
と
し

て
は
「
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意

識
」（
79
・
０
％
）、「『
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
』

の
現
況
と
方
向
性
」（
69
・
６
％
）
な
ど
が

高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
深
み
が

あ
っ
た
」「
国
及
び
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
動

向
と
現
場
レ
ベ
ル
の
事
例
の
報
告
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
か
っ
た
」「
総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
日
々
の
研
究
の
報
告
が
多
く
、
興

味
深
く
拝
聴
し
た
」「
将
来
予
測
も
交
え

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
声
を
参
考
に
、
今
後
も
、
よ
り

充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、『
旅
行
年
報
２
０
１
６
』
は
当

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｏ
Ｄ
版
も
好
評

販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.jtb.or.jp/publication-

sym
posium

/book/annual-report/
annual-report-2016

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　

企
画
室　

福
永
香
織
）

●第26回旅行動向シンポジウム
開催日時：2016年11月1日（火）・2日（水）
参加費：無料
場所：日本交通公社ビル
参加者数：1日目88人、2日目94人
主催：公益財団法人日本交通公社

【11/1　旅行市場編】�
開会・主催者挨拶
1．日本人の旅行市場	 中島　泰（観光地域研究部 主任研究員）
2．観光産業の動き	 菅野　正洋（観光地域研究部 主任研究員）

質疑応答・休憩

3．訪日外国人の旅行市場
　 ①2015年総括と2016年最新動向	 川口　明子（観光経済研究部 主任研究員）
　 ②外国人の訪日旅行に対する意識	 外山　昌樹（観光経済研究部 研究員）
　 ③台湾・香港・中国発の団体旅行商品	 柿島　あかね（観光経済研究部 主任研究員）

休憩

4．総括ディスカッション
　 ファシリテーター　　塩谷　英生（観光経済研究部長 主席研究員）
	 川口　明子（観光経済研究部 主任研究員）
	 外山　昌樹（観光経済研究部 研究員）
	 柿島　あかね（観光経済研究部 主任研究員）
	 菅野　正洋（観光地域研究部 主任研究員）
	 中島　泰（観光地域研究部 主任研究員）

【11/2　観光地・観光政策編】�
開会・主催者挨拶
1．全国的な観光地の動き	 守屋　邦彦（観光政策研究部 主任研究員）
2．注目すべき地域の動き
　 ①ニセコにみる海外資本の動向	 西川　亮（観光政策研究部 研究員）
　 ②熊本地震からの観光復興状況及び課題　　牧野　博明（観光政策研究部 主任研究員）

休憩

3．観光政策の動向
　 ①国及び都道府県の観光政策	 牧野　博明（観光政策研究部 主任研究員）
　 ②「日本版DMO」の現況と方向性	 山田　雄一（観光政策研究部次長 主席研究員）

休憩

4．総括ディスカッション
　 コメンテーター	 山田　雄一（観光政策研究部次長 主席研究員）
　 ファシリテーター　　梅川　智也（理事・観光政策研究部長）
	 守屋　邦彦（観光政策研究部 主任研究員）
	 西川　亮（観光政策研究部 研究員）
	 牧野　博明（観光政策研究部 主任研究員）
	 岩崎　比奈子（観光政策研究部 主任研究員）
	 後藤　健太郎（観光政策研究部 主任研究員）
	 清水　雄一（観光政策研究部 研究員）
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「
観
光
か
らT

ourism
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
へ
」­—

私
が

最
近
学
生
や
観
光
産
業
関
係
者
に
向
け
て
強
調
し
て
い

る
言
葉
で
あ
る
。
私
は
沖
縄
県
庁
職
員
の
立
場
か
ら
長

く
観
光
政
策
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
最
近
特
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
日
本
で
考
え
る
「
観
光
」
の
概
念
と
世
界

観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
規
定
す
る
「tourism
」

と
の
違
い
で
あ
る
。
日
本
へ
の
外
国
人
観
光
客
が
急
増

し
、
日
本
が
観
光
大
国
を
目
指
し
て
取
り
組
む
中
で
、

特
に
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
観
光
政
策
の
見
直
し
と

観
光
に
関
す
る
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

観
光
と
は
何
か
？

観
光
と
は
何
か
？
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
定
義
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
で
は
明
確
な
定
義
は
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
定
義
と
し
て
、「
自
由
時
間
に
お
け
る
日
常

生
活
圏
外
へ
の
移
動
を
と
も
な
っ
た
生
活
の
変
化
に
対

す
る
欲
求
か
ら
生
ず
る
一
連
の
行
動
」（
観
光
学
辞
典
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
一
般
的
な
理
解
と
し
て
は
、「
観

光
と
い
う
語
は
、
観
光
行
動
と
解
す
る
場
合
，
狭
い
意

人
親
戚
訪
問
や
宗
教
等
が
27
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
が
14

％
、
そ
の
他
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
以
外

の
旅
行
も
多
い
。
訪
日
外
国
人
の
目
的
で
も
約
２
割
は

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
。

沖
縄
観
光
政
策
の
歴
史

こ
こ
で
観
光
政
策
に
関
し
て
沖
縄
県
の
取
り
組
み
か

ら
考
え
て
み
た
い
。
観
光
政
策
は
、「
国
及
び
地
方
公
共

団
体
が
適
切
な
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
観
光
事
業
展
開
の
た
め
の
施
策
」
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

あ
る
。

沖
縄
県
で
は
戦
前
の
１
９
３
７
年
に
初
め
て
の
団
体

旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
大
阪
か
ら
６
泊
７
日
の
旅
は
日

本
本
土
と
は
異
な
る
自
然
風
景
や
文
化
的
特
徴
な
ど
が

評
判
を
呼
び
人
気
を
集
め
て
い
た
が
戦
争
の
影
響
で

１
９
４
１
年
に
は
中
断
さ
れ
た
。
島
嶼
地
域
で
農
業
や

製
造
業
振
興
に
大
き
な
期
待
が
持
て
な
い
沖
縄
県
に
お

い
て
、
観
光
産
業
振
興
に
か
け
る
期
待
は
大
き
な
も
の

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
戦
で
首
里
城
を
は
じ
め
殆
ど

味
で
は
、
他
国
、
他
地
域
の
風
景
、
風
俗
、
文
物
等
を

見
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
、
広
い
意
味
で
は
、

観
光
旅
行
と
ほ
ぼ
同
義
で
、
楽
し
み
を
目
的
と
す
る
旅

行
一
般
を
指
す
」（
世
界
大
百
科
事
典
）
の
方
が
分
か
り

や
す
い
。

一
方
、tourism

（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
つ
い
て
も
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
が
、「
継
続
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
あ
る
い
は
そ
の
他
の
目
的

で
、
日
常
の
生
活
圏
の
外
に
旅
行
し
た
り
、
ま
た
滞
在

し
た
り
す
る
人
々
の
活
動
を
指
し
、
訪
問
地
で
報
酬
を

得
る
活
動
を
行
う
こ
と
と
関
連
し
な
い
諸
活
動
と
定
義

さ
れ
る
」（
２
０
０
０
年
国
連
総
会
）
は
明
白
な
定
義
で

あ
る
。
研
究
者
間
で
は
「
観
光
とtourism

」
の
定
義

の
違
い
は
明
白
か
も
知
れ
な
い
が
、
観
光
事
業
者
や
行

政
関
係
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
違
い
を
議
論
す
る
こ
と

は
殆
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
観
光
と
い
え
ば
レ
ジ

ャ
ー
と
い
う
考
え
が
中
心
で
そ
の
他
の
目
的
に
対
す
る

関
心
は
ま
だ
低
い
の
で
は
な
い
か
。

世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
調
べ
で
は
国
際

旅
行
客
の
旅
行
目
的
と
し
て
は
レ
ジ
ャ
ー
が
53
％
、
知

新
た
な
視
点
で
の
観
光
政
策
研
究

琉
球
大
学
　
観
光
産
業
科
学
部
　
学
部
長　
　

下
地
　
芳
郎

連載Ⅰ
当財団専門委員

私の研究と観光
第7回

私の研究と観光   第7回　新たな視点での観光政策研究
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の
伝
統
的
建
造
物
や
紅
型
や
泡
盛
に
代
表
さ
れ
る
伝
統

産
業
の
拠
点
な
ど
の
観
光
資
源
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ

れ
た
。
戦
後
の
沖
縄
観
光
の
復
活
は
、
沖
縄
を
占
領
し

て
い
る
米
軍
基
地
の
兵
隊
に
対
し
て
沖
縄
戦
で
焼
け
残
っ

た
文
化
財
を
案
内
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後

は
慰
霊
目
的
の
旅
行
者
に
対
し
て
戦
跡
地
の
案
内
が
中

心
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
沖
縄
は
米
軍
占
領
下
に
あ
り
、
日

本
と
は
異
な
る
統
治
シ
ス
テ
ム
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
基

地
経
済
の
な
か
で
観
光
政
策
へ
の
取
り
組
み
は
遅
れ
た
。

観
光
政
策
の
現
場
か
ら

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
観
光
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な

政
策
は
１
９
７
５
年
に
開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
国
際
海
洋

博
覧
会
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
沖
縄

観
光
は
「
青
い
海　

青
い
空
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
建
設
、
首
里
城
の
復
元
や
美
ら
海
水
族
館

な
ど
の
観
光
施
設
の
増
加
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
沖

縄
の
音
楽
、食
、芸
能
な
ど
の
評
価
が
高
ま
り
、今
は
「
癒

し
の
島
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
広
が
っ
て
き
た
。

私
は
１
９
９
４
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
の
約
20
年

間
に
沖
縄
県
の
観
光
政
策
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
観
光
危
機
管
理
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
、
観
光
人
材
育
成
、
島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

国
際
観
光
戦
略
「Be.Okinaw

a

」
構
築
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
振

興
策
の
６
政
策
で
あ
る
。

中
で
も
観
光
危
機
管
理
と
島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
特
に
重
要
な
政
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
観
光

危
機
管
理
は
、
２
０
０
１
年
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
の
影
響
に
よ
る
修
学
旅
行
の
大
幅
な
落
ち
込
み
を
契

機
に
取
り
組
ん
だ
政
策
で
、
迅
速
な
情
報
収
集
と
正
確

な
情
報
発
信
、
関
係
者
間
の
連
携
体
制
、
風
評
被
害
対

策
な
ど
が
中
心
と
な
っ
た
。
現
在
沖
縄
県
で
は
「
沖
縄

県
観
光
危
機
管
理
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
外

部
環
境
変
化
に
弱
い
観
光
の
特
徴
と
島
嶼
地
域
と
い
う

沖
縄
県
の
状
況
に
応
じ
た
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１
９
９
７
年
か
ら
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
観
光
政
策
関
係
者
に
よ
る
国
際
会

議
で
、
沖
縄
県
、
韓
国
済
州
島
、
中
国
海
南
島
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
バ
リ
島
の
４
地
域
か
ら
始
ま
っ
た
。

現
在
参
加
地
域
は
タ
イ
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
や
ス
リ
ラ
ン

カ
南
部
州
な
ど
も
加
わ
り
、
島
嶼
地
域
に
お
け
る
多
様

な
観
光
政
策
課
題
に
関
し
て
共
同
声
明
を
発
表
し
て
い

る
。
２
０
１
２
年
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
危
機
管
理
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
私
は
開
催
地
と

し
て
全
体
討
議
の
総
括
を
担
当
し
た
が
、
観
光
危
機
の

要
因
に
つ
い
て
議
論
が
白
熱
し
、
一
部
地
域
の
反
対
も

あ
っ
て
「
自
然
災
害
」
の
み
を
対
象
と
し
た
議
論
に
な

っ
た
。
本
来
、
観
光
危
機
の
要
因
は
「
人
的
要
因
」
を

含
め
多
様
で
あ
る
が
、
参
加
国
担
当
者
間
で
微
妙
な
駆

け
引
き
が
あ
り
国
際
会
議
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
～tourism
の
視
点
で

日
本
が
観
光
立
国
そ
し
て
観
光
大
国
へ
の
道
を
歩
む

た
め
に
は
、
観
光
政
策
関
係
者
が
観
光
の
持
つ
領
域
を

tourism

の
視
点
に
立
ち
、
政
策
の
範
囲
を
レ
ジ
ャ
ー
目

的
観
光
客
誘
致
主
体
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
や
そ
の
他
の
目
的

旅
行
者
ま
で
広
げ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
特
に
地

方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
と
い
っ

た
従
来
の
観
光
資
源
開
発
に
加
え
、「
地
方
都
市
」
の
魅

力
を
増
す
た
め
の
政
策
が
重
要
に
な
る
。
近
年
全
国
的

に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
施

設
整
備
と
同
時
に
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
活
用
に
よ

る
情
報
発
信
な
ど
従
来
の
観
光
政
策
に
加
え
都
市
政
策

や
科
学
技
術
政
策
な
ど
と
連
動
し
た
幅
広
い
取
り
組
み

が
重
要
に
な
る
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
先
を
見

据
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
思
考
力
を
強
化
し
、
政
策
範

囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
観
光
政
策
研
究
者

の
一
人
と
し
て
、
日
本
の
観
光
政
策
が
さ
ら
に
多
様
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（

し
も
じ　

よ
し
ろ
う
）

下地芳郎（しもじ よしろう）
　1957年、沖縄県生まれ。1981年に沖縄県庁入庁。カナダト
ロント大学派遣後、香港事務所初代所長として、東アジアか
らの観光客誘致に取り組む。観光政策統括監を経て2013年
3月に沖縄県退職。同年4月から琉球大学観光産業科学部教
授として観光政策論などを担当。2016年4月に観光産業科学
部長就任。
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59 わたしの1冊   『Governing the Commons』

本
書
は
、
２
０
０
９
年
に
女
性
で
初
の
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
を
受
け
た
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
の

代
表
作
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ズ
に
つ
い
て
、
政
府
に
よ

る
規
制
で
な
く
、
市
場
原
理
で
も
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
自
治
に
よ
り
コ
モ
ン
ズ
統
治
の
可
能
性
と
成

功
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
膨
大
な
実
証
調
査
を

踏
ま
え
て
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
モ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
１
９
６
８
年
に
「
サ
イ

エ
ン
ス
」
に
発
表
さ
れ
た
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン

ズ
の
悲
劇
」
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
。
共
用
の
放
牧

地
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
多
く
の
牛
を
そ
こ
に
放

牧
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
草
が
な
く
な
っ
て
、
放
牧

さ
れ
た
牛
は
死
ん
で
い
く
―
と
い
う
悲
劇
を
紹
介

し
た
も
の
だ
。
人
間
は
、
自
分
に
都
合
の
い
い
よ
う

に
行
動
し
、
市
場
原
理
の
下
で
コ
モ
ン
ズ
は
悲
劇
を

も
た
ら
す
と
い
う
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
考
え
方
は
、
公
害

等
の
環
境
問
題
を
理
解
す
る
論
理
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
、
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
提
起
し
た
コ
モ
ン
ズ
論
に
対

し
、
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
は
、
水
資
源
、
漁

業
資
源
、
森
林
資
源
な
ど
人
や
組
織
が
共
同
で
利

用
し
管
理
す
る
「
共
有
資
源
」（Com

m
on-pool 

Resources

）
に
つ
い
て
、
世
界
中
の
事
例
を
丹
念

に
収
集
、
分
析
し
、
そ
れ
ら
は
当
事
者
が
自
主
的

に
適
切
な
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
安
定
的
に
統
治
し

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理
論
的
に
示
し
て

い
っ
た
。
悲
劇
を
生
ま
な
い
コ
モ
ン
ズ
が
成
り
立
つ

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

私
は
地
域
開
発
政
策
を
専
門
に
し
て
い
る
が
、

地
域
開
発
政
策
の
主
題
は
地
域
の
限
ら
れ
た
資
源

を
、
有
効
に
活
か
し
、
そ
の
潜
在
力
を
発
揮
し
て

い
く
た
め
の
方
策
、
戦
略
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
そ
こ
で
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
資
源
の
持

つ
価
値
を
顕
在
化
し
て
い
く
こ
と
を
阻は

ば

む
、
排
他
、

独
占
の
仕
組
み
の
存
在
で
あ
る
。
特
に
わ
が
国
で

は
土
地
の
排
他
的
利
用
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
都
市
問
題
の
多
く
は
、
重
層
的
な
土
地
利

用
の
実
現
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
排
他
の
論
理
を
打
破
し
、
超
え

て
い
く
共
生
の
概
念
と
し
て
の
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト

ロ
ム
の
コ
モ
ン
ズ
理
論
に
は
、
大
き
な
魅
力
と
可
能

性
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

本
書
と
の
出
会
い
を
契
機
に
、
私
が
研
究
代
表

と
な
り
２
０
０
８
年
か
ら
環
境
コ
モ
ン
ズ
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
コ
モ
ン
ズ
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。
北
海
道
苫
小
牧
市
に
お
け
る
広
大
な
緑
地

で
の
実
践
的
な
コ
モ
ン
ズ
活
動
を
素
材
に
し
て
理

論
的
な
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
コ

モ
ン
ズ
事
例
を
幅
広
く
調
査
し
て
、
２
０
１
４
年

に
は
北
海
道
大
学
出
版
会
か
ら
『
コ
モ
ン
ズ　

地

域
の
再
生
と
創
造
』（
共
著
）を
発
刊
し
た
。
昨
年
は
、

エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
の
コ
モ
ン
ズ
理
論
に
関
心

を
持
つ
韓
国
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
北
大
で

コ
モ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
コ
モ
ン

ズ
研
究
活
動
を
続
け
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、『Governing the Com

m
ons

』
に

は
残
念
な
が
ら
邦
訳
が
出
て
い
な
い
。
４
年
ほ
ど

前
に
日
本
語
へ
の
翻
訳
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
の

だ
が
、
す
で
に
他
の
研
究
者
が
申
請
し
て
お
り
実

現
し
な
か
っ
た
。
一
日
も
早
く
日
本
語
で
の
翻
訳
本

が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
こ
い
そ　

し
ゅ
う
じ
）

連載Ⅱ
当財団専門委員

わたしの1冊
第7回

北海道大学公共政策大学院　特任教授　　小磯　修二

『Governing the Commons』
Elinor Ostrom　Cambridge University Press、1990年

小磯修二（こいそ　しゅうじ）
　北海道大学公共政策大学院特任教授。京都大学法学部卒業。旧国土庁、北海道開発庁
（現・国土交通省）を経て、1999年に釧路公立大学教授、2008年から同大学長。2012年
9月から現職。地域政策研究の分野において、実践的な研究プロジェクトを数多く実施。中
央アジア地域などで国際貢献活動にも従事。専門は地域開発政策。公職として、国土審議
会専門委員、北海道観光審議会会長、北海道国土強靱化計画有識者会議座長など。主な
著書は、『地方が輝くために』『コモンズ 地域の再生と創造』『地域とともに生きる建設業』
など。
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近世旅行史の研究 信仰・観光の旅と旅先地域・温泉 高橋陽一 清文堂出版 2016/08
帝国ホテルに働くということ 帝国ホテル労働組合70年史 奥井禮喜 ミネルヴァ書房 2016/07
データで読み解くスマホ・ケータイ利用トレンド2016-2017　ケータイ社会白書 （株）NTTドコモモバイル社会研究所 編 （株）中央経済社 2016/10
創造都市ポートランドガイド　
TRUE PORTLAND The unofficial guide for creative people Annual 2015

BRIDGE LAB BRIDGE LAB 2015/05

ラングスドルフ日本紀行　
～クルーゼンシュテルン世界周航・レザーノフ遣日使節随行記～

ゲオルク・ハインリヒ・フォン・ラングスドルフ 著
山本秀峰 訳

露蘭堂 2016/07

国際協力キャリアガイド 2016-17 （株）国際開発ジャーナル社 （株）国際開発ジャーナル社 2016/10
数字でみる鉄道 2016 国土交通省鉄道局 監修 （一財）運輸総合研究所 2016/10
世界経済の潮流＜2016年1＞　
2016年上半期 世界経済報告 世界経済の直面するリスクと課題

内閣府政策統括官室 （経済財政分析担当） 編 日経印刷（株） 2016/10

日本国際観光学会 第20回全国大会 発表論集 祝祭のツーリズム 日本国際観光学会 日本国際観光学会 2016/10
私の日本地図2 上高地付近（宮本常一著作集別集） 宮本常一 著 香月洋一郎 編 未來社 2016/10
地域文化が若者を育てる　民俗・芸能・食文化のまちづくり（田園回帰7） 佐藤一子 （一社）農山漁村文化協会 2016/10
JR特急列車年鑑 2017（イカロスMOOK） イカロス出版 イカロス出版 2016/11
釧路修学旅行ガイド 2016.3 （一社）釧路観光コンベンション協会 （一社）釧路観光コンベンション協会 2016/03
あなたが好きな露天風呂のある宿 2016（旬刊 旅行新聞 2016年10月1日号） 旅行新聞新社 旅行新聞新社 2016/10
町の未来をこの手でつくる 紫波町オガールプロジェクト 猪谷千香 幻冬舎 2016/09
観光学評論 Vol.4 No.2 2016 観光学術学会 編 観光学術学会 2016/09
輝ける都市 ル・コルビュジエ 著 白石哲雄 監訳 河出書房新社 2016/07
エイビーロード海外旅行調査2016　～2015年 海外旅行者の選択プロセス、評価と今後の意向～ （株）リクルートライフスタイル 旅行営業統括部 地域創造部 （株）リクルートライフスタイル 2016/07
全旅協50年史 （一社）全国旅行業協会 （一社）全国旅行業協会 2016/07
ロングステイ調査統計 2015 （一財）ロングステイ財団 （一財）ロングステイ財団 2015/11
メガイベントにおけるスポーツホスピタリティのすすめ （株）JTB総合研究所 （株）JTB総合研究所 2015/09
ロングステイ調査統計 2016 （一財）ロングステイ財団 （一財）ロングステイ財団 2016/11
レジャーランド&レクパーク総覧 2017 CD-ROM付 綜合ユニコム 綜合ユニコム 2016/10
旅行業者名簿 2017 旅行出版社 旅行出版社 2016/11
全国市町村要覧 平成28年版 市町村要覧編集委員会 編 第一法規（株） 2016/11
数字でみる航空 2016 国土交通省航空局 監修 （一財）航空振興財団 2016/10
訪日外国人の消費動向 平成27年10-12月期 報告書 国土交通省観光庁 観光戦略課調査室 編 観光庁 2016/01
訪日外国人の消費動向 平成27年 年次報告書 国土交通省観光庁 観光戦略課調査室 編 観光庁 2016/03
渡航手続マニュアル 2016 JTBパブリッシング JTBパブリッシング 2016/04
VISA HANDBOOK 2016 JTBパブリッシング JTBパブリッシング 2016/04
ニッポンのゲレンデ 2017（ブルーガイド・グラフィック） 実業之日本社 実業之日本社 2016/12
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ホームページ（https://www.jtb.or.jp/）で、高い閲覧率を誇るのが、毎週月曜日に更新している「研究員コラム」です。
当財団の研究員ならではの‘視点’をご一読ください。

Vol. 318	 観光地に対する「ファン」の育成	 外山昌樹
筆者の主な研究テーマのひとつは、観光地へのリピーターをどのようにして増大させるかということです。地域に思い入れがあって積極的に訪れてく
れている「観光地のファン」とは、具体的にどのような旅行者のことでしょうか？

Vol. 319	 地中海通信：10月2日（日）晴れ	 中島泰
出発から24時間と少し、今回の国際学会の開催地、サルディーニャに到着しました。天候は晴れ、気温は26度。地中海の乾いた風に乗って、カモメ
が空高く飛んで行きました。今日から4日間に渡り、30カ国以上から集まった約200人の研究者が、自然地域における観光に関する諸問題につい
て発表、そしてディスカッションを行います。

Vol. 320	 定住人口＋観光客数＝滞在人口の大きさを探る	 西川亮
一般的に観光客は交流人口と呼ばれ、定住人口と対比して捉えられます。しかし、観光客の与える地域への影響は経済的な面に止まりません。市
街地の利用にも影響を与えるのです。特に宿泊観光客は「一時的に住んでいる」状態ですので、住民と同じように捉えても良いのではないでしょう
か。今回のコラムでは観光客と定住人口を合計した「滞在人口」を試算し、その影響を考察してみます。

Vol. 321	 観光地におけるサード・プレイスを考える	 福永香織
日本人の旅行動機として、「日常生活から逃れるため」（60.1％）が「旅先のおいしいものを求めて」と並んで上位に挙がっています。宿泊先の部屋と
目的地以外でゆったり過ごせる場所はとても重要な位置づけであり、「どこへ行って何をするか」よりも「居心地の良い空間でゆったり過ごすこと」
が旅行の第一目的になることもあります。

Vol. 322	 スイスの観光実情をベースに我が国の観光のあり方を考える	 牧野博明
日本では、バブル経済の崩壊以降、「リゾート」が話題となることが激減したように思われます。しかし、近年のインバウンドの急激な増加もあり、改
めて「リゾート」を考える時機が来たのではないでしょうか。今回のサンモリッツへの訪問は、スイスと日本のリゾート地の違いについて考えるための
よい機会となりました。ここで、特に興味をひかれた点について紹介しながら、我が国の観光のあり方を考えてみたいと思います。

Vol. 323	 国際的なMICE開催のその先に	 守屋邦彦
三重県鳥羽市ほかで開催した「温泉まちづくり研究会」の第2回会合は、「温泉地と国際MICE」が大きなテーマだった。本コラムでは、国際的な
MICE開催による効果やその先に向けた取組に関して挙げられたコメントを、筆者の感想とともに紹介したい。

Vol. 324	 スマホが作り出すマーケティングの潮流	 山田雄一
今日、われわれの手のひらに乗るスマートフォンは、紛れもない「高性能コンピューター」である。スマートフォンが個 人々の行動を記録し「秘書」となっ
ていく時代に、観光地はどういったマーケティングを展開していく事が求められるのだろうか。いろいろなことが展望されるが、ひとつ言えるのは……

Vol. 325	 富士信仰と外国人　～巡礼路を歩き、富士信仰を“感じる”	 吉澤清良
今回も「富士山」を話題に書かせていただきます（連続4回目！）。今年度、リバース富士講プロジェクトでは、旅行会社や出版社、日本在住の外国
人の方 を々対象に、富士講を中心とした富士山の奥深い魅力を体感するファムトリップを実施しました。本コラムでは8月のファムトリップ「富士山
の巡礼路、麓から五合目を歩く」を取り上げて、外国人の感じた富士信仰、その伝え方などについて考えてみたいと思います。

Vol. 326	 ロングトレイル・コラム　～ロングトレイルに優しさを	 吉谷地裕
サンチアゴ巡礼路は、キリスト教の聖人である聖ヤコブの墓所であるスペインの「サンティアゴ・デ・コンポステーラ大聖堂」を目指して、ヨーロッパ
各地から多くの人が歩く道です。私は、2011年5月に SarriaからSantiago de Compostelaまでの約110kmを歩きました。これに味をしめて、2016
年5月に、Panplona～Logroñoを歩く計画を立てました。今回は散々な旅でしたが、だからこその、新たな‘気づき’がありました。

Vol. 327	 縮小マーケットへの対応を考える	 相澤美穂子
最近利用していなかったサービスで、利用を再開したものが2つあります。ひとつは独自の付加価値で、交通費と時間をかけてでも訪れたいという魅
力を生み出したもの、もうひとつは消費者の手間や面倒を取り払う工夫がされたものです。その2つとは……

Vol. 328	 多様な人々を受け入れるリゾート・ウィスラーから学んだこと	 岩崎比奈子
2016年12月上旬、経済産業省からの補助事業「国際リゾート地域戦略」の対象地域の一つである草津温泉のメンバーとともに、私は、北米随一
のスキーリゾート、ウィスラー（カナダ）へ現地調査に出かけました。このコラムでは、10年以上スキーから遠ざかっていた私“初級スキーヤー”が見
た、世界的なスキーリゾートの姿を綴ります。

「研究員コラム」の紹介

都市計画 都市計画のファイナンス（都市計画 2016年11月号 Vol.65 No.5 323号） （公社）日本都市計画学会 （公社）日本都市計画学会 2016/11
都市計画論文集 Vol.51 No.2 Vol.51 No.3 （学会誌323号添付）CD-ROM版 （公社）日本都市計画学会 （公社）日本都市計画学会 2016/10
地域創造のための観光マネジメント講座 NPO法人観光力推進ネットワーク・関西、

日本観光研究学会関西支部 編
学芸出版社 2016/11

温泉文学事典 浦西和彦 編著 和泉書院 2016/11
地方創生を可能にする まちづくり×インバウンド 成功する｢7つの力｣ 中村好明 朝日出版社 2016/10
数字でみる観光 2016年度版 （公社）日本観光振興協会 編 （公社）日本観光振興協会 2016/11
地域創生イノベーション 企業家精神で地域の活性化に挑む 忽那憲治 山田幸三 編著 （株）中央経済社 2016/10
ハーバードはなぜ日本の東北で学ぶのか　
世界トップのビジネススクールが伝えたいビジネスの本質

山崎繭加 著 竹内弘高 監修 ダイヤモンド社 2016/08

ゆたかで楽しい海洋観光の国へ、ようこそ！ 中瀬勝義 七つ森書館 2016/07
観光ビジネス 中島恵 三恵社 2016/11
地方創生と大学 大学の知と人材を活用した持続可能な地方の創生 内閣府経済社会総合研究所 編著 公人の友社 2016/05
地方創生大全 木下斉 東洋経済新報社 2016/11
ゼロから始める！「民泊ビジネス」の教科書 川畑重盛 KADOKAWA 2016/06
地域の誇りで飯を食う！ 真板昭夫 旬報社 2016/12
日本のクリエイティブ・クラス 農村×都市=ナリワイ 小田切徳美 藤山浩 ほか著 （一社）農山漁村文化協会 2016/09
博覧会絵はがきとその時代 高橋千晶 前川志織 編著 青弓社 2016/10
入門 自然資源経済学 バリー・C・フィールド 著 庄子康 ほか訳 日本評論社 2016/09
エコツーリズムと持続可能な開発 楽園はだれのもの？　
Ecotourism and suatanable development Who owns paradise

Honey, Martha 著 高梨洋一郎 ほか監修 くんぷる 2016/03

高度成長期日本の国立公園 自然保護と開発の激突を中心に 村串仁三郎 時潮社 2016/06
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豪雪で名高い新潟県十日町市松之山地区。この地帯は棚田
の風景でも有名で、稲穂がたれさがる頃の光景もまた見事で
あったが、雪に覆われた銀世界の映像を描き出せて心地よい
ものだった。

（Photo and Words by 樋口健二）
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